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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「あっ、これって金こん平ぺい糖とうだよね！　色とりどりで綺き麗れいだなぁ。あっ、こっちにはおはぎが山のように積んである！　あっ、こっちにはみたらし団子だ！　これ、全部食べていいのかな？　いいんだよね。いいってことにしよう。いただきまーす！」

　周りには、座っているみこと変わらぬくらいの高さにお菓か子しが積み上げられていた。どちらを向いても甘いものしか見えなくて、みこは声を弾はずませてうきうきとしながら手を伸のばす。

　まずは右手におはぎ、左手にみたらし団子をとり、満面の笑えみで大きな口を開ける。口いっぱいに広がるあんこの甘みを期待して、おはぎにぱくっと食いつこうとした。

「……みこ、いつ来てもお前の夢は食べ物ばかりだな」
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「あれ、どこからともなく雅みやび様の声が。という事はこれってまさか夢？　こんなに美味おいしそうなおはぎが？　甘いたれがかかったみたらし団子も？　ぽりぽり歯ごたえのある金平糖も？」

　呟つぶやいた途と端たん、手にあったおはぎもみたらし団子も、周りを囲んでいたたくさんのお菓子も、すうっと消えてしまう。真っ暗くら闇やみになってしまった空間でぼうっと炎ほのおが現れた。燃え上がった炎はやがて人の形を取り始める。それを見て、みこは思わず恨うらめしげな声を上げてしまった。

「雅様。せめて食べてから出てきて下さい。ううっ、わたしのおはぎが……。あれ、雅様、その般はん若にやのお面は初めて見ましたよ。ちょっと怖いけど、恰好いいですね！」

　炎が消えると、そこには一人の大おお柄がらな男が立っていた。紫むらさきの着物に赤くて長い髪かみ。顔には、二本の角つのを持つ般若の面をつけている。神しん獣じゆう鳳ほう凰おうと同化し、江え戸どを守る生き神として崇あがめられている炎えん守しゆの雅。他人に顔を見られてはならないという掟おきてがある為ため、彼は家族同然のみこの前でもいつも面をつけているのだ。雅は、耳まで裂けた口と鋭するどい牙きばを持つ面に手を触ふれた。

「そうだろう。これは先日知り合いに貰もらって気に入って……いやいやそんな事はどうでもよい。お前が江戸に行ってかれこれ一ひと月つき。社からほとんど出た事もなく、世間にも常識にも疎うといお前を心配してきたのだぞ。うまくやっているのか？」

「ええ、まあなんとか。明日あしたも朝から近所の女の人達に護身術を教えて、それが終わったら朝ご飯作ってお昼ご飯作って、掃そう除じして洗せん濯たくして買い物して……」

「……私の記き憶おくが確かなら、お前は町を狙ねらう奴やつらの企たくらみを止める為に江戸に行ったはずだが」

　声が一段低くなる。表情は判わからなくても、それが怒おこっている時の雅だとみこは知っていた。

「それはその……調査しようとしてるんですが、二に海かいがまたさらわれたらいけないからって、一人じゃ外出させてくれなくて。それでなかなか進まないんです。幕府でも調べを進めているので、夜に時々遊びに来る家いえ密みつから情報を聞き出そうとするんですが……」

　みこはふうっと息をついた。そして江戸に戻もどってからの事を思い出す。

「でもうまく躱かわされちゃうんです。家密ってば、まだ夜は寒いから布ふ団とんに入れてくれとかいって、じゃれようとするばかりで。そしたら二海も慌あわててやってきて布団に入るから、結局三人で寝ねないといけなくなったりして。二人とも大きいから布団が狭せまくて狭くて……」

「な、何だと。おのれ、あの狼おおかみ達め！……いや、それよりみこ、そんな調子で大だい丈じよう夫ぶなのか？　きちんと、て、貞てい操そうは守れているのであろうな？」

「ていそうってなんですか？」

　珍めずらしく慌てた様子の雅に、間かん髪はつ容いれず聞き返すと、彼がさっと顔をそらした。

「……だから、炎えん華か姫ひめが私の跡あとを継ついで炎守となるには乙おと女めでなければならん。そこは大丈夫かと聞いているのだ」

「あははははは。前にも言いましたけど、乙女って女の子ってことでしょ？　わたしが男になるはずないじゃありませんか」

「やはりそうきたか。つい面おも白しろくて純じゆん粋すいに育てすぎたな。……しかし困ったな。あの狼達は特に今の時期信用がおけん」

　呟いた雅が、腕うで組ぐみをして考えこんでいる。今の時期とはなんだろうと首を傾かしげていると、雅が何かを思いだしたようにこちらを向いた。

「そうそう。今日は伝える事があって来たのだ。私はある夢を見た。それはお前の前に『第三の男が現れる』というものだ。──敵にするか味方にするかはお前次し第だい、くれぐれも……」

　ふいに雅の姿がゆらりと揺ゆらいだ。みこは慌てて立ち上がる。

「え!?　第三の男って何ですか？　またそんな中ちゆう途と半はん端ぱな予言されると迷めい惑わくなんですけどっ」

　呼び止めようとしたが既すでに遅おそく、雅はすうっと音もなく消え去り、暗闇が辺りを支配した。







　──百ひやく獣じゆう国こく江戸、それは人と獣けもの、二つの姿を持つ化か妖よう達が住む世界。戦国の時代を駆かけ抜ぬけ天下を勝ち取った狼の一族、徳とく川がわ家。彼らによって、新たな時代の幕が開かれた──







「徳川家の安あん泰たい！　徳川家の平へい穏おん！　徳川家の繁はん栄えい！　それがわたくしの信条。それを貫つらぬく為ならば、いかなる手段をも使いましょうぞ」

　江戸城の大広間で肘ひじ掛かけにもたれていた、百獣国の三代将軍徳川家密は、目の前でぴんと背筋を伸ばして座る女性にちらりと視線を送った。初老の女性は、紺こん色いろの地に濃こい紫の藤ふじが描えがかれた打ち掛かけをまとい、若い頃ころはさぞ美しかっただろうと思わせる顔立ちをしていた。長い白はく髪はつと、触れれば切れそうな程ほど鋭い視線を放つ切れ長の赤い目。彼女から放たれる、化妖達が持つ目には見えない獣じゆう気きは、広間に並ぶ侍さむらい達を圧あつ倒とうする力強さを持っている。

　それもそのはず、冷たい美び貌ぼうを持つ彼女は、江戸城の影かげの実力者と言われる春華かすがの局つぼねなのだ。

「上様、単刀直入に申しますぞ。どうして妻を娶めとって下さらないのですか。それどころかわたくしが上様の為に作った大おお奥おくにも一度もお渡わたりにならない。何がご不満なのです？　そんなにこのか弱い老ろう婆ばをいじめて楽しいのですか？」

　つり上がったまなじりを見て、家密は内心ため息をつきそうになった。

「老婆？　先日生意気な若侍五人を一いつ瞬しゆんで叩たたきのめしたと聞いたぞ。それのどこが老婆だ」

「ああ、あの小こ童わつぱども。あれが侍などとは片腹痛い。最近の若い男どもは軟なん弱じやくでいけませぬ。わたくしが扇せん子すで二、三度撫なでてやったら骨が折れたと泣きわめく始末。なんと情けない」

　春華の局が持っていた扇子をぱっと広げた。それが実は鉄でできていると、江戸城のほとんどの者が知っている。その鉄てつ扇せんで力いっぱい殴なぐられたら、確かに骨ぐらいは折るだろう。

「それより上様、話をそらそうとしても無む駄だでございますぞ。わたくしは僭せん越えつながら、あなた様を息子むすこ同然に思って育てて参りました。どうかこの春華が生きているうちに、孫の顔を見せてくだされ。さあ、大奥へとご案内致いたします。今日こそ逃にがしませんぞ」

　立ち上がった春華の局がにじり寄った。すぐ間近に迫せまった彼女の顔を避よけつつ、家密は切れ長の目を眇すがめる。

「春華。……確かにお前は母とは縁えんの薄うすかった私を育ててくれた。お前には感謝している。だからといって、大奥には行かないぞ。……私には愛する女性がいる。その女性を妻にすると決めたのだ」

　はっきりと言い切ると、春華の局が目を見開いて扇子を口元に当てた。

「まあまあ、それは素す晴ばらしい。上様がお選びになったのなら、さぞやお美しく賢かしこく家いえ柄がらもよく品のいい娘むすめなのでしょうね。おや、ですがそんなに素晴らしい娘なら、わたくしに内ない緒しよにせずともよろしいでしょうに」

「私の妻になる女だ。どうしてお前に一々報告せねばならないのだ？　いいか、春華。お前が心配せずとも妻はもう決めてある。立派な孫も見せてやる。安心しろ」

「……上様。また話をそらしましたな。どこの娘だと言いたくはないのですか？　というよりは、言えないような娘なのですね。まさか──」

　声が低くなって、赤い目がぎらりと光る。その場にいた家密以外の侍達が、春華の局が放つ獣気の恐おそろしさに一いつ斉せいに震ふるえ上がった。

「──念ねんの為にお聞きしますが、その娘は狼なのでございますよね。絶対にそんな事はないと思っておりますが、狼以外の娘を妻にするなど、そんなあり得ない事を思ってはおられませんでしょうな？　徳川家の主君である上様ほどのお方が」

　家密は無言のまま、彼女の眼光鋭い瞳ひとみを見返した。何も言わずとも、それが答えだと判ったようだ。春華の局のまなじりがつり上がる。

「上様、あなたが子供の頃から口を酸すっぱくして申し上げておりますが、狼の本性を持つ女性でなければ、確実に狼の子供を産む事ができませぬ。もし鳥や犬や熊くまの女性などと子供を作って、母親の本性に似た子供ができたらどうするのです。その子は狼の一族である徳川家の跡あと継つぎにはなれぬのですぞ！」

「確かに私の愛する者の本性は狼ではない。だが私はその娘以外は抱だかない。そう決めたのだ」

　この江戸城で、いや、この百獣国で家密に面と向かって意見をするのは、この乳母うばくらいだ。そして家密は彼女の性格もよく判っていた。ここできちんと説得しないと、あらゆる手を使ってでもみこの事を調べ上げ、刺し客かくを送りかねない。彼女の執しゆう念ねん深さは折紙付きだ。

「そんなにその娘が……。判りました。わたくしも鬼おにではございませぬ。ではこうしましょう。まずは大奥にいる狼の女達の間で第一子を作りなされ。それからその娘を側そく室しつに迎むかえれば……」

「駄だ目めだ。私はその娘の純粋さに打たれ、その娘だけを愛すると決めた。他ほかの女はいらぬ」

　言い切った家密をじっと見つめていた春華の局だったが、ふいににやりと笑えみを浮うかべた。

「……上様、わたくしは自分の信条を曲げる事は致しませぬ。かならずや徳川家の繁栄の為に、上様には狼の跡継ぎを作っていただきますぞ。その為ならどんな手でも使いまする。……ずいぶんと強ごう情じようをお張りですが、今の時期それを貫けますでしょうか？」

　家密はわずかに眉まゆ根ねを寄せた。もうすぐ風薫かおる五月だ。気候もよくさわやかな季節だが、自分達狼の本性を持つ化妖にとっては、今は少々やっかいな時季でもあった。

「ああ、貫いてみせる。私は百獣国の将軍、この国で最も強き者。本能ごときに負けはせぬ」

「ほほほ、それは素晴らしい。では上様のお覚かく悟ごを見み極きわめさせて頂きましょう。ですが、これだけは言っておきまする。──いくら上様でも、獣は本能には勝てませぬぞ」

　大広間では、春華の局の勝ち誇ほこったような笑い声だけが響ひびいていた。
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　木こ挽びき町ちようにある木挽芝しば居い小屋。その裏にある母おも屋やの中庭に面した座ざ敷しきが、みこが今住んでいる部屋だ。雀すずめが鳴く声で目覚めたみこは、障子越ごしにさしてくる朝日に目を瞬またたかせながら、ゆっくりと起きあがり伸のびをした。くしゃくしゃの赤毛を手ですかしながら、昨日の夢を思い出す。

「うーん……変な夢見たなぁ。いつも思うけど、中途半端な予言ならない方がいいかも」

「変な夢？　奇き遇ぐうやなぁ、みこ。わいも変な夢見たんやで」

　もぞもぞとみこの布ふ団とんから這はい出てきたのは、猿さるの化か妖よう、煙えん助すけだ。本来人の姿で生活する化妖だが、まれに煙助のようにうまく変身できずに、本性の姿のままで生きる者もいる。

　みこの肩かたに乗るくらいの小こ猿ざるの煙助は、着物の帯を直しながら、寝ねぼけまなこであくびした。

「ちょっと煙助、あんたの布団は隣となりでしょ。どうしていつもわたしの布団で寝るの」

「ええやんか。昼は汗あせかくくらい暖かいけど、夜はまだちょっと寒いんやもん。二海に上様がお前の布団にもぐりこまんよう同じ部屋で見張っとけって言われたし、ちょうどいいやん」

　家密がこっそり城を抜け出してここに来るのは、もう日常茶さ飯はん事じになっていた。それもいつも決まって深夜に、一人でみこの部屋を訪おとずれる。将軍という立場にあるというのに、どうやって城を抜け出してくるのかは謎なぞだった。

「せやけど、今でも信じられへんで。神かん田だ明みよう神じんで二海の代わりに舞ぶ台たいに立った銀ぎん髪ぱつの兄ちゃんが、二海のホントの兄ちゃんで三代将軍家密公やなんて。どうりでごっつい獣じゆう気きを放ってたはずやなぁ。近寄るだけで気持ち悪ぅなったもん」

　獣気とは化妖が持つ目に見えない力だ。獣気が強い獣には逆らうな、という掟おきてが化妖にはある。特に獣気の弱い草そう食しよく獣じゆうの煙助にとっては、化妖の頂点に立つ将軍家密の獣気を近くで感じるだけでも、身を切られる思いだろう。みこはしっと口元に指を当てた。

「家密のことは、絶対に外で言っちゃ駄目だよ。内緒なんだから」

「判わかってるがな。ここに置いてもらう代わりに、秘密は守れって言われてるしな。家賃払はらえんで長屋追い出されてもうたから、金がたまるまでここに置いてもらわなあかんし。いや～荷物抱かかえてうろうろしてた所をみこに見付けてもろてよかったわ。しかも二海にここに置いてくれるように頼たのんでくれたやろ。ほんまに助かったで。この借りはそのうち返すからな～」

　調子いい煙助に肩を竦すくめ、みこは障子を開けて朝の新しん鮮せんな空気を胸いっぱいに吸いこんだ。

「うーん、今日もお江え戸どはいい天気。一日はりきって頑がん張ばりましょう！」

　みこの元気なかけ声が、晴天の空へと吸いこまれていった。




「ねえねえ、二海。雅様がまた中ちゆう途と半はん端ぱな予言をする夢を見たんだけど」

　いつもの袴はかま姿すがたに着き替がえ、居間で朝食の準備をしていたみこは、かまちに頭をぶつけそうになりながら入ってきた二海に駆かけ寄った。江戸で一番だと言われる二枚目歌か舞ぶ伎き役者の二海は、相変わらず着流し姿の上から黒くて艶つやのある女物の振ふり袖そでを羽織っていた。体格がよくて、黒く短い髪かみと金色の光を放つ瞳。町を歩くだけで、その場にいる女性達がうっとりとしてしまうような、男の色気が匂におい立つ美び丈じよう夫ふだ。

「そうか……。みこ、ゆっくり聞くから、その右手のしゃもじと左手の特大どんぶりと、つまみ食いしたのがばればれな口元のご飯はん粒つぶをどうにかしたらどうだ？」

　二海が苦笑する。そして手を伸ばして口元についたご飯粒を取ってくれた。

「い、いや、これは違ちがうんだ。その……」

　もごもご言い訳していると、二海が肩を竦めつつ、膳ぜんの前に座り込む。その隣にいた歌舞伎三人衆の一人、若草色のまっすぐな髪をした空くう三ざが、箸はしを片手にふるふると震えていた。

「師し匠しよう……このほのかに甘い玉子焼き、豆とう腐ふの白しら和あえに、ほうれん草のおひたし。ああ、心も体もあまりの美味おいしさに打ち震えます……！　蛇へびの本性を持ち、生の食べ物しか美味しいと思えない私に、煮に炊たきした料理も美味しいと思わせるなどまさに神かみ業わざです」

　空三は道どう化け役の三枚目役者だが、顔の造作は完かん璧ぺきに美しいといっても過言ではない。ただその美しさが宝のもちぐされであると思うのは、きっとみこだけではないはずだ。さっさと一人で食事を始めていた空三は、茶ちや碗わんを片手にさっと立ち上がり、みこにぐいっと顔を近づけた。

「この料理はまさに至高！　まさに芸術！　師匠の料理の弟で子しになれたなんて、私はなんて幸せものでしょう。一生ついていきます。背中にぴったりくっついて、つきまといますから！」

「顔がちかーい！　空三。息がかかるほど寄らないでっていつも言ってるでしょ。それについていくのとつきまとうは違うんだって何十回言わせるの！」

　叫さけんでも一向に離はなれる気配がない。やがて彼からぴりぴりぴりという音が聞こえ始めた。この音は空三の皮ひ膚ふがうろこになっている音だ。彼の本性は居間いっぱいにとぐろをまく緑色の巨きよ大だい蛇へびだった。普ふ段だん人の姿で暮らす化妖だが、感情が高ぶると獣の姿が出やすくなる。そのせいか人前で本性を出すのは、感情を抑よく制せいできない未熟者だと言われていた。

「空三、いくら美味しかったからって、うっかり本性出したら二度とご飯作らないよ」

　みこの言葉を聞いて、空三がはっとしたように目を瞬かせた。どうやら正気に返ってくれたようだ。彼が食事中に本性を出してしまったせいで、せっかくの料理が滅め茶ちや苦く茶ちやになってしまったのは一度や二度ではない。

「みこ、そこの猫ねこも注意したってや。ご飯の匂い嗅かいだだけで本性丸出しにしてるで」

　膳を前にしてちょこんと座った煙助が、正面に目を向けていた。そこにいるはずの歌舞伎三人衆の一人、一いち陸りくがいない。一陸はくるくるの短い栗くり毛げとぱっちりとした青い目で、江戸中の男が恋こいをしていると評判の人気女形おやまだ。その彼がいるはずの場所では、ふわふわの栗色の毛を持つ猫が、一心不乱に茶碗に顔を突つっ込んで食べていた。

「一陸はいいよ。本性は猫だから、空三みたいに部屋いっぱいにとぐろはまかないし」

「せやかて行ぎよう儀ぎ悪わるいで。みこの料理は確かにうまいけど、興奮して本性を出す程か？」

　やっと食べ終わったのか、一陸が猫の姿のまま、フーッと毛を逆立てた。

「草食獣のお前には判らないんだよ、すっごくすっごく美味しいんだから。舌も身体からだもとろけちゃいそうになるんだよ。これってやっぱり、みこちゃんの血のせいなんだよね」

　問いかけに少しだけ俯うつむいた。みこは、江戸を守る生き神であり炎守と呼ばれる雅の跡あと継つぎだ。炎華姫ひめと呼ばれ、富ふ士じ山さんの社で世間から隔かく離りされて育った。それはある理由があったからだ。

「ああ、あんたら肉にく食しよく獣じゆうはみこの血の匂いを〝食べたくなるくらいうまそう〟に感じるんやろ。みこが作った料理が肉食獣には途と方ほうもなくうまく感じるのも、その体質が影えい響きようしてるんやろ。せやけどわいにはどうもそれがわからんねん」

「わたしの血に反応するのは肉食獣だけだからね。……あ、煙助。お代わりは？」

　茶碗が空になったのを見て声をかけると、煙助が軽く頭を下げた。

「もう結構やで。血がどうやらいうんはわからんけど、美味しかったわ。お茶貰もらえるか？」

　湯飲みを渡わたすと、正座したまま両手で受け取った煙助が、音一つ立てずに茶を飲んだ。

「煙助ってさ、いつもばたばた走り回ってるし言葉遣いも乱暴だけど、お箸の持ち方とかご飯の食べ方とか綺き麗れいだよね」

　感心していると、猫の一陸が顔を片手で撫なでながらふいに声を上げる。

「あっ、それ僕も思ってた。煙助って畳たたみの縁へりは踏ふまないし、襖ふすまを開ける時も、座ってから音を立てないようにして開けるんだ。お辞じ儀ぎとかも、腰こしからきちんと曲げて頭を下げるから綺麗だよ。ただ残念な事に、何をやってもしょせん猿なんだよね。ウキィッて今にも鳴きそうな」

「ウキィッなんて鳴いた事ないわ！　それに猿言うなっ。一陸は何でそう一言多いねん」

「怒おこらないでよ。僕は猿のくせに行ぎよう儀ぎがいいって誉ほめてるんだよ」

「だからそれは誉めてないやんけっ。わいは人の姿になれんだけで立派な化妖なんやーっ」

　叫んで立ち上がった煙助の肩に、みこは慌あわてて手を置き、宥なだめるようにゆっくりと撫でた。

「もうその辺にしとこう。それより、本当に煙助って行儀がいいよ。感心しちゃうくらい。どこかで行儀作法でも習ったの？」

　尊敬の眼まな差ざしを向けると、煙助がまんざらでもない様子で頭をかいた。

「そ、そうやねん。昔そこそこいい家いえ柄がらの屋や敷しきで奉ほう公こうしててな。そこで教えてもろてん」

　珍めずらしく俯いて、もごもごと話す煙助に、みこは目を丸くした。

「えっ、そうなんだ。わたしそれ初耳。でも煙助はすごいね。教えてもらったことがちゃんと身についてるもの。わたしなんていっつも行儀が悪いって怒られてばっかりだったんだから」

「お前……炎華姫やんけ。神様の眷けん属ぞくで生き神様の跡継ぎやで。前から気になっとったけど、なんで襖開ける時立ったまま片手で開けんねん。なんで箸の持ち方変やねん。それに何より、いくら袴はかま穿はいてるからって、若い娘むすめが大おお股またで歩くのはあかんで！」

　ぴしっと言われてさすがに首を竦めた。それはすべて幼い時から注意されている事ばかりだ。

「いいじゃない、そんなに言わなくても。みこちゃんはそうやっておおらかにのびのびしてるのが一番だよ、ねぇ二海さん」

　一陸が顔を向けたのは、上座であぐらをかいている二海だった。

「あ、ああ、そうだな。みこはそのままが一番いいと思うぜ。さてと、ごちそうさん」

「え……？　でも二海、ぜんぜんご飯食べてないよ。具合でも悪い？」

　膳の料理はほとんど手つかずだ。実は二海の食しよく欲よくがないのはここ数日ずっと続いていた。それによくよく考えてみれば、賑にぎやかな食事の時はいつも中心にいるはずの二海が、今日はほとんど喋しやべっていなかった。心配げに見つめると、二海が苦笑する。

「最近、次の芝しば居いの台本書いてて部屋に閉じこもってるから、あんまり腹がへらねぇんだ。さあ、仕事でも始めるかな。じゃあな」

「あ、待って、二海。わたし雅様の事で話が……」

　着物を摑つかんで見上げると、二海がすっと目を細めた。ふらふらと緩かん慢まんな動きでこちらを向き、大きな腕うでがぎゅっと抱だき締しめてくる。そのままみこの頭に顔を埋うずめて大きく息を吸いこんだ。

「みこの匂いがする……。ぞくぞくするな。……っちまいてぇ」

　ぼんやりとした呟つぶやきは最後の方は聞き取れなかった。みこは思わず眉まゆ根ねを寄せる。

「ちょっ、ちょっと、どうしたの？　二海！」

　二海がはっとしたように目を瞬またたかせる。そして慌てて腕を解いてみこの身体を放した。

「す、すまねぇ。少しめまいが……。えっと、炎守様の事で話があるって言ったか？」

　どうもおかしいと思いつつも、みこは昨夜の夢の事を話そうと口を開きかける。だが二海が不ふ審しんな行動をとっているのに気づいて首を傾かしげた。

「……何で今度はじりじり後ろに下がってるの？」

「え!?　ああ、寝ね不ぶ足そくで立ってるの辛つらいし、壁かべによりかかろうかなって」

　二海はそのまま壁にもたれて、腕うで組ぐみした。笑みを浮かべているものの、みこが近寄ろうとすると、すり足で居間の隅すみへと移動する。まるで自分から逃にげているような動きに気づいて、みこはそういえばと思い出した。芝居が休みの今の時期、座長である二海は次の芝居の台本を書くのだという。その台本に取りかかり始めた十日ほど前から様子がおかしかった。部屋に閉じこもったまま出てこないし、食事を作ってもほとんど食べないのだ。

「ねぇ、二海。もしかして、わたしの事嫌いやがってない？　そういえば最近二海と二人だけでゆっくり話してない気がする。まさかわたしを避さけてるの？　わたし何かした？」

　おずおずと聞くと、二海が大げさに肩かたを竦すくめた。

「何にもしてねぇよ。お前の気のせいだって。俺はいつも通りだぜ」

　ふふんと笑う二海だが、みこが一歩近付こうと足を上げた途端、一いつ瞬しゆんで顔を引きつらせる。その様子を見ていた一陸が、ふいににんまりと笑った。

「あっ、判わかった。そうかぁ。もう大分暖かくなってきたもんね。狼おおかみってちょっと時期が遅おそいし。なるほどなるほど～」

「何が判ったの？」

「余計な事言うなよ、一陸！」

　みこと二海の声はほぼ同時だ。一陸がにやにやしつつ、尻しつ尾ぽを振ふりながらこちらへ近付く。

「ふふふ。あのね、みこちゃん。二海さん……というか、二海さんたち狼の本性を持つ化妖は、今の時季『花はな時どき』を迎むかえるんだよ」

　みこが首を傾げると同時に、二海が血相を変えて一陸を捕つかまえようと飛びかかった。だが、猫の一陸はひらりと彼を躱かわして、尻尾を振る。

「花時って……初めて聞く言葉だよ。響ひびきが可愛かわいいね。どういう意味なの？」

　目をぱちくりしながら問いかけると、一陸がくすくすと笑う。

「大人になった化か妖ように、一年に一度必ず訪おとずれるんだ。他ほかの化妖はもうちょっと早い春の時季が多いんだけど、狼は少し遅いんだよね。花時はみんなとっても寂さびしがり屋さんになるんだよ。でもほら、二海さんっていじっぱりでしょ。強がってそれを言えないでいるんだよ。あ、そうだ。もっと近付いてあげて。二海さんすっごく喜ぶよ」

「一陸っ。てめぇ、噓うそつくんじゃねぇ。自分は終わったからって調子に乗りやがって！」

　二海が怒ど鳴なっても、一陸は涼すずしい顔だ。ふふんと鼻で笑っている。

「噓じゃないでしょ。寂しがり屋さんだってみこちゃんにばれるのが、そんなに恥はずかしい？　あ、そうだ！　みこちゃん、膝ひざに乗ってあげなよ。二海さん、涙なみだ流して喜ぶから」

「二海。寂しいの？　わたしでよかったら膝に乗ろうか」

「ちがーう！　お前簡単に騙だまされてんじゃねぇよ。と、とにかく、俺は別に何ともないんだよ。ああ、それより、いつものごとく話がずれてる。……炎守様は夢で何て言ったんだ？」

　そう言いつつも二海はみこから離はなれるように、反対側の壁に足早に向かった。みこはきょとんとしつつ、すぐにその後を追う。それを見た二海が更さらに足を速めたので、結局二人で部屋の中をぐるぐると歩き回る事になった。小走りの二海が、顔だけをこちらに向ける。

「みこ、一度止まれ、俺を追いかけるな。な、いい子だから止まってくれ。今度新しい巾きん着ちやく買ってやるから。もう少ししたらおさまるから、そしたら一いつ緒しよに買いに行こう。その時は手を繫つないで、なんだったら肩も抱だいてぴったりくっついてやるから、今はやめてくれ！」

「もう少ししたらいいのに、どうして今は駄だ目めなの？　それって花時のせい？　っていうか、一陸の説明いまいちよく判らないんだけど。花時って何なの？」

　疑問に思ったのはみこだけのようだ。空三が箸はしを置きつつこちらに目を向けた。

「師し匠しよう、二海がまさに年に一度の花時です。必死で我が慢まんしているようですが、本当は師匠とくんずほぐれつで子供を作り……！」

　空三が言葉を止めたのは、二海が手近にあった茶ちや碗わんを拾って投げたからだ。うまく顔を逸そらして避けた空三に、二海が怒ど声せいを上げた。

「そのまんまじゃねぇかよ、空三！　もう少し気を遣つかって遠回しに言えっ」

　大おお騒さわぎの中、一人座って茶を飲んでいた煙助も訳知り顔で肩を竦めた。

「大変やなぁ。強い獣じゆう気きをもってる化妖ほど、花時になると苦しいって言うもんな。わいなんて獣気が弱いせいか、花時になってもあんまり気にならへんで」

「ええ、私もよく判りません。師匠の料理以外には興味がないので。こういう事は個体差もありますしね」

　煙助と空三の吞のん気きな声に、みこは目を丸くした。

「みんな花時って何なのか知ってるの？　もしかして判ってないのわたしだけ？　ええっ、何かそれって悔くやしいっ。ちょっと二海、一体どういう事なのか教えてよ！」

　思いっきり叫さけぶと、二海がやっと立ち止まってこちらを向いた。

「ま、待て待て。とにかく待て。はい、追いかけっこはもうおしまい。ちゃんと話をするぞ。炎守様が夢に出てきて何て言ったんだ？」

　無む理り矢や理り話を変えた二海に、口を尖とがらせる。だが早く本題を切り出さないと、二海はまた台本を書く為ために部屋に閉じこもってしまう。みこは仕方なく、昨日の夢の事を話した。

「……というわけで、雅様が『第三の男が現れる』って言ったんだ。雅様の夢は必ず現実になるし、間ま違ちがいなくわたしの前に第三の男っていうのが現れるんだと思う。でも、第三の男って何なのかな？　まさか、わたしたちの知らない諒りよう影えいの仲間とか？」

　諒影とは一月前に神田明神に爆ばく薬やくを仕し掛かけて家密を狙ねらった、毒どく蜘蛛ぐもの本性を持つ軍学者だ。

　みこが江え戸どにいるのは、生き神である雅が、諒影が江戸の町を破は壊かいへと導く夢を見た為だ。必ず現実となるその夢を変えられるのは、神しん獣じゆう鳳ほう凰おうに選ばれて生まれて来た、雅の跡あと継つぎである炎華姫ひめのみこだけ。みこは雅に、必ず諒影の企たくらみを止めてみせると約束し、江戸に出てきた。

　みこが雅の新たなる予言について考えこんでいると、真っ青な顔をした二海が口元に手をやって、低く唸うなるような声を上げる。

「第三の男だと？　ま、まさか、俺が第一の男。兄貴が第二の男。そして第三の男は……」

「私が第一で、お前が第二の男だ。それとなく自分を優位におくでない」

　がらっと襖ふすまが開いて現れたのは、笠かさを片手にした家密だ。空三と一陸がさっと道をあけて頭を下げた。それが当然のように、家密は堂々とした態度で部屋に入ってくる。

　百ひやく獣じゆう国こくの将軍で最強の化妖である家密は、緩ゆるやかな長い銀ぎん髪ぱつと鋭するどい視線を放つ金の瞳ひとみを持ち、髪かみと同じ光こう沢たくのある銀色の着流しをまとって、どこかけだるげな雰ふん囲い気きを醸かもし出していた。化妖は獣気が大きければ大きいほどより美しい姿をしていると言われるが、まるで一つの芸術のように整った家密の顔立ちを見ればそれが本当の事だと納なつ得とくできてしまう。

　家密が現れた途と端たん、まるで突とつ風ぷうのような獣気が部屋にぶわっとうずまいた。草そう食しよく獣じゆうの煙助は、悲鳴を上げて頭を抱かかえ、すぐさま空三の後ろに隠かくれる。獣気は目に見えず形のないものだ。だがその大きさを化妖は本能で感じ取り、自分より強いと判った瞬しゆん間かんその化妖の前にひれ伏ふすのだ。だがここに百獣国最強の将軍と同等の獣気を放つ者がいた。

「兄貴、今日は珍めずらしく朝来たのか。いつもみこの寝ね込みを狙って夜中にしか来ないくせに。毎度毎度耳にたこだろうけど言わせて貰もらうぜ。将軍様なんだから、しょっちゅう城を抜ぬけ出して来るのはやめろ。誰だれかに見られでもしたら迷めい惑わくだ。その銀髪は目立つんだぜ。銀ぎん狼ろうの将軍様」

「お前はいつになく気が立っているようだな、二海。そうか、お前は事情があって城を出ているが、私の弟で狼のはしくれだったな。今の時期気が荒あらくなるのは私と同じか。だが私はそれを表に出したりしないぞ。この未熟者め」

　二人とも同じくらい背が高い。みこが背せ伸のびしても二人の胸ほどしかないのだ。力は体格がいい二海が強いが、俊しゆん敏びんさは家密の方が上だと、以前二人が争った時に側にいたみこは知っている。狼の本性を持つ男達からは、相手を屈くつ服ぷくさせようと息もできないくらいの獣気が放たれていた。

「あ、あの、部屋の中でそれだけ獣気を放たれると気持ち悪いんだけど。せめて外でやって」

　みこは膝をついて呻うめくような声を出した。さすがの空三や一陸も、二人の獣気を浴びて顔を歪ゆがめている。ぴくりとも動かない煙助は、失神しているようだ。みこの苦しそうな声を聞いて、二人の獣気が一気に消えた。家密がこちらに駆かけ寄る。

「大だい丈じよう夫ぶか、みこ。可か哀わい想そうに。気分が悪いなら、横になるといい。私が側にいてやろう」

「いいや。帰れよ、兄貴。みこの面めん倒どうは俺が見る」

「……みこに近寄られたくらいで逃にげていたくせに？」

　苦笑した家密の襟えりを、目を剝むいた二海がぐっと摑つかんだ。だが家密は少しも動じない。

「今の時期、しかも同じ屋根の下にいるのに我慢するなんて信じられないな。お前はそれでも雄おすの狼か？　みこの匂においをわずかに嗅かいだだけでもくらくらするだろうに。まあその方が私には好都合だが」

「俺は兄貴とは違ちがうんだよ！　炎守様からもみこの面倒を見る後見人にって言われてるんだ。信しん頼らいされてるからこそ、それを裏切りたくはないんでね」

「それはお前が安全だと思われているからだ。男として見られていない証しよう拠こだぞ。私だったら、そんなくだらん信頼はいらぬ」

「なんだと！……うっ」

　力任せに襟えり元もとを締しめ上げようとした二海の手を、家密がさっと振り払はらう。軽かろやかな動きだったが、二海は振り払われた手を押さえて呻いている。見ると、そこが赤くなって腫はれていた。

「大げさに痛がるな。みこが驚おどろいているだろう。大丈夫だぞ、みこ。さあ、今日は芍しやく薬やくの花を持ってきた。凜りんとしたたたずまいがお前によく似合う。受け取ってくれ」

　だが家密は手ぶらだ。みこはすぐさま頰ほおを引きつらせて、居間の襖を開けて中庭を覗のぞいた。

「ああ！　やっぱり中庭が花で埋うまってる。地面が見えないんですけど。色とりどりで綺き麗れいだけど、こんなにいっぱい貰っても飾かざるところないんだってば……！」

　茎くきが長い八や重え咲ざきの芍薬。両手いっぱい貰もらえれば嬉うれしいが中庭いっぱいだとどうしていいかすら判わからない。襖にもたれてへなへなと座り込むと、家密が不思議そうに首を傾かしげた。

「少ないより多い方がいいだろう。江戸中から集めさせたのだが、思ったより少なかったな。本当はこの母おも屋や全部を花で埋めたかったのだが……」

「もう十分だから！　この間も木もく蓮れんを植木ごと持ってきてくれたけど、何十本もあったからどうしていいか判らなかったし。町の人に手伝って貰って芝しば居い小屋の正面に植えたけど……」

「ああ、道沿いにずらりと並んでなかなか爽そう快かいな眺ながめになったな。お前が切り花は可哀想だと言うから植木を用意させたのだ。それも嫌いやだというから今日はまた切り花にしてみた。これも嫌なら食べ物にするか？　江戸一番の高級料りよう亭ていを店ごと買い取ってやろう」

「いいです。本当に遠えん慮りよさせて。食べるのは好きだけど店ごとはいらないから……。えっと、あの……お花、ありがとう」

　店を贈おくられてはたまらないので、大人しく花の礼を言うと、家密が微笑ほほえんでみこの頭に手を置いた。いつもは冷たい感じのする家密だが、笑うと優やさしそうになる。その笑え顔がおは子供の頃ころに一緒に遊んだ優しくて凜り々りしい〝竹たけ次つぐちゃん〟とまったく同じだった。成長して身分も名前も変わってしまったけれど、竹次……家密の優しくて頼たよれる所はちっとも変わっていない。

「よかった。喜んでくれて。では本題に入ろう。……みこ、迎むかえに来たぞ。さあ、私の妻になって江戸城で暮らすのだ」

「……はい？」

　みこは思わず顔を引きつらせた。二海が慌あわてて家密の腕うでを摑んでみこから引き離す。

「何の冗じよう談だんだ。連れては行かせねぇぞ」

「そ、そうやでっ。みこを連れて行かせたりなんかせぇへんで！」

　家密と二海が睨にらみ合うと、部屋の隅すみの方から声がした。見ると、やっと目を覚ましたのか、煙助がふらふらと起きあがる所だった。家密が金色の瞳でじろりと睨みつける。

「またお前か！　このちび猿ざるめが。三日前に来た時も、みこと同じ部屋に寝ていただろう。そして私を見付けた途と端たん騒さわぎ出して邪じや魔ましたな」

「わ、わいはみこの味方や。いくら将軍様かて、みこに変な事する奴やつはゆるさへん」

　家密の表情がすうっと消え、獣気が再び溢あふれ出す。煙助はひっと悲鳴を上げたが、それでも今度は失神しなかった。両足を踏ふん張って耐たえているのを見て、家密が冷たい笑みを浮うかべる。

「お前のような草そう食しよく獣じゆう一いつ匹ぴき、ここで食い殺してやってもいいのだぞ。みこと違ってお前はまずそうだがな。人の姿になれぬなど、化か妖ようとしては出来損そこないだ。百獣国の頂点に立つ将軍の私に意見するなど、百年早い！」

「煙助をいじめないで。わたしの友達なんだから。これ以上やったら家密でも許さない！」

　みこが煙助を庇かばうように前に出て両手を広げると、家密が仕方なさそうに肩かたを竦すくめた。

「命拾いしたな、ちび猿」

「わ、わいは猿ちゃうわ。煙助や」

「そうか、一応化妖だから名前があるのだな。だが人の姿にもなれないのなら、山にいる獣の猿と変わりはあるまい。お前はちび猿で十分だ」

「なんやとーっ。ちっきしょう！　今に見とけやっ」

「もう、煙助も家密も止めよう。喧けん嘩かは嫌だよ」

　家密の腕をとってこちらを向かせた。二人とも大切な友達だ。これ以上もめて欲しくない。

「あの、家密。さっきの話だけど、わたしを江戸城にって言うけど、前にお城にはいかないって言ったはずでしょ。家密もそれは仕方ないって一応納得したじゃない。急にどうしたの？」

　家密がふうっと一つ息をつく。そして渋しぶ々しぶと口を開いた。

「……私の乳母うばで春華の局という女がいる。執しゆう念ねん深く意志が強く人の話を聞かない女だ。春華は徳川家の為なら何でもする。その春華が……私に跡継ぎを作れと強く勧すすめているのだ」

　渋しぶい顔の家密とは反対に、にんまり笑んだのは二海だ。

「作ればいいだろ、跡継ぎ。わたくしの信条は徳川家のうんぬんって言ってる春華の顔が目に浮かぶぜ。あの春華が強く勧めてるって事は、もう兄貴でも断り切れない状じよう況きようになってるんだろ。狼おおかみの嫁よめさんもらえばいいじゃねぇか。俺はどんな女でもみこ以外なら姉さんって呼ぶぜ」

「馬ば鹿かな事を言うな。みこ以外には興味がないとはっきり言ってあるのに、春華は今の時期なら何とかなるだろうと、裸はだかの女を布ふ団とんによこすのだぞ。追い返すのがどれだけ面倒だと思っているんだ。このままではらちがあかない。みこを江戸城に連れていって春華を説得する」

「そんな事できる訳ねぇだろ。みこの特とく殊しゆな体質を忘れたのか？　神しん獣じゆう鳳ほう凰おうを宿す事ができるみこの身体からだには特別な血が流れてる。その匂いを嗅いだだけで、俺達肉にく食しよく獣じゆうはみんな理性を失って襲おそいたくなっちまう。肉食獣の侍さむらいばかりの江戸城にみこを連れていける訳ないだろ！」

「大丈夫だ。みこは私が守る。この腕でずっと抱だいて誰も近寄らせない。以前にもそう言ったはずだ。危険な事など何一つない」

　睨み合った二人が、ガルルルルと唸うなり始めた。尖とがった牙きばと長い爪つめが伸のび始めたのは、二人が狼の本性を顕あらわし始めたということだ。みこは慌てて彼らの間に飛び出した。

「待って。二人ともちょっと落ち着いて。あのね、家密。わたしは江え戸ど城には行かない。前にも言ったけど、雅様が見た未来の夢は江戸の町が壊かい滅めつするというもの。その夢を現実にしない為ために、わたしは江戸に戻もどってきた。わたしが夢を変えるには、江戸の町にいないといけないって雅様に言われたでしょ。江戸城に閉じこもったら、わたしは目的を果たせない」

　はっきりと告げたが、家密は不満げな顔を隠さない。

「諒影の探たん索さくなら私の手の者が行っている。あいつは私を恨うらんでいるのだ。またみこがさらわれたらどうする。ここにいるより、江戸城の方が安全だ」

「兄貴、何度も言うけど、江戸城だって危険なんだよ。諒影がいなくても肉食獣がいっぱいなんだから。そいつらにみこが襲われたらどうするんだ」

　誰だれも譲ゆずらないから、話は堂どう々どう巡めぐりだ。みこは一つ息をついて視線にぐっと力を込めた。

「……わたしは江戸城には行きません。家密、二海。これ以上この事でもめるなら、わたしは江戸城には行かないけど、この母屋からも出て行きます。本気だから」

　静かな口調で、だけどきっぱりと自分の意見をいいきると、二人が驚いたようにこちらに顔を向けた。真しん剣けんなみこの目に気づいたのか、二人とも渋々と口を閉じる。とりあえず取っ組み合いのけんかは避さけられたが、まだまだ彼らからは剣けん吞のんな空気が流れていた。

　みこは背を向けつつも牽けん制せいしあう二人を見つめ、大きなため息をついていた。
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「大根、人にん参じん、しいたけ、ごぼう、芋いも、鶏とり肉にく、豆とう腐ふ、おあげ……ああっ、何か一つ買い忘れてる気がする。煙助、覚えてない？」

　木こ挽びき町ちようの往来で、両手に食材がいっぱい入ったかごを持ったみこは、大根を肩に担かついで隣となりを歩く煙助に問いかけた。

「知らんがな。わいが覚えてる訳ないやろ」

「うーん、思い出せないな、なんだっけ？　あっ」

　よいしょっとかごを抱かかえ直した拍ひよう子しに、芋がころりと地面に落ちた。慌ててそれを追うと、芋が袴はかまを穿はいた男の足にぶつかる。男は芋を拾い上げ、みこに差しだした。

「あっ、あなた、えっと……信のぶ津つ名なさん」

　笠かさをわずかにずらしてにこりと笑いかけた男を見て、みこは目を丸くした。家密の忠実な部下にして、老中の松まつ平だいら信津名だ。家密よりは年上だが、まだきっと二十代だろう。茶色の髪かみと瞳ひとみをした柔やわらかい物もの腰ごしの好青年、それがみこの印象だ。

「お久しぶりです、みこ様。いつも上さ……いえ、ご主人様がお世話になっております」

　さすがに往来で上様と口にするのはまずいだろう。丁てい寧ねいに頭を下げた信津名に、みこも慌てて挨あい拶さつを返した。

「あの、こんにちは。どうしたんですか？　こんな所で」

　信津名は老中であり、伊い豆ずを預かる大名のはずだ。町中を供も連れずに一人で歩いているなんて、あり得ない事だった。信津名が大げさに両手を広げて声を張り上げた。

「偶ぐう然ぜん道を歩いていたら、偶然あなたに会ったんです。すごい偶然ですね！」

　みこは思わず、頰ほおをひくひくと引きつらせた。煙助がわざとらしく鼻をつまむ。

「うわっ、噓うそくさっ。ぷんぷん臭におうで！」

「ち、違ちがいますっ。私はえっと、ご主人様に命令されて来た訳ではないのです。みこ様が城に来るよう説得してこいとか、お前は物腰が柔らかいから警けい戒かいされないだろうし頑がん張ばってこいとか、珍めずらしく誉ほめて頂いて嬉うれしさのあまりすっとんで来た訳ではないのです～」

「信津名さん、犬の耳が出てる。しかも垂れてるし。しかもしかも自分で気づいてないかもだけど、きゅんきゅん鼻が鳴ってるよ」

　信津名の本性は犬だ。しかもご主人様である家密が大好きな忠犬だ。信津名は慌てて頭から飛び出ている耳を両手で隠かくした。そしてかあっと顔を赤らめる。

「す、すいません。いつも叱しかられてばかりで誉められるなんて滅めつ多たになくて、嬉しさのあまりつい興奮してしまいました」

「うわぁ、信津名さん苦労してるみたいですね。ご主人様が家密だと……あっ、ごめんなさい。家密様だと……」

　いくら本人がいいと言っているとはいえ、家臣である信津名の前で呼び捨てにするのはまずいだろう。慌てて言い直したが、信津名は微笑んで首を振ふる。

「いいのですよ。ご主人様からみこ様は特別だと伺うかがっておりますから。ご主人様の大切な方は私にとってもそうです。どうか私の事も信津名とお呼び下さいませ。あの……それで早さつ速そくですが少しお話があるのです。ちょっとだけでもいいので聞いてもらえませんか？」

「お城に来いって話だったらお断りします。それじゃ」

　にっこり笑ってきびすを返す。どんなに説得されても行くつもりはない。信津名も忙いそがしいだろうから、時間を使わせるのは申し訳なかった。

「ええ～！　待ってくださいませ。あの、お願いです。話だけでも聞いてください」

　だが行く手に素す早ばやく信津名が回り込み、膝ひざをついてみこを上うわ目め遣づかいでうるうると見つめる。

「や、やめて、その捨てられた子犬の目攻こう撃げき！　断りにくくなっちゃうから」

「断らないで～。話だけ聞いて頂ければいいんです。それで断るのなら仕方ありませんから。ですが、話も聞いてもらえないのはまずいんです。私にとっての一番苦しい罰ばつ。一ひと月つき無視され続けて放置されるという恐おそろしい刑けいが……」

　両手を顔に当てて信津名が泣き出した。周りを歩く町人たちがちらちらとこちらを見ている。

「な、泣かないで。みんな見てるってば。もうっ、しょうがないな。立って、話だけなら聞くから。だからあっちに行こう！」

　信津名の顔がぱあっと明るくなる。人間の姿なのに、信津名は尻しつ尾ぽを振りそうな勢いでみこの後に付いてきた。




「……ようするに、家密のお嫁さん候補が大おお奥おくっていう所にいっぱいいて、春華の局って人がそのうちの誰だれかと家密を結けつ婚こんさせたがっている。でも家密は自分のお嫁さんは自分で選びたいから、春華の局を諦あきらめさせたい。そこでわたしをお嫁さんにしたいって偽って大奥に連れていって春華の局を騙だますってことだよね？」

　木挽町の裏通りにある寺の石段では、みこを真ん中にして信津名と煙助が一列で座っていた。信津名の話を聞いたみこは、要点をまとめて話してみる。信津名がふいに首を傾かしげた。

「ん？　んんん？　大体そんな感じですが、何か違うような。ええっと、みこ様がお嫁さん候補だと偽るわけではなくて……」

「でも偽りじゃないと、家密が本当にお嫁さんをもらう時困るじゃない。好きな女の人と結婚したいから、その人が現れるまでまだ結婚したくないわけでしょ。わたしだって家密には幸せになって欲しいよ。好きな人と結婚してほしいし」

「え、いや、ですから、みこ様が……」

「でもね、わたし今江戸の町を離はなれるわけにはいかないんだ。色々と事情もあって。だからやっぱりお断りします。偽りのお嫁さんは他ほかの誰かを捜さがしてね」

　ぺこりと頭を下げると、信津名は変な顔をしたまま、それでも小さく頷うなずいた。

「……うーん。まあいいか。話は聞いてもらったし、一月の無視と放置の罰は免まぬかれますし。実は本音を言うと、断って欲しいなって思ってたんです。大奥は今危険な状態で……あっ」

　信津名が慌あわてて口元に手を当てた。だが、最後の言葉はしっかりとみこの耳に届いている。すぐさま信津名の口を覆おおう手を引き剝はがした。

「今──危険だって言ったよね？　どういう事？　家密が危険って事？」

　信津名が目をきょろきょろと泳がせ、慌てて首を振った。

「そ、そそそそんな事言っておりませんよ！」

「いいや、言ったで。わいも聞いた」

　自信満々の煙助の声に、信津名がまたしても泣きそうな顔をする。

「いや、あの、私が喋しやべったとばれると、また上様に叱られてしまいます。それにこれはまだ本当に信しん頼らいできる仲間にしか話せない事で……」

「ええっ、わたしたち、もう仲間だよ。ねえ、煙助」

「そうやで。信津名さん……なんや呼びにくいなぁ。信津名って呼ぼうか。わいら仲間やし。さっきも呼び捨てでええ言うてたくらいやし」

「えっ、それはみこ様ならいいという話で、あなたはちょっと……」

「そうだよ、煙助。いくらなんでも目上の人を呼び捨てじゃ失礼だよ。そうだなぁ、よし、じゃあ信ちゃんって呼ぼう。愛あい称しようで呼ぶんだから、わたしたちもう友達だよね。さあ、友達に隠し事はなしだよ。もし隠し事するなら……」

「す、するなら？」

　信津名の頰がひくひくと引きつっている。みこはわざと表情を消し、声を低くした。

「信ちゃんにまた嚙かまれそうになったって家密に言う」

「おお、そらええわ。みこは子供の頃ころも信ちゃんに嚙まれそうになったんやろ。一回やってるんやったら、二回目もあるって思うよな、フツー」

　煙助の援えん護ごは思いのほか効果があったようだ。信津名が頭を抱えて悲鳴を上げた。

「ひぃぃぃぃぃ！　それだけは止めてくださいっ。今度こそ殺されます！」

「じゃあ大奥の危険ってなんなのか、ちゃんと教えて。大だい丈じよう夫ぶ、信ちゃんに聞いたって言わないから。家密が危険なの？」

　信津名はさすがに根負けしたようだ。項うな垂だれつつもやっと口を開いた。

「……実は一月前、諒影が神田明神に爆ばく薬やくを仕し掛かけた事件を受けて、上様が江え戸ど城にいるらしい諒影の手下を調べよと仰おつしやって。それで私はこれでも優ゆう秀しゆうな番犬でして、諒影の仲間の女が大奥に潜ひそんでいると調べをつけたのです。ですが、後一歩の所で逃にげられてしまいまして……」

「逃げられたんやったら、ちっとも優秀やないやないか」

　煙助のつっこみに、信津名の顔が更さらに蒼そう白はくさをました。

「ちょっと、煙助。信ちゃんは一いつ生しよう懸けん命めいなの。いじめちゃだめ」

　煙助が仕方なさそうに肩かたを竦すくめる。続きを促うながすと、信津名はようやくまた話し始めた。

「それで、その女が残した証しよう拠こを調べました所、どうやら上様の暗殺計画が……」

「えええっ、暗殺ーっ」

「うわっ、そらえらいこっちゃ！」

「しーしーしー二人とも静かに」

　信津名が慌てて辺りを見回した。誰だれもいない事を確かめてもなお、声を潜める。

「どうやら大奥には、まだその女の仲間がいるようなのです。ですが、大奥という所は女の園その。いくら調べる為ためだといっても、私達男は入れません。それで調べもまったく進まなくて……。信用できる女性が大奥を調べてくれるといいんですが、なかなかいい女性が見つからなくて」

　みこは項うな垂だれている信津名の顔を覗のぞき込む。そしてにこりと笑った。

「信用できる女性ならいるよ」

「え？　どこにですか？」

「ここ、ここ」

　指で自分の顔を指すと、信津名が一いつ瞬しゆんきょとんとして、すぐにはははと笑い声を上げた。

「みこ様、私はそういう訳で危険だから、大奥には来ない方がいいという話をしてたんです。それに調べるというのはそう簡単ではありません。素人しろうとができることでは……」

「でも家密が危険なんでしょ。わたし、昔家密に助けて貰もらったの。実はなぜか興奮して本性を顕あらわした犬の化か妖ように襲おそわれそうになって。家密が庇かばってくれたけどそのせいで怪け我がを……」

「あの……そんなに詳くわしく言わなくても知っております。その犬の化妖は私ですから。あの後半年間、上様に無視と放置をされ続けました。今思いだしても涙なみだが溢あふれます」

　信津名が顔をぐしゃりと歪ゆがめ、きゅんきゅんと悲しそうに鼻を鳴らした。

「あ、そうだったね。えっと、それでわたし、家密に助けて貰ったお礼がしたい。家密の役に立ちたいんだ。それに諒影が関かかわってるんだったら、放ってはおけない。わたしは彼の企たくらみを止める為に江戸に……」

「え？　諒影の企みを止めるってどういうことですか？　みこ様はそんな危ない事はしなくていいんですよ。それは我々幕府の役人に任せて下さい」

　そういえば、信津名はみこが炎華姫ひめである事を知らない。特とく殊しゆな血と未熟ながらも神じん通つう力りきを持つみこを守る為に、秘密を知る者は少ない方がいいだろうという家密の計らいだった。

「えっ、うん、それは判ってるんだけど。とにかくわたし、家密が危険なら何かしたいんだ。大奥っていう所は女しか自由に動けないんでしょ。わたしは信用できる女だよ。なぎなたの腕うでだってなかなかのもんなんだから」

　どんと胸を叩たたいたが信津名は唸うなりつつ考えこんでいる。だがやがて顔を上げ、小さく頷いた。

「……正直、信用できて腕の立つ女性が必要だと思っておりました。みこ様が大奥で調べて下さるなら私も助かります。ですが、この事は上様には内密に。もし私が喋ったとばれたら、とんでもない目にあいますので。あくまで、自分の意志で大奥に来たという事にして下さい」

　信津名はそこで一つ息をついて、再び声を潜めた。

「それともう一つ、はっきりした事が判るまでは上様の暗殺計画の事を家いえ春はる様……ええっと、二海様にも内密に。二海様は家密様の弟君ですが、今は身分を隠かくして町中で静かに……静かでもないですね。江戸一番の役者だと噂うわさも高いですから。とにかく、町人として暮らしておいでですから、もう幕府や城の内部の事で心配をおかけしたくないのです」

　信津名の気持ちはよく判わかった。みこは少しだけ俯うつむく。

（これもいい機会なのかも。二海は最近わたしの事避さけてるし。……もしかしたら、わたしを預かったの後こう悔かいしてるのかもしれないし。しばらく大奥に行って距きよ離りを置いてみよう）

　そう決めたものの、みこの胸はズキッとうずいた。
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　夕食の片づけをしたみこは、二海の部屋の襖ふすまをそっと開けた。文ふ机づくえの前であぐらをかいた二海の背中が見える。気配に気づいたのか、こちらに顔を向けた二海が一いつ瞬しゆん眉まゆ根ねを寄せた。

（あっ！　嫌いやな顔された。やっぱりわたしの事、迷めい惑わくなのかな……？）

「どうかしたのか？」

　すっかり夜も更ふけて、文机の近くにある行燈あんどんだけが柔やわらかな光をたたえていた。嫌な顔はほんの一瞬だけで、二海はすぐに優やさしげな笑えみを浮うかべる。みこは部屋に入って襖を閉めた。

「あの、ちょっと話が……って、二海。こっち向いて聞いて！」

　すぐにまた文机に向かってしまった二海に、みこは思わず声を荒あららげた。

「今、ちょっと忙いそがしいんだよ。台本書くのって大変でな。せっかく集中してるのに、誰だれかと話しちまうと、何を書きたかったか忘れちまうんだ」

　筆を動かす二海の背中を見つめ、みこは膝ひざに置いた手をぎゅっと握にぎりしめた。

「本当にそうかな？　二海が避けてるのわたしだけの気がする。だって一陸とか空三とか煙助とかとは普ふ通つうに話してるもの。でもわたしが近付こうとすると逃げたり嫌な顔したり。あの、わたしが江戸に来たの……やっぱり迷惑だった？」

　ずっと心の底で悩なやんでいた事を、つい言葉に出してしまう。八年も前に、たった一度遊んだだけの自分を引き取って面めん倒どうを見るなんて、やっぱり嫌なのかもしれない。二海は江戸でも有名な歌か舞ぶ伎き役者だ。大きな芝しば居い小屋も持っているし、休みの今の時期でも毎日忙しそうにしている。それなのに、自分がここに居い候そうろうしているせいで、余計な仕事と心労を増やしているように思えてならない。二海が背を向けたまま肩を竦めた。

「ばか言うな、そんなんじゃねぇよ。ちょっと忙しいだけだ。お前は何も気にしなくていい」

「こっち向いて喋ったら？　わたし最近二海と面と向かって話してない気がする」

　声こわ色いろは優しいが、背を向けているせいで表情が見えない。それがまた不安をかきたてた。

「そんな事ないさ。とにかくお前は何にも心配いらねぇし、余計な事は考えなくていい」

　その言葉は江戸に来てから何度聞いただろう。〝何にも心配いらない〟〝余計な事は気にしなくていい〟その後に続くのは……。

「お前はちゃんと俺が守ってやるからな。もう危ない目になんてあわせない。お前はこの芝居小屋でゆっくり安心して暮らせばいいんだ。さ、用はすんだだろ、もう寝ねろよ」

　一ひと月つき前、みこが諒影にさらわれた事を二海は今でも悔くやんでいる。もっとちゃんと見ていればと。だがさらわれたのは彼の責任ではない。自分が油断していたせいなのだ。二海はあれからみこが一人で外出するのを許してくれない。何かあればすっかり口くち癖ぐせになってしまった今の言葉をたたみかける。だがそれを聞くたび思ってしまう。このままで本当にいいのかと。

「用はまだすんでない。……二海、わたし、しばらく大おお奥おくに行ぎよう儀ぎ見習いに行こうと思うんだ」

「へぇ、大奥にね……んっ！　大奥!?」

　すっとんきょうな声を上げて、二海がすごい勢いでこちらを向いた。

「そうなの、それで明日あしたからちょっと留守にするから。食事とか掃そう除じとかは裏に住んでるお兼かねさんに頼たのんでおいたから心配しないで。あと、毎朝の護身術の稽けい古こはしばらく休むって魚屋の女将おかみさんに連れん絡らくしておいたから……」

「待て！　そうじゃないだろ。何で大奥？　お前この間兄貴の話断ったばっかりだろっ」

「そうだけど……。あれからよく考えたんだ。わたし江戸にいる間に色んな事を勉強したい。自分で言うのも恥はずかしいけど、わたし富ふ士じ山さんの社で世間と隔かく離りされて育ったから、あんまり物を知らないでしょ。江戸の町もそうだけど、幕府とか江戸城についてももっと知りたい。大奥に行って行儀見習いすれば、すごく勉強になると思うんだ」

　暗殺計画の事を調べたいというのが一番の目的だが、今喋しやべった事も噓うそではなかった。みこはずっと考えていた自分の気持ちを正直に話した。

「わたし、富士山の社に籠こもってただけじゃ絶対に判らなかった事を、江戸の町に来て知ったよ。江戸城に行ったら、また新しい知識と世界を知る事ができると思う。そしたらね、今度は百ひやく獣じゆう国こく全体についても、もっともっと勉強したいんだ。色んな所を見て回りたいって……」

「──駄だ目めだ」

　いつもより更に低い声できっぱりと反対されて、みこは目を丸くした。

「行きたい所は俺がどこでも連れていってやる。だが大奥は駄目だ」

「でもほんのしばらくだよ。多分一月とかそのぐらい……」

「そんな問題じゃない。大奥とか江戸城が駄目なんだ。お前、自分の体質忘れたのか。江戸城は肉食系の侍さむらいばっかりだぞ！」

　みこの血の匂においを嗅かぐと、肉にく食しよく獣じゆうは理性をなくして本性を顕あらわしてしまう。肉食獣は攻こう撃げき的で侍に多く、その侍が集まった江え戸ど城は確かに危険だった。だがそれは百も承知だ。

「判ってる。だから血を流さないように十分気をつけるから」

「いいや、お前はついうっかり血を流して肉食系の侍に追いかけ回されるに決まってる！　先頭を走って追いかけ回すのは兄貴だ。着物剝むかれて食われちまったらどうする気だっ」

　真っ青な顔で叫さけぶ二海に、みこはふうっとため息をついた。

「二海、また妄もう想そうが大暴走してる。家密はそんな事……」

「するに決まってるだろ。しかもお前、江戸城に住んでる侍の半分は狼おおかみなんだぞ。今が狼にとってどんな時期だと思ってるんだ！」

　みこの両りよう肩かたを摑つかんだ二海が、真しん剣けんな目を向ける。みこは首を傾かしげた。

「時期？　ああ、そういえば、今の時期がどうのって一陸が言ってたね。確か、花はな時どきとかいうんでしょ。そうそう、雅様も夢で狼の今の時期がどうとか言ってたような……」

「そうだ、花時はちょっと、いや、かなりまずい時期だ。お前が今江戸城に行くって事は、狼の群れの中に、子羊の肉を味付けして食べやすい大きさに切って花まで添そえて放り込むようなもんだ！　あっという間に骨までしゃぶられるぞ」

「だから、血を流さなければ大だい丈じよう夫ぶ。それに危ない危ないって二海はそればっかり。一人で外に出してもくれないでしょ。煙助をここに置いてくれたのも、わたしの見張りをさせる為ためじゃない。雅様に諒影の企たくらみを止めてみせるって約束して江戸に来たのに、ここに閉じこもってばかりだったら、わたしは何の役にも立てない」

「お前は、役に立たなくてもいいんだ」

　その一言が、ぐさりと心に突つき刺ささった。ぐっと唇くちびるを嚙かみしめて目にじわりと涙なみだをためると、二海が慌あわてたように顔を覗のぞき込む。

「いや、別にお前は役に立ってるぞ。飯はうまいし……」

　みこはぐいっと袖そでで涙を拭ぬぐう。そして姿勢を正し、目に力を込めて二海をじっと見つめた。

「……わたしはご飯を作る為に江戸に来たんじゃない。もっと違ちがう事で役に立ちたいの。……止めても無む駄だです。もう決めたから。わたしは大奥に行って行儀見習いをします」

　声はなるべく静かに、そしてはっきりと自分の意志を告げると、二海が目を見張った。二海も自分も感情のままに話したら、何も解決しないだろう。冷静になる為にも、一つ息をついた。

「二海……。さっきから時期、時期って言ってるけど、その花時って何がそんなに危険なの？　ちゃんとどういう意味なのか教えて」

　二海の顔が朱しゆに染まった。みこの真っ直すぐな視線から逃のがれるように、さっと顔をそらす。

「お前は知らなくていいよ。ただ、江戸城に行くと危ないって事だけ覚えておけばいい。よって大奥に行く事は許さない」

　納なつ得とくのいかない説明に、納得のいかない答え。みこはやや俯き加か減げんの二海を見み据すえ、ずっと心の中でくすぶっていた事を口に出してしまう。

「知らなくていいっておかしいでしょう。わたしは確かに知らない事はいっぱいある。でも学びたいと思ってるの。知らなくていい、危ない事はしなくていい、それはわたしを守ってるつもりかもしれないけど、わたしから学ぶ機会を奪うばってる！」

「いや、そうじゃない。俺はただ、お前が心配で……」

「二海から見たら、わたしは何も知らない子供に見えるのかもしれない。でもわたしはもう十六。一人でだって自分の身は守れる。……江戸城には行きます。その花時が何なのか二海が教えてくれないなら、他ほかの人に聞くから」

　静かな口調だが、はっきりと言い切って立ち上がり、障子に向かおうとした。だが、ぐいっと帯を摑まれて、後ろに倒たおれそうになる。傾かたむいた身体からだを受けとめてくれたのは二海だ。畳たたみの上に倒されると、すぐ目の前に彼の顔があった。金色の目が薄うす暗ぐらい部屋の中で、きらりと光る。

「……他の人って、兄貴に聞くつもりか？」

　いつも後ろに撫なでつけている二海の前まえ髪がみがはらりと落ちた。声は低く、表情にはいつもの笑みがない。みこはなぜだか背筋が寒くなる感かん触しよくを覚えた。

「誰だれに聞こうと関係ないでしょう。放して！」

　さすがに大おお柄がらな二海は力も強く、肩かたを押さえつけられているせいで、身動きがとれない。何とか起きあがろうともがいていると、二海が腕うでにぐっと力を入れて、更さらに押さえつけた。

「……なあ、俺にも判わからないことがあるんだ。教えてくれたら、お前の疑問にも答えてやる」

　声には抑よく揚ようがない。彼から放たれている獣じゆう気きが強すぎて、みこの身体が硬こう直ちよくした。狼の一族である徳川家の中でも、あまりにも大きな獣気と攻撃的な性格をもっていると言われ、恐おそれられている闇やみ狼ろう。それが二海の本性だ。その獣気は銀狼の家密とほぼ互ご角かくだった。

「なに？　判らないことって」

「神田明神で兄貴に何をされた？」

　はっとして見上げると、二海の顔が息がかかる程ほど近くにあった。あの時の事は二海には詳くわしく話していない。二海も聞きたい様子はみせなかったのに、どうして今いま更さら問い質ただすのだろう。

「あ、あの時は、家密に食べられかけて……」

「どんな風に？　兄貴はどこを触さわったんだ？」

　間かん髪はつ容いれず聞き返されて、みこは真っ赤になってしまう。

「言えないのか？　ずるいな、二人だけで秘密を持つなんて。ずっと聞きたくて、でも怖こわくて聞けなかったんだが──あの時、本当に口付けた以上の事はなかったんだろうな？」

　探さぐるような目は、獲え物ものを狩かる狼のそれだった。じっと見つめられただけで、みこの背筋が震ふるえる。いつのまにか圧あつ迫ぱく感かんのある獣気は消え去り、代わりに二海から甘やかな香かおりが漂ただよい始めていた。それを吸いこむと、頭がくらりとする。意識がぼうっとして目を閉じかけると、二海が答えを促うながすように、みこの顎あごを摑んで軽く揺ゆさぶった。

「な、何にもなかった……。食べるぞって脅おどされて、腕を縛しばられて、袴はかまの下に手を……」

　二海の顔色が一いつ瞬しゆんで変わる。みこは自分の発言がまずかったと本能で悟さとった。

「何にもなくないだろう！　あいつ、今からかみ殺しに行ってやる。絶対許ゆるさねぇ！」

「ちょっ、ちょっと待って。二海。本当にそれ以上は何にもなかった。食べられたりしてないし。痛い事もされなかったし。だから怖い事言わないで。落ち着いて」

　がばっと起きあがった二海を止めようと、着物にしがみつく。息を荒あららげながらも、二海がみこに目をやった。そして着物を摑んでいる手をさっととる。

「……なあ、お前は俺に会いに江え戸どに来たんだよな？　八年前、桜の木に登ってたお前を見つけたのは俺だ。最初に会ったのは俺なんだ。俺が心配で俺だけに会いに来たんだって言ってくれよ。兄貴は関係ないって！」

　部屋に満ちた甘い香りが更に濃のう厚こうになった気がした。一体、この香りは何なのだろう。だがそれを考えようとしてもちっとも頭が働かない。身体の力が抜ぬけてくたっと畳に横になったみこは、ぼんやりとしつつ口を開いた。

「え、江戸に来たのは、春はるちゃん……二海の無事を確かめたかったのと……わたしを庇かばって怪け我がした家密に謝りたかったから……いたっ」

　腕を押さえている二海の手に、ぐっと力が込められた。摑まれた腕が痛くて思わず悲鳴を上げると、二海がまたしてもみこのすぐそばまで顔を寄せた。

「みこ、お前は自分の身は自分で守るっていうが、こうやって押し倒されたら逃にげられもしないだろう。大奥になんか行って、また兄貴に襲おそわれたらどうするんだ！」

　彼の表情に見えるのは焦あせりだろうか。上からのし掛かかられているせいで、ぴったりとくっついている二海の身体が、火傷やけどしそうに熱く感じられた。顔が近づけられているせいで、荒い息づかいがみこの頰ほおをなぶる。

「……みこ、頰が赤くなってる。肌はだも柔やわらかくて触ると気持ちいい。……こうなるから俺に近付くなって言ったのに。駄だ目めだ、もう我が慢まんできねぇ……！」

　二海がぶるりと身体を震わせ、一度目を閉じた。すぐに開いた金色の瞳ひとみには明らかな欲よく望ぼうの光が宿っている。それは狼が獲物を狩る時の瞳だと、みこの本能が警告した。

「……お前は本当にうまそうな匂いがするな」

　わずかにのびた犬歯を首筋に当てられた。ツキッと痛みが走って、思わず悲鳴を上げる。
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「嫌いや！　嫌だ、二海！　怖い……！」

　抵てい抗こうすると、二海がはっとしたように顔を上げる。瞳に宿っていた剣けん吞のんな光が薄うすくなった。

「す、すまねぇ。痛かったか……？」

　先程までの甘やかな香りはいつの間にかなくなっている。頭がはっきりとしてきたみこは、まだ身体の上にいる二海を渾こん身しんの力を込めて突き飛ばした。

「うっ……！」

　よろめいた二海の隙すきをついて、さっと立ち上がり、こぼれた涙をぐいっと袖で拭った。

「……ひどい。わたしを食べないって約束したのに。家密と違って二海は絶対に怖い事はしないって信じてたのに！　だから一いつ緒しよに住んでても安心してたんだよ。……わたし、ここを出ていく。ここはわたしにとってもう安全な場所じゃないから！」

　一瞬で青くなった二海が、慌てて手を伸のばして引き留めようとした。その手を振ふり払はらい、襖ふすまの外へと駆かけ出す。走りながら、また涙が溢あふれ出した。それは怖かったからでも悲しかったからでもない。二海にひどい事を言ってしまった事への後こう悔かいの涙だった。

　だが、彼を振り切って大おお奥おくに行くにはああ言うしかなかった。

（これでいいんだ。大奥に行って諒影の手下が企くわだてていた家密の暗殺計画を調べなきゃ。わたしは諒影の企みを止める為に江戸にきたんだもの。何もできなかったら雅様に帰ってこいって言われちゃう。そうしたら……もう二度と家密や二海に会えなくなる！）

　みこは心を奮い立たせ、新たなる目標に向かって駆け出していた。
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　江戸の夜は、闇やみが深い。皆みなが寝ね静しずまった頃ころになると町には明かり一つ灯ともらず、ただ月の光だけが支配する世界となる。店じまいしてシンと静まりかえった料りよう亭ていの座ざ敷しきで、諒影は少しだけ開いている障子の向こうに見える月を眺ながめていた。

「夜ってやつは大だい嫌きらいだ、暗いし静かだしみんな寝ねちまうし」

　ぶつぶつと文句を言うのは、着流し姿のざんばら髪がみで上座に座り、酒の入った杯さかずきを傾けた男だ。諒影はふっと苦笑した。

「そうですか？　私は好きです。夜の闇は何もかもを覆おおい尽つくしてくれる。こうして御ご前ぜんと密会ができるのも、夜の闇がすべてを隠かくしてくれるおかげ」

「密会ねぇ。ふっ、お前がいくら綺き麗れいな顔してても、男との密会じゃ嬉うれしくないな」

　くっくっと笑う御前に、諒影は肩を竦すくめて向き直る。

「御前、以前にもお話し致いたしましたが、私は幕府の政策で藩はんを追われた浪ろう人にん達の救済をしたい。それにはまず、あの傲ごう慢まんな家密の政治をどうにかしなければ。御前の協力を得て私が立てたあの計画は、もうすぐ最終段階に入ります。ですが、今になって少々問題が」

　御前の目がきらりと光った。諒影はその目を見つめて、小さく頷うなずく。

「最近、家密の手の者がやたらとかぎまわっておりまして。準備に遅おくれが出始めております。このままでは致ち命めい的てきな遅れが出てしまう恐れが」

「それはまずいな。もう決行の日は決めてある。今いま更さら遅おくれるから待ってくれとは言えないぞ。まったく、お前が家密がご執しゆう心しんの炎華姫ひめをさらったりするからだ。家密は、役人からお庭番衆にまで命じてお前を捜さがさせている。あいつの怒いかりはかなりのものだぞ。まあ、そこまでやってるのに尻しつ尾ぽも摑つかませないお前も大したものだがな」

「お褒ほめの言葉と思って受け取っておきます。ですが、炎華姫の事はいいのです。あれも計画の一つなので。それより問題は、家密です」

　しばらく考えこんでいた御前が、ふいに顔を上げた。

「そうそう、家密の話で面おも白しろい情報が手に入ったんだ。もしかしたら、お前の望みを叶かなえてやれるかもしれない。……おい」

　最後の呼びかけは障子に向かってだ。目を向けると、いつのまにか障子の向こうの廊ろう下かに青年が一人座っている。諒影はゆっくりと目を眇すがめた。

「初めて会う顔だな」

「いいや、前にも会っている」

　にこりと笑う青年に、諒影はやや首を傾かしげた。記き憶おく力はいい方だ。特に一度会った者の顔は忘れない。しかし青年の顔には見覚えはなかった。御前が、くっと口角をつり上げる。

「諒影、俺にいい考えがある。家密のことは俺に任せて、お前は自分の仕事をしろ」

　自信に満ちた言葉に、諒影はすっと頭を下げた。
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「江戸城の本丸御ご殿てんは、大きく三つにわかれています。まずは政治や儀ぎ式しきを執とり行う『表』上様がお住まいになる『中なか奥おく』そしてこの『大奥』……ちょっとあなた、聞いていますか？」

　みこは大きなふろしき包みを背負い、きょろきょろと辺りを見回していた。前を歩いていた、紺こん地じに金糸をあしらった打ち掛けを着た女性にじろりと睨にらまれ、慌あわてて頷く。

「あ、聞いてます。でもこの廊下、傷一つなくてぴかぴかですね。襖も欄らん間まも金きん箔ぱくできらきら光ってるし。うわっ、天てん井じようにまで金箔の絵がある。すごい！　廊下がこんなに綺麗なら部屋の中はもっともっと立派なんでしょうね！」

　みこは初めて見る大奥に目を輝かがやかせた。昨夜二海と喧けん嘩かしてしまったみこは、夜もまだ明け切らないうちに母おも屋やを出て、信津名との待ち合わせ場所に赴おもむいた。そして彼に連れられ、江戸城の本丸御殿にある広ひろ敷しき向むきと呼ばれる場所にやってきたのだ。どうやらそこが大奥への入り口らしく、これ以上は男は入れないからと、信津名はこの女性に案内を頼たのんでくれた。

　そわそわしているみこを見て、女性がため息をつく。

「まったく、どこの田舎いなか者なの。老中の松平信津名様のご紹しよう介かいだから、町人とはいえどこぞの大おお店だなのお嬢じよう様さまだろうと思ったのに。ほら、そうやってきょろきょろしない。大声も出さない。どたどた足音を立てて歩かない。それにあなた、大奥に奉ほう公こうに上がるというのに、その袴はかまはなんですか。まるで男の子だわ。その大きな荷物を部屋に置いて、さっさと着き替がえておいで」

　呆あきれた口調の女性に案内されたのは、六畳じようほどの部屋だった。中にはみこと同い年くらいの少女が姿勢良く座っている。

「藤ふじ菜な、昨日話した新入りです。あなたと同じ御お仲なか居いだから仕事を教えてあげて」

「はい。……こんにちは。藤菜です。この部屋は私と二人で使うの。仲良くしてね」

　くったくのない笑えみに、みこはほっとした。案内してくれた女性が去ると、藤菜が近付いてくる。ほとんど化け粧しようもしていないのに、真っ白な肌にほんのり赤い唇くちびる。着物の裾すそからのぞく手足は細くて、肩かたの辺りで綺麗に切りそろえられた艶つややかな黒くろ髪かみが印象的だった。

「わたし、みこ。こちらこそよろしくね。よいしょっと」

　背中に担かついでいた荷物を降ろすと、藤菜が灰はい褐かつ色しよくの目を丸くする。

「すごい荷物ね。何をそんなに持ってきたの？」

「そんなにたくさん持ってきたつもりないんだけど、夜のうちに慌てて荷造りしたから、よく判わからなくって。あ、ねぇねぇ、それよりさっき言ってた御仲居って何？」

「御仲居は大奥の方々の食事を作るのが仕事よ。ほら、大奥の女性達はきちんと階級で分かれてるでしょ。私達御仲居は下から五番目」

「か、階級って……？」

　目を丸くしたみこを見て、藤菜もそっくり同じ顔をした。

「ええ？　みこ。そんな事も知らないで大奥に来たの？」

「う、うん、あの……ちょっと勉強する暇ひまがなかったというか、何というか……」

　頭をかいてははっと笑うと、藤菜がしょうがないなぁと呟つぶやいて苦笑した。

「じゃあ教えるから、よく聞いてね。大奥の女性は大きく分けて御お目め見みえ以上と御目見え以下に分かれてるの。御目見え以上は、将軍様に直接お会いする事ができる身分の高い方達で、ほとんどが武家の御ご息そく女じよばかり。それで私達みたいに町人の娘むすめとか、武士でも身分の低い娘とかは御目見え以下っていって、下働きとかご飯作りとかお掃そう除じとかをするの」

「へえ、そうなんだぁ。じゃあ、御目見え以上って方達が家密のお嫁よめさん候補なんだね」

　みこがぽんっと手を打つと、藤菜がにっこり笑う。

「そう、判ってくれてよかっ……きゃぁぁぁぁぁ！」

　一いつ瞬しゆんで藤菜が真っ青になって悲鳴を上げた。みこは思わず腰こしを浮うかして辺りを見回す。

「な、なに？　敵でも現れたの……！」

「ち、ちちち違ちがうわ！　みこ、今何て言ったの？」

「何って……御目見え以上の方達が家密の……むぐっ」

　突とつ然ぜん口を塞ふさいだ藤菜が、きょろきょろと辺りを見回して、人差し指を口元に当てた。

「駄だ目めよ、上様を呼び捨てなんて！　もし誰だれかに聞かれでもしたら、打ち首にされちゃうわ」

　不安そうに囁ささやく藤菜に何度も頷くと、ようやく手を放してくれる。

「いい、みこ。大奥は、上は上じよう﨟ろう御お年とし寄よりから下は雑用係の御お末すえまでざっと数えて二十以上の役職があるわ。本当は一番位が高いのは正室の御み台だい所どころだけど、上様にはまだ奥おく様さまがいらっしゃらないから、ここの一番の権力者は大おお奥おく総取とり締しまり役やくの春華の局様になるの」

　知った名前が出てきて、みこはわずかに視線を鋭するどくした。それに気づかず藤菜が話を続ける。

「春華の局様は、大奥の女性達に目を光らせているわ。少しでも怪あやしかったり変な言動をしたら、すぐに春華の局様の耳に入って大奥を追い出されちゃうの。だから絶対に気をつけて」

「う、うん、判った。今度から気をつけるっ」

　ぶんぶんと大きく頷いたみこに、藤菜はほっとしたように息をついた。

「それから、大奥の事はおいおいゆっくり教えるけど、これだけは覚えておいた方がいいわ。私達は大奥法はつ度と、特に女中法度を絶対に守らないといけないの。色々あるけど、とりあえず一番大事な事だけ教えるわね。絶対大奥に男を入れちゃ駄目よ。もし入れたら、最悪打ち首になっちゃうの。絶対に絶対に絶対に絶対に駄目だからね」

　念を押しまくられて、みこは何度も頷いた。藤菜がやっと安心したように微笑ほほえむ。

「じゃあ、何か困った時とか判らない事があったら何でも聞いて。あ、そうそう荷物を片づけちゃおう。着物はそこの簞たん笥すにあるのを着て。着替えたら仕事場に案内するわ」

　藤菜が立ち上がって簞笥に向かう。どうやら着替えを取ってきてくれるようだ。

（藤菜って面めん倒どう見みがいいなぁ。可愛かわいいし優やさしいし。一いつ緒しよにいるとほっこりする感じ。いい人と同じ部屋になれてよかっ……ん？）

　持ってきたふろしき包みの結び目を解いたみこは、身体からだを硬こう直ちよくさせた。ふろしきの中に入れたはずの荷物がない。その代わり、中に入っていたのは……。

「どうしたの？　みこ」

　背後から藤菜がこちらを覗のぞこうとする。みこは慌ててふろしきに覆おおい被かぶさった。

「ううんっ。何でもないのっ。えっと、あのあのあの、着物持ってきてくれてありがとう。早さつ速そく着替えちゃおうかな。でも女の子でも見られてると恥はずかしいっていうか……」

「あっ、そうなの？　意外ね、みこってあんまり気にしないっぽく見えるけど。じゃあ私は外に出てるわ。準備できたら出てきて」

　傍かたわらに着物を置いて出ていくのを見届けて、みこはやっと起きあがった。そしてすぐさま、ふろしきに向かって囁きかける。

「なにやってるのよ、煙助ーっ」

「静かにしぃや。聞こえるやんけ」

　ふろしき包みの中から現れたのは煙助だ。背せ伸のびした煙助は、身軽にみこの肩に飛び乗った。

「あんた何でわたしの荷物に入ってるの？」

「一人じゃ危ないと思ってついてきてん。お前、ここがどういう所か判ってないやろ」

「煙助こそ判ってないでしょ。大奥に男が入りこんでるってばれたら打ち首だって、今言われたばっかりなんだよ。煙助って一応男でしょ」

「一応は余計や。わいはお前の相方やで。相方はいつでもどこでも一緒なんや。心配せんでも、わいは小さいしどこにでも隠かくれられる。陰かげからお前の手伝いをしたるわ。任せとき！」

　どんっと胸を叩たたく煙助があまりにも頼たよりなくて、みこは頭を抱かかえて大きなため息をついた。




　みこが着替えたのは、えんじ色に格こう子し柄がらをあしらった着物で、裾は引きずるように長かった。町中なら浮いてしまう程ほど立派な着物だが、この大奥では格下の女中達が着るものらしい。同じ着物をきて先を歩いていた藤菜が、顔をこちらに向けた。

「みこ、私達が住んでる部屋があるのが、長なが局つぼねって所なの。今から行くのは私達が働く御ご膳ぜん所しよ。そこで御仲居の仲間を紹介するわね」

　藤菜に案内された御膳所は、長局からさほど遠くない場所にあった。煮に炊たきで火を使うからか、本丸御殿とは別べつ棟むねの独立した建物だ。藤菜が立ち止まって、御膳所の戸を開いた。

「ああっ！　藤菜。どうしよう！」

　途と端たんに中から悲鳴混じりの声がきこえた。目を丸くして藤菜の背中から中を覗き込むと、二十歳はたちぐらいの目元がつり上がったきつい感じのする美人が、こちらに駆かけ寄った。

「藤菜、ごめん！　新入りを迎むかえに行く間、火加減を見ててくれって言われてたのに。野菜の皮を剝むくのに夢中になってて、煮に物ものがどろどろに……！」

　藤菜が喉のどの奥で悲鳴を上げて、かまどまで小走りに向かう。大きな鉄てつ鍋なべのふたを開けて、一瞬で真っ青になった。焦こげた匂においが漂ただよってきて、みこは思わず顔を顰しかめてしまう。

　かまどの隣となりには、やはり顔を蒼そう白はくにした少女がいた。みこより少し年上くらいだろう。こちらはがっちりした体格で、背も女性にしてはずいぶんと高い。

「どうする、藤菜。こんなに焦げてちゃ食べられないよ。もし失敗したのがばれたら……」

「ばれたらどうなっちゃうの？」

　まるでお通つ夜やのように暗くなっている少女達に、みこは首を傾かしげた。あまりよく状じよう況きようは判らないが、どうやら何かまずい事が起こっているようだ。

「あんたが新入り？」

　がっちりした体格の女性に聞かれて、みこはこっくりと頷うなずいた。

「そう、あたしはお舟ふねよ。こっちはお里さと。せっかく会えたけど、きっと今日でお別れよ。だってあたし達、料理を作るのが仕事なのに、失敗したなんて知られたら格下げされちゃう」

　お舟ががっくりと項うな垂だれると、藤菜も肩を落として土間にしゃがみ込む。

「み、短いつきあいだったわね。みこ。せっかく同じ部屋になれたけど、格下げされたら私は大部屋に逆ぎやく戻もどりなの。雑用ばっかりの御末から出世して、やっと二人部屋の御仲居になれたのに。また大奥の見回りをする御お火ひ之の番ばんか、お茶の用意をする御お茶ちや之の間まだわ。うっうっうっ」

「な、泣かないでよ、藤菜。失敗したなら作り直そう。煮物だけだったら今からでも間に合うんじゃない？」

　蹲うずくまっている藤菜の背に手をかけると、お里がまなじりをつり上げた。

「ちょっと、あんた！　そんな単純な話じゃないのよ。今日は特別なんだから！　いつもならお目見え以下の女中が食べる分だけ作ればいいけど、今日はお目見え以上の方達の分も作らないといけない日なの。そういう時は料理の味や見た目はもちろん、時間もきっちり守らないと駄目なのよ。あと半時したら食事を取りにいらっしゃるんだから！」

　みこは焦げた臭においのするかまどに近寄り、鍋なべのふたに手をかけた。中を見ると確かにかぼちゃもごぼうも人にん参じんもどろどろに煮にくずれて、芋いもは真っ黒に焦げ付いている。まきを使うかまどは、火加減がかなり難しい。ちょっとうっかりすると、こうなってしまう事はよくあった。

「ねぇ、みんな。あと半時、じゃなくて、まだ半時あるって考えよう。材料はあるんでしょ。頑がん張ばれば間に合うって。わたしやるよ」

　みこが拳を握ると、藤菜が涙なみだでぐちゃぐちゃの顔を上げつつ、すんっと鼻を鳴らした。

「でもお目見え以上の方達は百人くらいいるのよ。野菜の皮を剝くだけでも半時はかかるわ」

「百人か、ちょっと多いね。でも大だい丈じよう夫ぶ。いつもの芝しば居い小屋の昼食が四十人ぐらいだから、その倍よりもちょっと多めに作ればいいんだ。よーし、じゃあ時間もない事だし、わたし本気出すから、みんな外に出ててくれない？」

　にっこり笑うと、みんなが一いつ斉せいに眉まゆ根ねを寄せた。みこは不思議な顔をしている藤菜達の背中を押して御膳所から出てもらう。御膳所の戸を閉めつつ、心配そうにしている彼女達に向かって、すうっと口角を上げておどろおどろしい声を出した。

「……料理中は、どんな奇き妙みような音がしても、そう、たとえばこの建物が崩くずれそうに揺ゆれたとしても、絶対絶対中を覗かないでね。もし覗いたら……命の保証はできないから」

「え？　そんな、みこ……！」

　藤菜の声がきこえたが、みこはそのままがらりと戸を閉め、早速腕うでまくりをした。




〝ギュイーン！　ゴイーン！　ギャルルルルル！……ギャウギャウ！〟

「いやぁぁぁ、みこ。耳がおかしくなっちゃうような変な音やめてよ！　その最後の音、どう考えたって何かの鳴き声でしょ！　一体何やってるのよっ」

「お里、戸を開けちゃ駄目よ！　命の保証はできないって言われたでしょ！」

「もう、お里も藤菜も騒さわぎすぎ。食べられない物は混ぜてないって」

　がらりと戸を開けてみこが顔を見せると、お里が目を剝いて慌あわてて駆け寄った。

「その返事微び妙みようだからっ！　変な物は混ぜてないって、ちゃんと言い切ってよーっ」

「うるさいぞ、お前達、何をしているのじゃ！」

　御ご膳ぜん所しよの中に戻もどったみこに、お里がすがりついた時、入り口から女性の声がした。目を向けると、打ち掛けをまとった年ねん輩ぱいの女性が、数人の女性達を従えて立っていた。藤菜が慌てて彼女に向き直る。

「あ、中ちゆう年どし寄より様……えっと、あの」

「お食事を取りに来られたのですね。どうぞ、できてますよ」

　みこが御膳所に促うながすと、中年寄が目を見開いた。

「な、なんじゃ、この料理は？　煮物なのか？」

　広い御膳所の中には、百人分の膳ぜんが整然と並んでいる。その中の一品に彼女の目は釘くぎづけだ。

「これは煮に凝こごりです。はもに車くるま海老えび、大根におくらにしいたけを入れて味付けをして。今日は少し暑いので涼すずしく召めし上がってもらおうと思って、寒天を入れてから冷やして固めて、ぷるっぷるに仕上げてあります。茶ちや碗わん蒸むしよりさっぱりと、暑い時季には涼しげな一品です」

　皿を動かすと、寒天が可愛かわいらしく揺れている。それを見て、中年寄の顔が綻ほころんだ。

「おおっ、これはうまそうじゃ、ずいぶんと珍めずらしい料理を作るものじゃな。んんっ、こちらの料理はなんじゃ？」

「あ、それはちょっと時間が余ったので、大根で鶴つるを、人参で今の時季の芍しやく薬やくの花を飾かざり切りにして、かぼちゃをくり抜ぬいて中に甘酒を入れて、それに浮うかべてみました。甘酒はとっても身体にいいんです。だんだんと暑くなって来ましたし、季節の変わり目で身体もだるくなってくる頃ころですから、少しでもみなさんが元気でいられるようにって思って」

　中年寄が感心したように頷いている。その背後では、みんなが目を見開いて啞あ然ぜんとしていた。

「あ、あんな短い時間にどうやって、そんな面めん倒どうくさい飾り切りを……？　しかも、それも百人分あるなんて……」

　呟つぶやいたお里に、みこは中年寄に見えないようにして、しっと口元に指を当てる。そしてまだ心配そうな顔をしている彼女達に、大丈夫という意味を込めて、片目を瞑つぶってみせた。




「うーん、よく働いた！」

　仕事が終わり、藤菜やお舟やお里達と一いつ緒しよに湯屋へとやってきたみこは、湯に浸つかりながら伸のびをした。広い湯屋は、まだ早い時間帯のせいか人ひと気けはない。お舟が湯に入りながら、くすくすと笑う。

「今日はみこのおかげで助かったよ。夕食だってあっという間に作ってくれたから、久しぶりに一番風ぶ呂ろに入れたしね。でもすごいよ、御お中ちゆう﨟ろうの方達、みこの料理を食べてあんまり美味おいしくてひっくりかえって本性出したんだって。食事の席で狼おおかみが暴れ回ったって大おお騒さわぎだよ」

（まずいっ、失敗しちゃった！　そういえば、御お目め見みえ以上の女の人って武家娘むすめだって言ってたから、肉にく食しよく獣じゆうだよね。……明日あしたからはちょっとだけ手を抜いて作らなきゃ）

　心の中で焦あせっていると、お里がつんと顔を上向けつつも、みこの隣で湯に浸かった。

「ま、まあ、今日の事はお礼を言ってもいいわ。みこのおかげで叱しかられるどころか、こんなに美味しい料理は初めてだってべた誉ぼめだったし、格下げにもならなかったしね」

「ううん、お礼なんていいって。わたしは煮凝りと甘酒を作っただけ。あとはみんなで朝早くから起きて作ったんでしょ。みんなが誉ほめられたんだよ」

　にっこり笑うと、お里はまんざらでもない様子で肩かたを竦すくめて、こちらを向いた。

「そういえば、みこって本性なに？　私は猪いのししなんだけど」

　どきっと心臓が鳴った。化妖とは人と獣けもの、二つの姿を持つ者だが、みこは生まれつき獣の本性を持っていない。それは成長して神しん獣じゆう鳳ほう凰おうを身体からだに宿せる者だけが持つ特とく徴ちようだ。だがそれを知られる訳にはいかないので、あまり上手ではない噓うそをついた。

「あの、わたしは鶴」

　反対側にいたお舟が、ちょっとだけ丸いお腹なかをぽんっと叩たたいた。

「あ、藤菜と同じ鳥なんだね。あたしなんて狸たぬきだよ。本性と同じで人の姿になっても丸いお腹してるの」

　三人で話していると、がらりと戸が開いて藤菜が入ってきた。その白い身体が目に入って、思わず俯うつむいてしまう。

「あっ、この火傷やけどひどいでしょ。ごめんね、気持ち悪い？」

「ううん、ぜんぜんそんなことない！……でも、あんまりじろじろ見ちゃいけないかなって」

　藤菜は右みぎ腕うでにある痛々しい火傷の跡あとを撫なでながら、そっと苦笑する。

「私、このせいで大おお奥おくに奉ほう公こうに上がる事になったの。私の両親がね、この火傷のせいで嫁よめの貰もらい手がなくなるんじゃないかって心配して。それで御中﨟様の知り合いに頼たのんで奉公させて貰う事になったのよ。大奥で働いてたって言えば、町中じゃ羨せん望ぼうの的だから」

　大奥にいる女性達にも色々と事情があるようだ。藤菜も湯に入ってきたので、四人で一列に並んでたわいもない話に花を咲さかせた。みこはみんなの会話を聞きながら、不自然にならないよう注意しつつ口を開く。

「あの……ちょっと聞きたい事があるんだけど」

　こちらを向いた藤菜達に、みこは心の中で気合いを入れた。

（捜そう査さの基本は、まず聞き込みだよね！）

「ええっと、わたしの知り合いが前に大奥に奉公に上がってたんだ。御ご右ゆう筆ひつっていう手紙とか公式な文書とか書く位だったらしいの。お夏なつっていうんだけど、知ってる？」

　信津名から聞いていた、暗殺計画の犯人の一人であるという女の名前をそれとなく出してみる。ここに来たのは家密を狙ねらう暗殺計画を調べる為ためだ。まずは大奥から姿を消したという女の事を詳くわしく知りたかった。そしてその女と繫つながりのある者を調べ、暗殺計画のすべてを明らかにするつもりだった。新たな情報を期待して胸が高鳴ったが、藤菜が首を傾かしげた。

「お夏って名前の人はいるけど……御右筆にはいなかったと思うわ。お舟、知ってる？」

「うーん、あたしも聞いた事ない」

「え？　今はいないと思うけど、最近までいたはず……」

　みこの言葉に首を振ふったのは、お里だった。

「私は大奥に奉公して三年になるけど、その間御右筆にはお夏って人はいなかったわよ。どこか違ちがう位の人なんじゃない？」

（あれ？　信ちゃん間ま違ちがえたのかな。もうっ、これじゃ調べが進まないじゃない！）

「……ごめん、わたしの勘かん違ちがいかも。ええと、じゃあ最近大奥で変わった事は？」

　何も情報を得られないまま終わりたくなくてそう聞くと、お舟がぽんっと手を打った。

「変わった事と言えばさ。上様がぜんぜん大奥にいらっしゃらないから、春華の局様が直じか談だん判ぱんに行ったらしいよ。そしたら上様が、愛する女性がいるから大奥にはいかないって言い切ったんだって！　いいなぁ、上様に愛されてる女性なんて一体どんな人なんだろ～」

　お舟がうっとりと呟くと、お里が話に加わった。

「あ、その話、知ってる。噂うわさで聞いたんだけど、その愛する女性は実は人妻じゃないかって。上様ってすごく強ごう引いんな方らしいでしょう。なのに、その女性を力ずくでも連れてこないのは、夫がいるからじゃないかって！」

「ええっ！　そうなの？　家……じゃなくて、上様の愛する女性って人妻なの？」

　みこは目を丸くして声を上げてしまう。そんな話は初耳だった。

（もうっ、それならそうと言ってくれればいいのに！　その人が人妻だから、家密はとりあえずわたしを身代わりにして大奥に入れようとしたんだ。言ってくれれば協力したのに～）

　内心で叫さけんでいると、お舟が肩を竦めた。

「まあ、噂だけどね。でもそこまで思われるなんてすごくない？　あーあ、でもそんなに好きな方がいらっしゃるなら、大奥には渡わたられないね。上様に見み初そめられて、御中﨟に格上げしてもらって、ゆくゆくは側そく室しつっていうあたしの夢も消えちゃう」

「あら、堅けん実じつでしっかり者のお舟でもそんなこと考えるの？」

「いいじゃない、お里。夢を見るくらい。もし上様に見初められたら、格上げされて綺き麗れいな着物着て堂々と廊ろう下かの真ん中を歩けるんだよ。大奥は大変だけど町人の娘でも出世して、もしかしたら次の将軍様の生母にだってなれる可能性もない訳じゃない。そういうの憧あこがれるな」

「無理無理、私達は御目見え以下なんだから、上様のお顔を見ることすらほとんどないじゃない。大奥で働いてたって箔はくをつけたら、里帰りして大おお店だなにでも嫁に行くのがせいぜいだって。……それに大きな声じゃ言えないけど……」

　お里がそっと声を潜ひそめた。みこ達は全員顔を寄せ合って、話の続きに耳みみを傾かたむける。

「……命が惜おしかったら上様には近付くなって噂もあるでしょ。春華の局様が妻を娶めとれってうるさいから大奥には来ないけど、よそでかなり遊んでるって。でもちょっと気に入らないと、すぐに刀で斬きりつけるんだって。狼だから赤い血が大好きで、女の生き血を吸って……」

「いやぁ、怖こわい……！」

　藤菜がぶるっと震ふるえた。先さき程ほどまで側室になりたいと言っていたお舟も顔色が真っ青だ。みこは慌あわてて首を振る。

「そんな噂、信じちゃ駄だ目めだよ！　いくら本性が狼だからって、わたし達と同じ化か妖ようなんだから血なんて吸う訳ないでしょ」

「……まあ、確かにそれは噂だけど、でも上様が恐おそろしい方だっていうのは本当よ。よく外と様ざま大名の方達が幕府の政治について意見にくるけど、怒おこって斬りつけたりとかするらしいし」

　お里の話に藤菜とお舟が怯おびえている。みこはもう一度ぶんぶんと首を振った。

「それだって絶対に理由があるはず。上様はとても誇ほこり高いんだよ。格下の相手をなぶるような卑ひ劣れつな方じゃない。わたしはちゃんと知ってる……！」

　みんなが一いつ斉せいに目を丸くしてこちらを見つめる。みこは自分の失言にすぐに気づいた。

「えっと……。そういう噂？　みたいな感じ？　を聞いた事があるんだ。とにかくわたしが聞いた上様の噂はちょっぴり怖い時もあるけど、本当は優やさしい人だよって感じ。あははっ」

　不ふ審しんな目を向けられつつも、みこは何とか笑って誤ご魔ま化かし、そのまま湯に半分顔を埋うずめる。

（家密……誤解されてるなぁ。みんな家密と話したらそんな馬ば鹿かみたいな噂が噓だってすぐに判わかるのに。ああっ、わたしが家密と知り合いだって言えたらいいのにーっ）

　心の叫びを我が慢まんするのは、かなりの忍にん耐たいが必要だった。
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「みこ、食事の支し度たくも一段落したし、みんなで七ななつ口ぐちに行こう」

　大奥に来て二日目の昼過ぎだった。御ご膳ぜん所しよで洗い物をしていたみこに、藤菜が声をかける。

「七つ口？」

「広ひろ敷しき向むきにあるの。私達がもし外に出る時は七つ口を使うのよ。八百屋とか魚屋とかの商人も詰つめてるから買い物が出来るの。可愛かわいい小間物とか揃そろえてる万よろず屋やもいるから、一いつ緒しよに行こう」

　藤菜に手をひかれ、お舟達に背中を押されて連れてこられたのは、長なが局つぼねの近くにある広い座ざ敷しきだった。大奥の入り口であるそこには、荷物を広げた男達が数人いる。

「もしかしてこれって、仲のいい女友達とのお買い物ってやつ？　うわっ、すごい！」

　富ふ士じ山さんの社で育ったみこは、そんな当たり前な事も初体験だ。どきどきしつつ、並べられたかんざしを見ていたお舟の隣となりにしゃがみこむ。きゃっきゃっと騒さわぐみんなにつられて、みこはやや緊きん張ちようしながら、巾きん着ちやくを手に取った。

「それが気に入ったのか？　では買ってやろう」

　慌ててふり向くと、青い着流しを着た見知らぬ男が立っていた。肉にく食しよく獣じゆうに多い金色の瞳ひとみ、一つに結んだ長くてゆるやかな曲線を描えがく淡あわい茶の髪かみは、光が当たると瞳と同じく金色に見えた。年の頃ころは二十代後半だろうか。彫ほりが深くてはっきりとした目鼻立ちは男らしい印象を与あたえた。

「あなた、誰だれ……？　むぐっ」

「し、失礼しました。頼より伸のぶ様、この娘むすめは新入りで」

　みこの口を塞ふさいだお里が、慌てて正座して頭を下げる。みんなも同じようにしたのを見て、みこもそれに倣ならった。どうやらみんな彼が誰なのか知っているようだ。

（うーん、この様子からすると、偉えらい人っぽいな……）

「そうかしこまるな。ここに来ると、お前達のような大奥の可愛い娘が見られる。俺にとっては極ごく楽らくだ。気に入ったのがあったなら、目の保養をさせてもらった代わりに買ってやる」

　藤菜達がきゃぁっと歓かん声せいをあげた。きょとんとしていると、頼伸がみこをじろじろ見つつ、眉まゆ根ねを寄せた。

「お前がみこか。ほう、想像よりも幼いな。……おかしいな、あいつとは女の好みが似てるはず。俺もあいつも、もっと大人で柔らかい身体をした肉感的な美女が好きなんだが」

「……意味は判らないんですが、何だかすごくけなされた気がするんですけど。……というか、わたしは確かに背は低いかもしれませんが、体つきは普ふ通つうだと思います。ね、そうだよね？」

　隣で正座していたお里に顔を向けると、彼女がさっと目をそらした。

「……そうね、昨日お風ふ呂ろで見た時は大きくはないけど、そこまで小さくもないかなって」

「……そ、そうそう。見た目よりはまあまあだったかな。あくまで、見た目よりは、だけど」

　お里とお舟の会話に、藤菜もうんうんと頷うなずいている。

「ねぇ、わたしは体つきの話をしてるんだよ。それって身体からだの一部限定の話をしてるよね？」

　じとっと目を向けると、お舟がごめんと両手を合わせた。頼伸が肩かたを竦すくめる。

「見た目よりはまあまあなら、やはり大した事はないんだろう。どうせ脱ぬいでも貧弱な身体をしているんだろうな」

「ひ、ひどいっ！　これでも気にしてるんですけどっ。十六にしてはちょっと発育悪いかなって。なのにわざわざ言わなくてもいいじゃないですか！」

　がっくりと項うな垂だれて声を上げると、苦笑した頼伸がみこの頭をぽんぽんと撫なでた。

「そう嘆なげくな。お前はお前なりに可愛いさ。ただ、俺の好みではないというだけだ。それにあいつの今までの女ともまったく感じが……」

「手を放せ」

　聞き覚えのある声に、みこは慌てて顔を上げた。同時に周りにいた藤菜たちが息を吞のむ様子が伝わる。みなが一斉に見つめているのは、銀色の髪を持つ百ひやく獣じゆう国こく最強の将軍、徳川家密だ。家密は頼伸の首筋に刀を突き付け、ぎらりと睨にらみつけた。

「……江え戸ど城では、刃にん傷じよう沙ざ汰たは御ご法はつ度とだが」

　刀を突つき付けられているのに、頼伸は苦笑している。家密がやはり笑えみを浮うかべた。だがそれは吹雪ふぶきが吹ふき荒あれる様を思い起こさせるような冷たさを持っていた。

「江戸城は私の住まいだ。主人である私が何をしようと勝手だ。さっさとみこから手を放せ。みこに触ふれていいのは私だけだ」

「家密、目上に対してその態度はないだろう。俺はお前の叔父おじだぞ」

「年はお前が上だが、立場は私の方が上だ。そんな事より、さっさと江戸城を出て紀き州しゆうに帰ったらどうだ？　一応紀州藩はんの藩主だろう。いつまでも江戸城にいられては目障ざわりだ」

　きつい一言に、頼伸が一いつ瞬しゆん目を眇すがめた。だがすぐに口元を緩ゆるませると、みこの頭から手を放し、両手を頭まで上げて肩を竦めた。

「そう怒るな。お前が気に入ってる女が大おお奥おくにいると聞いたから見に来ただけだ」

「……相変わらず耳が早いな。情報源はどこなのか調べてもいいのだぞ。その口が軽い情報源もお前も、一緒に首をはねてやる」

　頼伸はもう一度肩を竦め、頭を畳たたみにこすりつけるようにしている万屋に目をやる。

「さあ、甥おいっ子にいじめられたし、そろそろ帰るか。おい、その女の子達に好きな物を渡してやれ。代金は俺につけとけよ。みこ、お前も好きな物を買うといい。──また会おう」

　さっと背を向けた頼伸を、家密が金色の目を光らせ睨みつけた。姿が見えなくなってから、やっと刀を鞘さやに戻もどしてこちらを向いた家密が、みこを上から下まで見つめて眉根を寄せた。

「みこ、なぜそんな恰かつ好こうをしている？　お前が来ていると聞いたから、昨夜から捜さがしていたのだぞ。いったい、どこにいたんだ」

「え？　どこって、御お仲なか居いだから料理を作って……」

「料理？　みこはそんな事はしなくていい。信津名！　信津名はどこだ！」

「はい～、ただいま」

　呼んだと同時にどこからともなく信津名が走ってきて、主人である家密の足元で姿勢正しく片かた膝ひざをついた。家密がまなじりをつり上げているのに気づいたのか、早々に首を竦めている。

「信津名、みこがどうして御仲居をしている。みこは御み台だい所どころに決まっているだろう」

「え？　ですがいきなり御台所なんて、春華の局様がお許しには……。それに上様もみこ様が大奥の女達から妬ねたまれないように気を遣つかえと」

「馬鹿者、だからといって料理係などやらせるな。せっかくみこが来てくれたのだぞ！」

　頭ごなしに叱しかられる信津名を見ていられなくて、みこは慌てて家密の着物を握にぎった。

「わたしが料理得意だって言ったの。だから信ちゃんが特技をいかせるようにって……」

「信ちゃん？　ほう、信津名。お前いつからそんなにみこと仲良くなった？」

　急に低く冷たくなった家密の声を聞いて、信津名の顔が一瞬で青ざめる。

「いえ、そそそそんなに仲良くは……」

「仲はいいよ。信ちゃんは友達だもの。だから叱らないであげて」

「みこ様、それって庇かばってるつもりかもしれませんが、ぜんっぜん庇えてません。むしろ火に油を注いで私は大やけどです！」

　ぶるぶるぶると震ふるえる信津名を見て、家密が冷笑した。

「そうか、そんなに仲良しなのか。いい度胸だ、信津名。お前も私からみこを奪うばうつもりだな。飼い犬に手を嚙かまれるとはこのことだ」

「違ちがいます、本当に違います！　あの、春華の局様に話をしてきます。みこ様を御台所……は、すぐには無理でも、御お中ちゆう﨟ろうに格上げするよう頼たのんで参りますっ。しばしお待ちを！」

　飛ぶように去っていった信津名に、家密が一つ息をつく。みこの一歩後ろで跪ひざまずいて頭を下げていたお里が、立っているみこの裾すそをくいくいっと引っぱった。

「み、みこ。あの老中松平信津名様を信ちゃんて……。ううん、それより何で上様にそうぽんぽんものが言えるのよ。みこって何者なの……？」

「そ、その話はとっても長くなるから、また後でね。それより、家……じゃなくて上様。わたし、御仲居のままがいいです」

　珍めずらしくきょとんとした家密が、みこの両りよう肩かたに手を置き、顔を覗のぞき込んだ。

「何を言っている。下働きだぞ。お前はそんな事をしなくても……」

「でも、御仲居のみんなと仲良くなったんです。みんなとお仕事したりお喋しやべりしたりするのがすごく楽しいし、それに……」

　暗殺計画の事を調べるには、身軽な今の地位がいい。だがそれを言うわけにはいかない。

「……それに前に仰おつしやったでしょう。自由をやるから江戸で友達をつくれって。今ね、みんなと買い物してたんです。わたし同い年の女の子と買い物なんて初めてで、嬉うれしくてどきどきしちゃいました！　これも上様のおかげです。ありがとうございます」

　これも噓うそ偽いつわりない本心だった。みこの生おい立ちを知っている家密は、苦にが虫むしを嚙み潰つぶしたような顔で、それでも渋しぶ々しぶと頷いた。

「判わかった、みこがそう言うのなら、格上げするのはもうしばらくしてからにしよう。ああ、そうだ。御仲居がいいというなら、私の食事を作ってもらおう。みこの手料理をまだ食べた事がない。……お前達」

　最後の言葉は藤菜達に向かってだ。百獣国で最も強く、そして最も美しいと言われている家密に、藤菜達は呆ぼう然ぜんとして目を瞬またたかせた。

「みこを手伝ってやってくれ。頼んだぞ」

「はいぃぃ！」

　悲鳴に近い藤菜達の返事が、七ななつ口ぐちに響ひびいたのだった。




「ねぇねぇ、みこ。なんで断っちゃったの？」

「そうよ、上様が御台所にってまで仰ったのよ。あたしたち町民の娘むすめにとっては、上様に見み初そめられるなんて、この世で一番の出世なんだからっ」

「ちょっとちょっと、そんな事よりまず、みこってば上様と知り合いなの？　上様は完全にみこの事知っててお話されてたよね！」

　藤菜とお舟とお里に詰つめ寄られて、刺さし身みを盛りつけていたみこは、思わず手を止めた。急きゆう遽きよ家密の食事を作る事になった為ため、御ご膳ぜん所しよは大おお騒さわぎだ。

「み、御台所って正室の事でしょ。わたしが上様の奥さんになんてなれるわけないじゃない。それから上様とは……子供の頃ころに田舎いなかで会った事があるんだ。その時は身分とか知らなくて、一いつ緒しよに遊んでもらったの。大きくなって江戸に出てきて、そこで色々あって再会して……」

　話すとまずいことは誤ご魔ま化かしつつ、みこは真実に近い話をした。噓うそをつくのはあまり上手ではないし、必ず後でほころびが出る。

「何それっ。ずるいじゃない、上様と遊ぶなんてっ。いいなぁ、私もその場にいたらな」

　お里だけでなく、藤菜たちもみんな、地じ団だん駄だを踏ふみそうな勢いで悔くやしがっている。早くその話題から離はなれたくて、みこは彼女たちから目をそらし、料理を作る事に集中した。

「ねぇ、お舟。合ごう歓かん豆どう腐ふだけど……って何をやってるの！」

　お舟の方に目をやってぎょっとする。彼女はせっかく作った合歓豆腐の葛くず餡あんを捨てていた。

「だって豆腐にかける葛餡がほんのちょっと緩いもん！　上様に食べて頂くのよ。完かん璧ぺきに作って召めし上がって頂きたいの！　そうしたらこの料理は誰だれが作ったんだって聞いてもらえて、あたしみたいに器量が悪くても出世できるかも……」

　料理を作る手は動いているが、お舟の目は夢見るようにうっとりとしていた。

「綺き麗れいだったなぁ、上様。あたし、あんなに綺麗な人見たの初めて。流れるような銀色の髪かみに、凜り々りしいけど、ちょっと冷たそうなあの美び貌ぼう」

　頷うなずいたのは藤菜だ。やはり、頰ほおを染めてほうっとため息をついている。

「そうね、化か妖ようは強ければ強い程ほど、美しい人の姿をしてるっていうけど本当なのね……」

　お里が芋いもを剝むいている手を止めて、恍こう惚こつとした表情を浮かべた。

「うんうん、それに近くにいるだけでもひれ伏ふしたくなるあの獣じゆう気き。私、少しも動けなかった。まるで身体からだをがんじがらめにされたみたい。さすが化妖の頂点に立つお方……」

　ぼんやりと宙を見上げている三人に、みこは肩かたを竦すくめた。

「確かに顔も綺麗だけど、他ほかにもいい所がいっぱいあるよ。冷たそうに見えるけど、笑うとすごく優やさしい感じになるし……」

「ええっ、上様ってお笑いになるの!?」

　すっとんきょうな声を上げたお里に目を丸くすると、彼女がそっと声を潜めた。

「冷笑する事はあっても、他の事では滅めつ多たに笑わない上様だって、江戸城では有名だよ。『氷の将軍様』って内ない緒しよで言ってる人たちもいるくらい。美貌も表情も考え方も何もかもが氷のように冷たいんだって。怒おこった時まで冷ややかな感じがするって噂うわさだよ」

「また噂なの？　お里もみんなもそんなの信じちゃ駄だ目め。本当の上様はそんなんじゃない。ちゃんと楽しければ笑うし、怒った時とか喧けん嘩かしてる時は、炎ほのおをまとってるみたいに熱くなるし。感情だってすごく豊かなんだから！」

　思わず声を荒あららげた。みこに会いに来る時、いつも家密は嬉しそうだった。駆かけつけた二海とはすぐ喧嘩になるし、二人の意地の張り合いは、まるで子供みたいだと思う事すらある。

　お舟がみこの勢いに押されつつも、おずおずと口を開いた。

「怒らないでよ、でもさぁ……。あたしたちは上様に会った事がほとんどないんだもん。みこみたいに知り合いでもないしさ。噂ぐらいでしか上様のお話なんて聞けなくて」

（……あっ、なるほど。みんな本当の家密を知らないんだ。だから変な噂を信じちゃうんだ）

　みこはそっと俯うつむいた。たくさんの人々に囲まれて江え戸ど城で暮らしていても、誰からもちゃんと理解されていない家密の事を思うと胸が痛んだ。その誤解を解きたいけれど、どうしていいかが判わからない。何もできない自分が悔しくてたまらなくて、みこはぐっと唇くちびるを嚙んだ。




　みこは足早に廊ろう下かを進みながら、恨うらめしそうに黒くろ塗ぬりの膳ぜんを見つめていた。将軍が食べるものは、二度毒どく味みしなければならないという決まりがあるらしい。その毒味を受けている間に、すっかり料理は冷めてしまっていた。せっかく家密の為に最高の材料で腕うでによりをかけて作ったのに、温かくなければ台無しだ。

　むっとしていたみこだが、どうにか気を取り直して前を歩く藤菜に目を向ける。先程から聞きたい事があったのだ。周りに誰もいない事を確認して、歩きながらそっと声をかけた。

「ねえ、さっき七つ口で会った頼伸様って何者なの？　上様の叔父おじだって言ってたけど」

「頼伸様は先代の将軍、つまり上様のお父上様の弟君よ。あ、そうそう、みこが上様と知り合いなら、これは耳に入れておいた方がいいわね。実は……」

　藤菜が少しだけ歩みを緩ゆるめて、みこに近づき囁ささやいた。

「徳川家って狼おおかみの一族でしょう。元々、三代目の将軍には、頼伸様がなられるはずだったらしいの。七年前のあの時まで、みんな頼伸様が次の将軍だって信じてたそうよ」

「七年前って？」

「えっと、まず八年前にね、頼伸様を将軍にって推おす老中様達と、正室のお子様だからと上様を将軍にと推す春華の局様とで、色々あったみたい。上様のお命を狙ねらう者まで現れたそうよ。それで春華の局様が、しばらくの間上様を知り合いの所にお預けになったらしいの」

（それってもしかして……富ふ士じ山さんの麓ふもとの村でわたしと初めて会った時の事？）

　詳くわしい事情は知らないが、それらしい事を家密が話していたと思い出す。藤菜が話を続けた。

「しばらくして帰って来られたけど、ずいぶん様子が変わられてたって。上様はお小さい頃はどちらかというと大人しくて、将軍にも自分の意志でなりたい訳じゃなかったみたい。でも帰って来た時には次の将軍は自分だって言って、頼伸様に勝負を挑いどんだの。それが七年前」

「勝負？」

　みこが首を傾かしげると、藤菜が小さく頷いた。

「徳川家には、一番強い者が長おさになるって掟おきてがあるの。その頃はちょうど先代の将軍様が亡なくなられた頃で、一番強いのは頼伸様だったらしいわ。その一番強い頼伸様に挑ちよう戦せんする権利はどの狼にもあるの。もし勝てたら一族の長、つまり将軍になれるわ。でもそれこそ命をかけた勝負だから、同じ相手と戦うのは一度きり。その勝負に後から文句を言ったりしないのも掟」

「じゃあ、二人が戦って、上様が勝ったから将軍様になられたの？」

「ええ、一度勝負がついてるから、二度と戦う事は許されないんだけど、未いまだに頼伸様と上様は顔を合わせると微び妙みような空気が漂ただようらしいの……。そういうわけだから、みこ。上様と一緒の時に頼伸様の話はしちゃ駄目よ」

　藤菜の言葉に、みこは心の中で頷いた。確かに家密と頼伸の間には見えない火花が飛んでいた。お互たがい牽けん制せいしあっている様子が、ありありと窺うかがえたのだ。

「八年の間に色々とあったんだな……」

　みこは思わず呟つぶやいた。富士山の社で、家密と二海に会えるのを夢見ている間、二人にはきっと辛つらいことがたくさんあったのだろう。それを考えると、ずきりと胸が痛んだ。




「上様、お食事をお持ち……あっ」

　膳を廊下に置いて、両手で襖ふすまを開けた藤菜が中を見て絶句した。何事かと、藤菜の背中から顔を出して部屋の中を見つめたみこは、目を瞬かせた。

　上座で肘ひじ置きにもたれた家密の隣となりに、見たことのない初老の女性が座っていた。長い白はく髪はつに、鋭するどく光る赤い目。金色の打ち掛かけをまとった身体は姿勢正しく、ぴんと背筋が伸のびている。こちらをじろりと睨にらむ目には、ありありと怒いかりと嫌けん悪おの色が混じっていた。

「みこ、早く頭を下げて！　春華の局様よ、大おお奥おく総取とり締しまり役やくの！」

　藤菜が頭を畳たたみにこすりつけつつ、慌あわてて小声で囁いた。みこもすぐさま藤菜に倣ならう。

（か、春華の局様って、家密を無む理り矢や理り結けつ婚こんさせようとしてる人だ。うわー、おばあさんだけど綺麗な人だな。でも目が怖こわいよっ。そんなにぎらぎらした目で睨まなくても……）

「……食事の膳をこれへ。それからみこという娘は残れ。あとの者は下がってよい」

　声は涼すずやかだが、有う無むを言わせない迫はく力りよくがあった。膳を運んだ藤菜が、心配そうに見つめつつ、部屋を後にする。みこは思わずその背中にすがりそうになった。

　春華の局は絶対に肉にく食しよく獣じゆうだ。女性の肉食獣は男性に比べて獣気が弱く、攻こう撃げき性も低いはずだが、春華の局は家密に引けをとらぬ獣気を身体から放っていた。

「し、失礼致いたします……」

　膳を持って恐おそる恐る部屋に足を踏み入れる。その途と端たん、春華の局の目がぎらりと光った。

「畳の縁へりを踏むでない」

　ぴしゃりと声が響ひびいて、春華の局が年ねん齢れいからは想像もできないほど素す早ばやく立ち上がり、持っていた扇せん子すでバシッとみこの足を叩たたいた。

「いったーい！……な、何でこんなに痛いの？　あっ、その扇子、鉄でできてる！」

　思わず叫さけぶと、春華の局が閉じたままの扇子を口元に当て、にんまりと笑う。

「ほほほ。根性無しの小こ娘むすめじゃな。このぐらいで悲鳴を上げるとは情けない。わたくしが若い頃ころは鉄で殴なぐられようと火であぶられようと、顔色一つ変えないものじゃったぞ」

「そ、それはきっとあなたが特別なのでは……？」

「ほう、口答えだけは達者じゃな、この小娘が」

　再び扇子を振ふり上げられて、みこは慌てて首を竦める。家密が腰こしを浮うかせた。

「春華、そこまでだ。私のみこをいじめるな。叩くのも止めろ。怖がっているではないか」

　渋しぶ々しぶと春華の局が扇子を降ろした。じろりと睨まれているのを感じつつ、みこは膳を持った指先まで緊きん張ちようしながら、その場に正座する。息さえも止めて震ふるえる手で膳を畳に置いた。いつもなら何でもない事なのに、みこは一生分の精神力を使い切った気がした。がちがちに緊張しているのを見て、家密が微笑ほほえむ。

「……みこ。食事をありがとう。春華の事は気にしなくていい。……春華。お前もみこを睨むのは止めろ。何もしないと言うから同席を許したのだぞ」

「何もしてはおりませぬ。総取締役として、大奥の娘に行ぎよう儀ぎ作法を教えたまでのこと。それに睨んでもおりませぬ。目が悪いから、上様のお気に入りの娘をよく見ようと目を凝こらしているだけ。……これ、ちゃんと顔を上げぬか。お前はそんなに自分の顔に自信がないのか？」

　ぴしゃりと言われて、慌てて顔を上げる。鋭い視線にさらされて、みこはまたしても息が止まりそうに緊張した。春華の局が、ふんっと鼻を鳴らす。

「大した事はないな。これならわたくしの揃そろえた大奥の女達の方がよほど器量がよい。それにお前は身体からだも細いし尻しりも小さい。そんな身体で子供が四、五人まとめて産めるのか？　上様がお前を側そく室しつにと望んでおられるが……」

「違ちがう、春華。何度言えば判わかるのだ。みこは側室ではなくて正室にすると言っているだろう」

「……みこ、一番大事な事を聞くぞ。お前の本性は何じゃ？」

（うわっ、春華の局様ってば、将軍の家密の話を無視した！）

　みこは顔を引きつらせる。家密もかなりむっとした顔をしているが、春華の局は一向に気にした様子はない。扇子を片手に姿勢正しく立ち、じっとみこを見下ろしている。

「え、ええっと、あの、本性は、優ゆう雅がに華か麗れいに羽ばたく……鶴つるです」

　少しでも場を和やわらげたくて、両手を広げて上下に振って鳥の真似まねをしてみる。だが効果はなかったばかりか、春華の局のまなじりを更さらにつり上げさせてしまった。

「鶴？　よりにもよって草食系か。草しか食べぬような動物では、強いお子を産む事などできぬ。草食系の化か妖ようが側室などと、わたくしは絶対に許さぬぞ。もし第一子が鶴の姿で生まれてきたらどうするのじゃ。まず、第一子は跡あと継つぎとなれる狼でなければ！」

「いい加減にしろ、春華。側室ではなくて正室にすると何度も何度も言っているだろう。やっと二海のところを出て私のところに来たのだぞ。これだけは譲ゆずらぬからな」

　家密のきっぱりとした言葉に、春華の局が眉まゆ根ねを寄せた。

「二海……？　ではみこ、お前は家春様の知り合いか？」

「春華！　どうしてお前は人の話を聞かぬくせに、妙みようなところだけは聞き逃のがさぬのだ！」

　春華の局は、家密の怒りを受けても少しも動じる事はない。みこが頷うなずくと、彼女の表情がほんのわずかだが、柔やわらかくなった気がした。

「そうか、家春様はお元気か？」

　少しばかり機き嫌げんのよくなった春華の局を見て、そういえばと思い出す。二海に聞いた話だと、忌いむべき闇やみ狼ろうとして生まれ、殺される運命だった彼を救ったのは彼女だった。二海もばあさんなどと言ってはいたが、彼女の話をしている時はいい表情をしていた。

「はい、すごく元気です。木挽町で一陸と空三と一いつ緒しよに歌か舞ぶ伎き役者として活かつ躍やくして……」

「一陸？　空三？」

「一陸が誠せい蔵ぞうで、空三が蛍けい之の進しんだ。二人の役者としての名だ」

　春華の局の疑問に答えたのは、家密だ。それを聞いて彼女がふいに眉根を寄せた。

「そうですか。まああの子達の事はいいでしょう。……とにかく、わたくしはお前が上様の側室になるのは反対じゃ。わたくしの持てる権力すべてを使って阻そ止しするぞ！」

　せっかく表情が優やさしくなっていたのに、急にまたまなじりがつり上がる。ぎろりと睨みながら顔をすぐ目の前まで寄せられて、みこは恐ろしさのあまり、背後へと仰のけ反ぞった。

「春華、強ごう引いんに話を戻もどすな。みこがびっくりしているぞ」

　家密の言葉をまたしても無視して、春華の局はやっと顔を離して持っていた扇子を広げた。

「みこ、大人しく家春様のもとへ帰るのじゃ。お前のような娘は大奥には似合わぬ。行儀作法もできていなければ大奥のしきたり一つ知らぬと聞いたぞ。もしこれ以上大奥に居座るというなら……お前の命の保証はできぬぞ」

「何て事を言うのだ。そんな事は私が……！」

　家密が低い声で怒りを顕あらわにし、立ち上がろうとした。みこは腰を浮かせつつ、首を振って彼を止める。そして背筋を伸ばしてきちんと座り、まっすぐに春華の局を見つめた。

「春華の局様、たとえ何をされようとも、どんな危険があろうとも、わたしは帰りません！」

　きっぱりと言い切ると、春華の局が扇子で口元を覆おおいつつ、ぎろりとこちらを睨む。どうもこの目で睨まれると、身体が硬こう直ちよくしてしまう。だがみこは心の中で気合いを入れた。

（負けるもんか！　家密の暗殺計画を調べるまでは絶対に帰るわけにはいかないんだから）

「ずいぶんと強ごう情じようじゃな。お前のような小娘一人、ひねり潰つぶすのは簡単じゃぞ」

「簡単にひねり潰される程ほどやわではありません。決めた事は最後までやり抜ぬくのが、わたしの信条ですから。根性と体力には自信があります。どこからでもかかってきて下さい！」

　春華の局からはかなりの獣じゆう気きが発せられていた。強い獣気を持つ者にひれ伏ふしたくなるのは化妖の本能だ。みこも例外ではないが、それでも負けたくなくて、彼女の目をじっと見つめた。

「わたくしの獣気を浴びてもなお、そう堂々としていられるとは。お前、本当に草そう食しよく獣じゆうか？」

　疑いの声を聞いて、家密が春華の局の肩かたに手を置いた。

「春華、もういいだろう。将軍である私が大奥の娘を気に入ったのだ。お前が大奥から選べと言ったのだぞ。いくらお前でもこれ以上文句は言わせぬ」

「わたくしは、大奥の〝狼おおかみの〟娘から選べと言ったのです。鶴を選んでどうするのですか。徳川家の安あん泰たい！　徳川家の平へい穏おん！　徳川家の繁はん栄えい！　それがわたくしの信条です！」

　春華の局が、拳こぶしを天に突つきあげ高らかに宣言した。突とつ然ぜんの事に啞あ然ぜんとしていると、彼女がふいにみこに向かって、にっこり笑いかける。それが睨んでいる顔よりよほど怖いと感じたのは、みこだけだろうか。

「そうじゃな。ではこうしよう。上様が選んだ程の娘、もちろん行儀作法にも精通し、お茶やお花など完かん璧ぺきな教育を受けているはず。まずは明日あしたまでに花を生けてもらおうか。上様が選んだ程の娘じゃから、わたくしがため息をついて見み惚とれるぐらいの美しい花を生けられるはず」

「お……花、ですか？」

　上様が選んだ娘と連呼され、みこは思わず顔をひくつかせた。顔に得意ではないとありありと書いてあったのだろう。春華の局が勝ち誇ほこったように笑う。

「そうじゃ。上様はお前を格上げせよと命じられたが、大奥には大奥のやり方がある。格上げするならば、それだけの知識と教養をもっているか、試験をするのが大奥でのやり方。花も生けられないような不作法者では話にならぬ。今の季節にあった見事な花を期待しているぞ」

　ほーほっほっと春華の局の笑い声が部屋に響いていた。
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「困った……。お花なんて生けたことない。どうしよう」

　みこは昼間家密達がいた座敷に一人座り込み、腕うで組ぐみしていた。目の前には花を生ける花入れが数え切れないほど置かれている。焼き物から青磁に青銅に塗ぬり物と、形も種類も様々だ。背後には大量の切り花も置いてある。水を入れたたらいも、花を切る刃は物ものも準備万ばん端たんだ。

「明日ここで茶会を開くから、その時に飾かざる茶花を用意しろ……か。どうやって生けていいのかさえわかんないな。はあ、でも春華の局様ってすごかったな。家密の話は無視するし、自分の信条を貫つらぬく為ためにどんどん話を進めちゃうし。……なんかあの雰ふん囲い気きどっかで見た感じするんだよなぁ。ああいう人に会ったような会わないような……」

　考えこもうとして、すぐにはっとした。今はそれどころではないのだ。気合いを入れて花入れを選んでいると、ふいに背後から声をかけられた。

「みこ」

　振り返ると、家密が襖ふすまを開けて入ってくる所だった。襖の向こうはすでに暗くなっている。どうやらここで花と道具達と睨にらみ合いを始めてから、かなり時間が経たってしまったようだ。

「ずいぶん困った顔をしているな。やはり生け花は得意ではないようだな。手伝ってやろう」

　隣となりに座って花入れを引き寄せようとした家密に、みこは慌あわてて首を振った。

「駄だ目めだよ。だって誰だれかに手伝ってもらっちゃ駄目だって言われてるし。それにずるはしたくない。わたしにやらせて」

　見上げると、家密がわずかに口元を綻ほころばせて苦笑した。

「春華の事なら気にしなくていいのだぞ。あれにも困ったものだ。徳川家の為なら何でもやる女だからな。だが安心しろ。これ以上みこに手は出させない」

「わたしなら大だい丈じよう夫ぶ。それに春華の局様の気持ちも何となく判るんだ。あの方はきっと、徳川家というよりは、家密の為に何でもやるんじゃないかな？　だって家密は将軍様だもの。徳川家を守る事は、家密を守る事。春華の局様はきっと、家密が一番大事なんだと思う。だからどこの誰だか判らないような女と仲良くしてると心配するんだよ」

　家密が驚おどろいたように目を瞬またたかせた。みこはくすっと笑う。

「だって春華の局様って大おお奥おくで一番偉えらいんでしょ。大奥のみんなに命じて、わたしをいじめて追い出したっていいのに、それはせずにお花の試験をさせてくれるんだよ。これに通ったら大奥にいてもいいって事でしょ。家密が大事だから、仲のいいわたしをひどい目にあわせるのは抵てい抗こうがあるんだと思う。わたし春華の局様っていい人な気がするよ。……怖こわいのは怖いけど」

　ぼそっと呟つぶやくと、家密が珍めずらしく声を上げて笑った。

「みこは本当に面おも白しろいな。春華の事をそんな風に言う女は初めてだ。あれもなかなか誤解を受けやすい女だが、根は悪くない。私と二海が今生きていられるのも、子供の頃ころ春華が命をかけて守ってくれたからだ。春華には──感謝している」

　眼まな差ざしは柔らかく、優しい声と笑えみだった。江え戸ど城にきてからこんな顔を見るのは初めてだ。

「いつもそんな感じで笑えばいいのに。そうしたら、変な噂うわさはなくなるのに」

「ほう、変な噂とは何だ？」

「……すっごいでまかせの噂。氷の将軍様とか、女の生き血を吸うとか、気に入らないとすぐ刀で斬りつけるとか。わたし悔くやしい。家密はそんな怖い事しないし、すごく優しいのに。みんなにも教えたかったけど、家密と知り合いってばれちゃうとまずかったし、言えなかったんだ。ごめんね」

　しゅんとして項うな垂だれると、家密がぽんぽんと頭を撫なでてくれる。

「私は化か妖ようの頂点に立つ者だ。優しいだけでは誰もついては来ない。怖いと思われているぐらいでちょうどいい」

「でも……！」

「いいのだ。みこが本当の私を知っていてくれればそれで。すべての人に理解されなくても、みこにだけ判わかって貰もらえればいい。お前は何があっても私の味方をしてくれるだろう？」

「もちろんだよ。子供の頃、殺されるって思った時、家密はわたしの前に立って庇かばってくれた。家密だってまだ子供だったのに、あの時の背中はすごく大きく見えた。わたしにあの時の恩返しをさせて。何があっても家密を守ってみせる」

　決意の言葉に、家密が目を細めた。そして腕うでをのばしてみこを抱だき寄せる。

「それは嬉うれしいな。だが無む茶ちやはするな。みこに何かあったら私の心臓が止まる」

　胸に抱だかれると、家密の服にたきこめられた白びやく檀だんの香かおりに包まれた。それを胸いっぱいに吸いこむと、ふいに違ちがう香りが混じっている事に気づく。これには覚えがあった。確か大奥に来る前、二海と喧けん嘩かした時だ。あの時も彼から同じ香りがして、そして……。

　そこまで考えた時、あの時と同じように身体からだの力ががくんっと抜けた。

「な、何で……」

　何だか身体の奥おくがうずく感じがした。でもそれを口に出すのはどうにも恥はずかしい。もじもじしていると、家密の身体から漂ただよっていた甘やかな香りがふいに消える。

「……みこ、私は今夜少々用事がある。だからついていてはやれぬが、みこの好きなように花を生けてみるといい。後の事は私がどうにでもしてやるからな。……頑がん張ばるのだぞ」

　家密の言葉は頼たのもしかった。みこは今まで張りつめていた緊きん張ちようが解けた気がした。大きく頷うなずくと、ふいに頰ほおに口付けられる。驚いて首を竦すくめると、彼が苦笑した。名残なごり惜おしそうにみこの頰に一度触ふれてから、家密が部屋を後にする。その背中を見送って、みこは大きく深呼吸した。

「……よしっ、やるぞ！　春華の局様に大奥にいていいって言ってもらえるように頑張らなくっちゃ。どうにかしてここに残って家密を守るんだから」

　みこは気合いを入れると、早さつ速そく花入れを並べて、どれにするか吟ぎん味みを始めた。
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　みこはふっと目を開けた。家密が去った後、花を数え切れないほど生けたけれど、水はこぼすし花の頭をちょんぎってしまうし、茎くきがうまく剣けん山ざんに刺ささらずにへにゃりと倒たおれてしまうしで、ちっともうまくいかなかった。それでも諦あきらめず花を生け続けていたが、どうやらうとうとしてしまったらしい。

　夢うつつでぼうっとしていると、うす暗い座敷の中で何かが動く気配がした。目を向けると、ぼんやりと行あん燈どんが灯ともっている。淡あわい光に照らされて、座敷の真ん中に誰かが座っていた。

「……誰？」

　目をこすりつつ起きあがろうとしたが、疲つかれているせいか身体がいうことをきかない。頭はもやがかかったようにぼうっとしていた。

　声に気づいたのか、男がこちらを向いた。みこより少し年上の青年のようだ。小こ袖そでに銀糸の入った洒落しやれた帯。茶色い髪かみは襟えり足あしが見えるくらい短かった。端たん整せいな顔立ちだが、黒い目は少し垂れていて、どこか愛あい嬌きようがある。正座している青年は、背筋がぴしっとまっすぐで、だけど肩かたに力は入っておらず、優やさしげな笑みと相まって優ゆう雅がな雰囲気を醸かもし出していた。

　みこは首を傾かしげた。奉ほう公こうに来て数日だが、大奥の中では男は家密以外見た事がなかった。みこが目を覚ましたのを見ても、青年は一言も喋しやべらない。大奥に忍しのび込んでいるのなら、見つかったら逃にげるか騒さわぐかするだろう。そのどちらでもないという事は……。

「うーん、夢、かなぁ……？」

　ぼんやりと呟いたみこは、青年の手に菖しよう蒲ぶの花が握にぎられているのに気づいた。

「やっぱり夢だぁ。心の中でつい誰か助けてって思ったから……ありがと、お花の精せい霊れいさん」

　呟きながらも、瞼まぶたは段々と重くなっていってしまう。目を閉じる瞬しゆん間かん、みこは自分の言った事が間ま違ちがいではないと思った。

　雅みやびやかな雰囲気が漂う青年の微笑ほほえんだ顔は、みこには本物の花の精霊のように見えたのだ。
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「……ふむ」

「春華、何がふむだ。素す晴ばらしい出で来きではないか。みこ、よくやったな、惚ほれ直したぞ」

　家密に笑みを向けられて、みこは頰を引きつらせつつ頷いた。二人の目が釘くぎ付づけになっているのは、床とこの間に飾られた茶花だった。

「みこ、もうすぐ端たん午ごの節せつ句くだ。これはそれを思って生けた花だろう？」

「ええっ？」

　問いかけられて、みこはすっとんきょうな声を上げてしまう。家密がやや首を傾げた。

「何を驚いている。敷しき板は節句に合わせた黒くろ塗ぬり矢や筈はず板。花器は子供が遊ぶ様子が描えがかれた伊い万ま里り唐から子こ色絵徳とつく利り。花はすくすくと伸のびる様子が縁えん起ぎがいいと、端午の節句に飾られる菖蒲を段だん違ちがいに二本差し、やはり端午の節句にかかせない蓮はすの葉を根本を飾る根ね締じめに使う。これは今の季節にあう素晴らしい茶花だ。そうだろう、春華」

「……本当に、お前がこれを生けたのか？」

　家密の問いかけには答えず、春華の局がじろりとこちらを見み据すえる。この目で睨まれると背筋が震ふるえ上がって動けなくなってしまう。身体を硬こう直ちよくさせたみこは、何とか頷いた。

「はあ、朝起きたら出来上がっていたので、多分……」

「はっきり物を申さぬか！　お前しか部屋にいなかったのなら、お前が生けたのであろうが」

　春華の局に一いつ喝かつされて、みこは首を竦める。昨夜数だけはたくさん生けてうっかり寝ねてしまい、朝から慌てて一番まともなものを床の間に飾ったのだが、どうやら出来はいいらしい。

（この花生けた覚えがないけど。昨日変な夢を見たけど……でも男子禁制の大奥にあんなに堂々と男の人がいる訳ないし、ぜんぜん知らない顔だし。あの人がわたしを助ける理由もないし……。やっぱりわたしが生けたんだよね。きっと寝ぼけながらも手は動いてたんだよね）

　混乱しまくっていたが、とりあえずみこはぺこりと頭を下げた。

「では、わたしはこれで……」

　そそくさと部屋を後にしようとすると、家密が片手を上げた。

「待て、みこ。……春華、みこは花を見事に生けてみせたぞ。きちんとできたなら、みこを格上げする約束だ。大体お前が大奥から誰だれかを選べと言ったのだ。だから私はみこを選んだ。これ以上邪じや魔まをするなら──私にも考えがあるぞ」

　ひやり、とした空気にぶるりと震えが走った。みこも春華の局もその場に[image: ]くずおれるように膝ひざをつく。百ひやく獣じゆう国こくの将軍家密の獣気に、本能が逆らうなと命じたのだ。

「……し、仕方ありませぬ。では、側そく室しつとして迎むかえる事には承しよう諾だくしましょう。ですが、大おお奥おくのしきたりを無視されては困りますぞ。『床とこ入いり』の準備を致いたしますので、しばしお待ちを」

　渋しぶ々しぶだが、春華の局がようやく頷いた。家密がすっと口角を上げる。

「側室ではないと言っているだろう。まあいい。いずれ時間をかけて説得すればいい事だからな。では私はこれで一度失礼しよう」

「あ、あの……」

　部屋を出ていこうとするのを呼び止める。振ふり向いた家密が、みこの頰に手を触れた。

「心配はいらない。春華にすべて任せるがいい。話なら後でゆっくりできる。二人だけでな」

「え……あ、はい」

　微笑まれて、みこは言葉を吞のみ込んだ。とりあえず家密に聞きたい事は山ほどある。暗殺の事、彼に危険が及およんではいないかどうか。だけど、今一番聞きたいのは……。

（とこいりって何だろう？　どういう字を書くのかな？　豆をところどころ炒いってみる……違うな。とことこ歩いて部屋に入る……これも違うっぽいな）

　考えこんでいたが、まあいいかと肩を竦めた。何の事だがよく判らないが、後で家密と二人っきりになった時に教えて貰えばいい。みこは足取り軽く、自分の部屋へと戻もどっていった。
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「あっ、判わかった！　とこいりって床に入って眠ねむってる家密を警護する役目なんだ、きっと！」

　みこはぽんっと手を打った。部屋に戻ってからずっと、とこいりという謎なぞの言葉について考えていたのだが、ようやく納なつ得とくのいく答えを見いだしたのだ。一人うんうんと頷いていると、ふいに頭の上から声が聞こえた。

「おい、みこ」

　顔を上げると、天てん井じようの板がわずかにずれて、煙助が顔を見せている。目を丸くすると、ぴょんっと身軽に飛び降りた。

「煙助。心配してたんだよ。ぜんぜん顔を見せてくれないから」

「大だい丈じよう夫ぶやって。それより暗殺計画の調べは進んでるんか？　わいもあちこち忍び込んでこっそり内ない緒しよ話ばなしとか聞いてるけど、今んとこその話題はないねんなぁ」

「わたしも大奥に入りこんでたっていう女の事を、仲良くなった子達に聞いてみたんだ。だけど誰だれも知らないって。そんな人いないって言われちゃった。藤菜達が噓うそついてるようには見えないし。信ちゃんにどういう事か聞こうと思ってるんだけど、なかなか会えないんだよね」

　煙助が首を捻ひねりつつ、小さな身体からだで腕うで組ぐみした。

「なんや、ちょっと変な感じやなぁ。そのお夏とかいう女の情報がさっぱりやなんて。……ん？　みこ、その白い着物なんやねん」

　煙助が目をやったのは、正座したみこの前に畳たたんである真っ白な着物だった。

「これ、湯屋に行ってから着なさいって言われたの。新品の真っ白い着物なんて、花はな嫁よめさんが着る白しろ無む垢くみたいだね。あとは髪は下ろさないといけないんだって。それから……」

「待て待て待て！　風ふ呂ろに入って白い着物着て、髪を下ろしてどこに行く気や！」

「あ、そうそう、ちょっと聞いて。わたしとうとう『床入り』するんだよ。すごいでしょ！」

　目をきらきらさせると、煙助が一いつ瞬しゆんで顔を引きつらせて、ひぃぃっと悲鳴を上げた。

「と、ととととと床入り？　と、床入りってお前！　そんな危険な……！」

「危険なのは判ってる！　でもわたし、この為ために来たんだもの。立派に役目を果たしてみせる。準備は万ばん端たん、いざ勝負！」

　ぐっと拳こぶしを握りしめる。大奥に来たのは家密の助けになりたかったから。たとえどんなに危険でも家密がゆっくり休めるよう警護する床入りという役目は、やりがいのある仕事だった。

「み、みこ？　何でそんなにやる気なんや？　と、床入りやで？」

「床入りだからやる気になってるに決まってるじゃない。一晩中寝なくても頑がん張ばれるって感じかなっ。ああ～燃えてきた！　やっとわたしの特技がいかせるよ」

「一晩中頑張るって何を!?　特技をいかすって、床入りで何の特技をいかすつもりやねん!!」

　煙助が頭を抱かかえて絶ぜつ叫きようする。ちょうどその時、みこの耳に廊ろう下かを走る足音が届いた。

「煙助っ、誰か来た。とりあえず隠かくれて。見つかったら打ち首にされちゃう！」

「ええっ、でもお前、床入りはまずいって！」

「大丈夫、わたしは床入りの役目をちゃんと果たしてみせる。たとえどんな敵が来たって家密を守るんだから！　ああっ、もう逃げる暇ひまがない。とりあえず押し入れっ」

　煙助の襟えり首くびを摑つかんで、がらりと開けた押し入れに突つっ込んだ。慌あわてて閉めると同時に入り口の襖ふすまが開いて、藤菜が顔を見せる。

「あ、みこ。聞いたわよ！　御お仲なか居いからいきなり御お中ちゆう﨟ろうに格上げだって。御中﨟って判る？　十以上も位が跳はね上がってるの。すごい大出世なのよっ」

　藤菜がきゃあっと歓かん声せいをあげつつ、押し入れを背にしたみこに抱だきついた。

「しかも、上様はみこに会いに来て、そのままこちらにお泊とまりになるそうよ。こんな事大奥始まって以来だわ。春華の局様が大奥を作られたのだけど、今まで上様は面めん倒どうだからってこちらでお休みになった事はなかったんだから」

「そ、そうなんだ……」

　みこは押し入れの煙助が見つからないようにと、必死でぎこちない笑えみを浮うかべた。

「上様の寝しん所じよの御お小こ座ざ敷しきの準備も調ととのえてあるって。私、仲がいいからみこの準備を手伝うように春華の局様に命じられたの。お里とお舟は床入りの時に出す酒と肴さかなの膳ぜんを作るって。二人とも頑張れって応おう援えんしてたわ」

　藤菜は興奮して両手を振り回している。みこはそんな彼女の背中を押して入り口へと促うながした。煙助を逃にがすには、さっさとこの部屋を出なければ。

「うん、頑張るね。えーと、じゃあ、準備とかしちゃおうか。まずは湯屋に行くんだよね？」

　みこは押し入れにちらりと目をやりつつ、藤菜と一いつ緒しよに足早に部屋を後にした。




「よし、髪かみにも着物の下にも何もありませんね。いいでしょう。ここでお待ちなさい」

　白い着物を着た身体も、下した髪さえも念入りに調べられたみこは、ようやくほっと息をついた。ここは御小座敷と呼ばれる二十畳じようほどの部屋だ。家具らしきものは何もなく、部屋の中央についたてがいくつかあるだけだった。

　みこの身体を検あらためたのは、御お年とし寄よりという大奥では三本の指に入るほど高い位の女性だ。御年寄というから老人かと思っていたが、それは位の名めい称しようで女性はせいぜい二十代後半だった。次に後ろに控ひかえた藤菜を調べ始めた御年寄に、みこは目をぱちくりとさせた。

「あの……どうしてこんなに調べるんですか？」

　素す直なおに疑問を口にすると、御年寄が眉まゆ根ねを寄せる。近くにいた藤菜が慌てて両手を振った。

「す、すいません、みこは大奥に来たばかりで、まだよく判っていなくて……」

「それは春華の局様から聞いています。あまりに世間知らずだから、お前を世話係につけたのだともお聞きしていますよ。いいですか、みことやら。よく聞きなさい。上様に少しでも危害を加えるような物を持ってないか調べるのが私の仕事なのです」

「ああっ、なるほど。武器を持っていないか調べたんですね。でも武器がないと、上様を襲おそう敵が現れた時に戦えませんけど。わたし何も持ってきてはいけないって言われたので、得意のなぎなたを部屋に置いてきたんです。でもこの座ざ敷しきにも武器らしきものは何もないし……」

「お前はそんな事を気にせずともよい」

「でも、わたしは上様が寝ね床どこに入っている間、お守りする役目なんですよね？」

　真面目まじめな顔で疑問を投げかけると、御年寄と藤菜の動きがぴたりと止まった。戸と惑まどう表情でみこを見つめた藤菜が、そっと声を潜ひそめる。

「え、えーと、みこ。それ、本気で言ってるの？　あの、念ねんの為っていうか、まさかと思うし、こんな判り切った事聞くなんて失礼かもしれないけど、まさか、上様がお休みになってらっしゃる間、警護するのが床とこ入いりなんて……思ってないわよね？」

「え？　違ちがうの？　じゃあ床入りって何？」

　きょとんとして聞き返すと、藤菜が啞あ然ぜんとして目を見開いた。二人の会話を聞いていた御年寄が、ふうっとため息をつく。

「……床入りの意味は、上様が教えて下さいます。お前はただ黙だまって上様の言うとおりにしていればよろしい。まったく、こんな色気のない娘むすめをお選びになるとは、上様もご趣しゆ味みが変わられたな。……さあ、お前も何も持ってはおらぬな。ここでその娘と待っておれ」

　藤菜を調べ終わり、御年寄が部屋を後にした。静かになった部屋で、藤菜が顔を赤くしたまま、ちらちらとみこに目をやる。

「あの、みこが調べられてる間に、お酒とお舟達が作った肴をついたての向こうに運んでおいたから、上様にちゃんとお酌しやくしてね、こぼしちゃ駄だ目めよ。それからこんな事聞くの野や暮ぼだと思うけど……みこって初めてなのよね？」

「初めて？　何が？」

　あんぐりと口を開けた藤菜だが、やがて畳たたみに両手をついて小さく震ふるえながら項うな垂だれた。

「ああ、どうしよう。私は何も知らない無む邪じや気きな子供を、お腹なかを空すかせた狼おおかみの前に差しだそうとしてるんだわ。罪悪感がひしひしと……！」

「何も知らなくないし！　それにお腹が空いても上様はわたしを食べない……はず？」

　ふと脳のう裏りに、以前家密に食べられそうになった時の事が浮かんだ。頭からばりばり食べられてしまうかと恐おそろしい思いをしたが、家密は食べる意味が違うと言った。未いまだにそれがどう違うのかが判らない。

「上様がおいでになります。藤菜は外へ」

　そこへ先さき程ほどの御年寄の声が襖から聞こえてきた。藤菜は心配そうにちらちらとみこに目をやりつつ、廊下に出ていった。




　一人になってしまったみこは広い座敷を見回していた。気になるのは、真ん中にぽつんと置かれたついたてだ。どうやら何かを囲んでいるらしい。みこはそちらへと足を忍しのばせる。ついたての隙すき間まから中を覗のぞいて、目を丸くした。

「ふっかふかのお布ふ団とんだぁ。分厚い敷しき布団を二枚敷いた上に、もう一枚敷き布団ってどれだけ豪ごう華かなわけ？　こんもりしててまるで小山みたい。うわっ、掛かけ布団の裏地真っ赤だ。ここで家密が寝ねるんだな。なぎなたはないけど、わたしには合気道がある。警護はばっちり……」

「私を守ってくれるのか？」

　ふいに背中から手が伸のびてきた。驚おどろく暇もなくぎゅっと抱だきしめられる。身体をどうにかねじって振ふり向くと、同じように白い着物を着た家密が、背後からみこの頰ほおに頰を寄せた。

「あ……家密、じゃなくて、上様」

「家密でいいぞ。ちゃんと人ひと払ばらいしたからな。本当なら御年寄たちが数名この部屋に詰つめるのだが、みこは嫌いやだろうと思って」

「警護の為でしょ。別に嫌じゃないけど。あ、でも見られてたら家密がゆっくり休めないよね。わたし一人でも大丈夫。ちゃんと守ってあげる」

　正面から向き合って、腕うでを曲げて力こぶを作る真似まねをする。家密が苦笑した。

「ではそばで守ってもらうとしよう。みこは強そうだからな」

「任せて。わたし、なぎなたが凄すごく得意なんだ。それでね……。あ、ごめんなさい。うるさくして。家密は休みに来たんだよね。わたしが夜通しで警護するからゆっくり寝てて」

　布団を指さしたが、家密はやや驚いたように目を見開いて、やがてふっと笑った。

「……いや、しばらく話をしよう。みことこうしてゆっくり話すのは初めてかもしれない。芝しば居い小屋ではいつも誰だれかが邪じや魔まをするからな。──みこ、江え戸どの町はどうだ？　楽しいか？」

　家密が、すぐ隣となりに座り込む。かなり機き嫌げんが良さそうで、みこを愛いとおしげに見つめていた。

「すごく楽しいよ。お友達もできたの。お琴ことさんっていう口入れ屋の娘さん。わたしの事野暮ったい娘とか言って口は悪いんだけど、きっぷがよくて優やさしいの。この間甘味所に連れていってくれてね。白玉ぜんざいがすごく美味おいしかったの！」

「それはよかったな。……みこは甘いものが好きなのか？」

「大好き。おはぎとかぜんざいとか。甘いものを食べると幸せな気分になるんだよね」

「幸せ……か、なるほど。では他ほかに好きなものは？」

　家密との穏おだやかな会話が嬉うれしくてたまらなかった。小さい頃ころに田舎いなかで遊んだ家密と二海に会いたくて江戸に出てきた。だがせっかく再会できたというのに、将軍である家密とは二人だけでじっくり話をする暇などなかったのだ。

「他には……色んな所を見て回るのが好きかな。わたし富ふ士じ山さんの社にいた頃、江戸の町の事を書いた本を読むのがすごく好きだったの。江戸で家密たちに会えたら、みんなでここに行ってみようとか、こんな事してみようとか、ずっと想像してたんだ」

「そうか。……連れていってやりたいが、今は少しばかり時期が悪い。面倒な事件を抱えていて、城を空けるわけにはいかないのだ。あと数日すれば決着がつくとは思うのだが……」

　嬉しそうだった家密の顔が曇くもってしまった。みこは慌てて両手を振る。

「ううん！　いいんだよ。家密は忙いそがしいもの。わたし大おお奥おくに来て家密は本当に大変だなって思った。何か力になりたくて来たんだけど、結局何の役にも立てなくて、ごめんなさい」

　しゅんとすると、家密がふっと笑う。そしてみこの頰に手を当てた。

「みこはそばにいてくれるだけでいい。そうすれば私は誰よりも強くなれる。どんなに忙しくて疲つかれていても、みこが笑っていてくれればそれだけで癒いやされる。だから、笑ってくれ」

　促されて、みこはゆっくりと笑えみを浮うかべた。それを見ていた家密の顔も綻ほころぶ。

（うわぁ、家密、本当に機嫌がいい。ただ座って話をするだけなんて初めてだけど、こうしてると何だか落ち着く。家密の笑顔はやっぱり優しくていいなぁ）

「……みこ。もっとお前の事が聞きたい。町ではいつも何をしていた？」

「芝居小屋の手伝いと……あと毎朝近所の女の人達に合気道を教えてるの。それで一陸とか空三とかも協力してくれて。でも二海は朝早くからうるさいって文句ばっかりで。あ、そうそう、二海ってばひどいんだから。この間夏の着物を買ってやるって言って……んっ？」

　言葉を止めたのは、家密がみこの口に指を寄せたからだ。

「寝屋で他の男の話はしないものだ。……みこ、酒を注ついでくれ」

　枕まくら元もとに用意されていた酒と肴さかなの膳を家密が指した。何やら声に少しだけ不ふ機き嫌げんな色が混じった気がする。優しかった笑顔もどこかにいってしまった。みこは膳を持ってきて杯さかずきを渡わたす。何度か酒を注ぐ間、ずっと無言だった家密におずおずと話しかけた。

「えっと……ちょっと聞きたい事があるんだ。本当は内ない緒しよだって言われたんだけど、なかなか調べが進まないから。ある人から家密が狙ねらわれてるって聞いたんだ。それを調べたくてここに来たの。でも家密を狙ってたっていう女の事を調べたけど何も判わからなくて。他に情報が……」

　徳とつく利りを傾かたむけて酌しやくをすると、家密がわずかに口角を上げた。それは先程までの穏やかな笑みとは少し違っていた。

「気持ちだけで十分だ。信津名の話は気にしなくていい。危険などないのだ。何の心配もいらないから、お前は調査などせずに私の側にいればいい」

「そんな訳にはいかないよ。だって大奥は危険なんでしょ。家密の命を狙う何者かがここにいて……。あれ？　何で信ちゃんから聞いたって知ってるの？　名前出してないよね？」

　顔を向けると、家密の笑みが更さらに深くなった。それを見て、みこの身体からだに突とつ然ぜん悪お寒かんが走る。

「ちょっと待って……。今背筋がぞわぞわしてる。これは悪い事が起きる前兆なんだ」

「ほう、さすが神の跡あと継つぎ。それは当たっているかもしれん」

　その言葉と同時に、家密がさっとみこの手を取り、すぐ近くまで顔を寄せた。

「みこ、このままここにいろ。お前にとっては江戸の町で暮らすより、大奥の方がずっと安全だ。私の目も届くし、それに女ばかりの大奥なら炎守様が予言した第三の男にも会わずにすむだろう。二海だけでも許せないのに、更にまた別の男が現れるなんて我が慢まんならん」

　みこの悪寒はどんどんひどくなっている。もしかしたら、自分はうっかり狩人かりゆうどが猟りよう犬けんを使って仕し掛かけた罠わなにはまってしまったのかもしれない。それでも確かめたくて、みこは口を開いた。

「……信ちゃんは、家密を狙う暗殺計画が進んでて、それで信用できる女の人に調べて欲しいってわたしに言ったよ。大奥はとても危険だって……」

　家密が杯を傍かたわらに置いた。口元は笑っているが、目は笑っていない。

「みこ、本当に危険なら、お前を来させるはずがないだろう」

　その一言で確信して、すぐさま腰こしを浮かした。だが家密は握にぎった手を引き寄せて、柔やわらかい布団に押し倒たおす。すぐ間近に迫せまった家密の顔を見つめて、みこは思わず声を上げた。

「……もしかして、もしかしてもしかして、全部噓うそなの？」

「ほう、そういう勘かんは悪くないようだな。やはり色事に関してだけ、炎守様はわざとお前に教えなかったのか」

「ええっ、本当に噓なわけ？　信じられないっ。わたしすっごく心配して……それに二海に大奥に行くなって止められて喧けん嘩かしたけど、それでも家密の役に立とうと思って来たのに！」

「喧嘩したのか。それはいい。前にも言ったはずだぞ。私は狼だ。欲しいものは必ず手に入れる。たとえ弟だろうと邪魔なら蹴け落おとす。卑ひ怯きようだと思うなら思っていいぞ。お前をこの腕に抱だく為ためなら、どんな手段でも使おう」

「ま、また食べようとする気？　確かにわたしは特別な血を持ってるから美味しそうに感じるんだろうけど、雅様に食べちゃ駄目だって言われてるでしょ……！」

「ああ、色んな意味で食べるなと言われたな。だが、なぜ私がその言葉を守らねばならぬのだ？　私は将軍だ。この百ひやく獣じゆう国こくはすべて私の支配下にある。たとえ神だろうと私には命令できない」

　馬乗りになった家密が、みこの目を覗き込んだ。金色の目がきらりと光る。その途と端たん、昨夜と同じ甘やかな香かおりが漂ただよい始めた。それを吸いこむと、すぐにぼうっとなってしまう。頭がくらくらして、身体の力が抜ぬけていく。抵てい抗こうをやめたみこを見て、家密が薄うすく笑った。

「どうした？　少しばかり抗あらがわれる方が楽しいのだが？」

「……匂においがするの。すごくいい匂い。頭がぼうっとする……」

　自分の声が、聞いた事もないほど甘えたものになっていた。家密がああ、と小さく頷うなずく。

「甘い香りだろう。私自身は気づかないが、花はな時どきの狼おおかみからは〝媚び香こう〟という誘ゆう因いん物質のようなものが出るらしい。獣気の大きさに比例しているらしくて、強い者ほどより大きな媚香を放つ。その香りを嗅かぐと、異性は恍こう惚こつとなって相手にすべてを委ゆだねてしまう。今のお前のように」

　みこは布団に横たわったまま、ぴくりとも動けなかった。家密が腕を放してくれたというのに、言うことを聞かない身体では逃にげることすらできない。息は自然と荒あらくなり、身体の奥がじんじんとうずき出す。

「あ、熱い……らだが……熱い」

　はあはあと息も絶え絶えに呟つぶやいた。家密がみこの頭をそっと撫なでてくれる。

「いい子だ、怖こわくはない。熱いなら脱ぬげばいい」

　家密がみこの身体を抱き起こし、後ろ向きに膝ひざに乗せて帯に手をかける。みこはその手をぎゅっと握って首を振った。

「だめ、食べる気でしょ。あ、頭からばりばりって……」

「いいや、その食べるは絶対にしない。みこがいなくなったら私も生きてはいけない。……さあ、手を放すんだ。身体がうずくだろう。私が治してやる」

「治……せるの？」

「ああ、みこは今、私の媚香に酔よっているんだ。放っておくともっと苦しくなるぞ。……これは私にしか治せない。どこが辛つらいのか診みてやるから、自分で着物を脱いでごらん。大だい丈じよう夫ぶ、医者に診せる時だって着物は脱ぐだろう？」

　それもそうだとみこは思った。背後にぴったりとくっついた家密から、また甘やかな媚香が漂う。それは先さき程ほどよりもずっと濃のう密みつで、息をするのすら苦しくなった。身体も頭も燃えそうに熱くて、どうにかなってしまいそうだ。

「い、家、密。苦しいよぅ……」

　普ふ段だんなら絶対出さないようなぐずった声。家密があやすように膝に乗せた身体を揺ゆさぶった。

「大丈夫、さあ、苦しいなら脱ぐんだ。見てやるから」

　みこはその声に導かれるように帯に手を触ふれた。だが、そこから先が進まない。

「どうした？　治して欲しくないのか？」

「うっ……は、裸はだか見るんでしょ。それは嫌いや。だって同い年の子に比べて発育悪いし……」

　ぎゅっと前で両手を交差させた。苦しいし治して欲しいけれど、貧弱な身体を見られるのはさすがに恥はずかしい。家密が耳元でふっと笑う気配がした。そのまま後ろから腕うでが伸のびてきて、みこの両りよう腕うでを解かせた。

「そんな事は気にしなくていい。みこは可愛かわいらしいぞ。だが、身体を見ない事には治せないな。ずっとそのままでいるか？」

　背後から抱だき締しめられて、耳元で囁ささやかれる。家密はそのまま耳に舌を這はわせた。ぺろりと舐なめられて、背筋がぞくぞくっとする。媚香の香りがまた強くなって、みこはあえぐように口を開けた。そして首を何度も振ふる。

「やだ、このままはやだ。だって身体がうずうずするよ……？　治してくれるって言ったのに」

「駄だ目めだ、みこが協力してくれないと治せない」

　きっぱりと言い切られ、みこは少しだけ振り向いて家密を睨にらんだ。

「今日の家密はいじわるだ……」

　思わず涙なみだがこぼれてしまう。こんな事で泣くなんて、どうしたのと叱しかる自分がいる。だけど感情が高ぶって我慢できなかった。家密が背後から赤い舌でぺろりと涙を舐める。温かな舌の感かん触しよくに驚おどろいていると、そのまま唇くちびるを奪うばわれた。それは以前のように荒あら々あらしいものではない。優やさしくうごめく舌が、みこの歯列を舐めた。

　家密の手がみこの着物の両襟えりを握って少しだけ引き下げた。やっと唇を離した家密が、顕あらわになった白い肩かたに顔を寄せ、わずかに伸びた犬歯で軽く嚙かんだ。

「いたっ……！　んっ、いや、嚙まないで」

「今のはお仕置きだ。自分で脱げないなんて、みこはいけない子だ。これでは治せないだろう？　まあ今日は初めてだから仕方ない。手伝ってやる」

　襟を引き下げようとする家密に、必死で頭を振りながら着物ごと自分の身体を抱き締めてそれを阻そ止ししようとした。身体を丸めて蹲うずくまると、家密が着物越ごしの背中に歯を当てる。
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　鋭するどい犬歯を思いだして、一いつ瞬しゆん身体が固くなった。それでも彼から漂う甘やかな香りを吸うと、すぐにとろけたように力が抜ける。布ふ団とんに倒れ込もうとした所を、家密が背後から支えてくれた。男にしては綺き麗れいな手が、腹の辺りをまさぐる。すぐ耳元で、家密の熱い息づかいを感じた。

「見られるのが嫌なら、後ろから治してやろう。……うずうずするのはこの辺りか？」

　腹をやんわりと撫でている手が腰へと移り、そして乱れた裾すそから顕わになっている白い足へと伸びていこうとした。家密の薄い唇が開いて、尖とがった犬歯がみこの首筋に軽く嚙みつく。ツキッとした痛みに襲おそわれて、みこは思わず怯おびえた声を上げた。

「も、もういい。もうやだ。わたし我慢するから。だからもうやめて……怖いよ、家密」

　さっきまで優しく話を聞いてくれていたのに、今の家密はとてもいじわるで怖い。家密が少しだけ目を見開いて、そして一つ息をついた。

「怖がらせたいわけではない。……みこ」

　家密がみこの身体を軽々と抱かかえ上げて、自分の方を向かせた。そして深い深い口付けをする。優しくて激しい口付けに、みこの頭は更にくらくらとした。

「……好きだ、みこ。誰だれにも渡わたさない。そう、二海にも……炎守様にも」

　なぜそこで雅の名が出てくるのかと、みこはすぐそばにある金色の瞳ひとみを見つめた。みこの疑問に気づいたのか、家密が視線を鋭くする。

「炎守様は私にとっては敵だ。彼はいつか自分の跡あと継つぎとしてお前を連れ戻もどすだろう。もしお前が炎守になったら、あの結界が張られた富ふ士じ山さんの社で、誰とも顔を合わせず暮らす事になる。そうしたらお前とは二度と会えなくなってしまうだろう。それがこの百獣国で最強と言われる私が、唯ゆい一いつ恐おそれている事だ」

　ぎゅっと抱き締められると、家密の熱が伝わってきた。しゃくりあげると、家密があやすように頭を撫でてくれる。

「みこ、お前が泣いているから止めてやりたいが、そうもいかない。私は今日こそはお前を抱く。お前が炎守様の跡あとを継つぐには、乙おと女めでなければならないという。それを阻止するのなら、──お前が乙女でなくなってしまえばいい」

　みこはぼんやりする頭で、家密が何を言っているのか必死で理解しようとした。だが家密から放たれる濃密な媚香のせいで、身体からだも頭も動かなくなってしまっている。

「いい子だ、みこ。今なら痛みも少ないだろう。気持ちよさだけを与あたえてやれる。もう一生どこにもやらない。ずっとここで私だけの為に生きるのだ」

　その言葉にはっとした。どうにか首を振って、すぐそばにいる家密を毅き然ぜんとして見つめる。

「どうして……。どうして家密は自分だけの為に生きろなんて言うの？　二海もそう。危ないって言って、わたしの行動を制限する。わたしはもっと色んな所に行って、色んなものを見てみたいの。それを止める権利は誰にもない……！」

　はっきりと自分の気持ちを告げると、不思議と身体も落ち着いてきた。だが家密はそのままみこをぎゅっと抱き締める。

「……醒さめてしまったようだな。ぐずって泣くみこも可愛かったのに」

「やめて。もう治してもらわなくてもいい。身体はもう何ともないから放して！」

　みこが声を上げたその時だった。ついたてががたっと動く音がした。家密が振り向いたと同時に、何者かがついたてから飛び出してきて、そのまま彼に体当たりした。

「おのれ、なに者だ！」

　ふいをつかれて倒たおれ込んだ家密だったが、すぐさま起きあがる。みこもはだけた着物の襟を搔かき合わせてそちらを見つめ、我が目を疑った。

「あなた……！」

　御お小こ座ざ敷しきに突とつ然ぜん現れたのは、ひょろひょろと細身だが、白い細ほそ面おもてと垂れ気味の目に愛あい嬌きようのある青年だ。この青年は知っている。生け花の用意をしていた時につい居い眠ねむりをして見た夢。彼はその夢に出てきた青年だ。目を瞬またたかせていると、家密がみこを背に庇かばって青年と対たい峙じした。

「みこ、知り合いか？」

「ゆ、夢に出てきた男の人。やっぱりあれ、夢じゃなかったんだ。っていうか、だ、誰!?　ここって、男子禁制の大おお奥おくなのに！」

　叫さけぶと同時に、家密の姿が変わった。銀色のなめらかな毛並みと、鋭い牙きばを持つ狼に。銀ぎん狼ろうはグルルルルと牙をむき出して低く唸うなり、青年を威い嚇かくした。

「上様、今の音は何です！……ああっ、おのれ、何やつ！」

　青年の背後にある襖ふすまが開いて、数人の女性達がなだれ込んできた。家密を見て怯えたように後ずさっていた青年が、慌あわててきびすを返して女性達に突とつ進しんする。そして捕つかまえようとする女性達をひらりひらりと身軽に躱し、あっという間に部屋を走り去った。

「待て！」

　みこは叫んで走り出す。続こうとした家密だが、女性達数人に羽は交がい締じめにされてしまった。

「なりませぬ、上様。危険ですっ」

「放せ！……みこ、一人で行くな！　危ないぞ」

　家密の声が聞こえたが、みこは振り返らなかった。謎なぞの青年を追わなければという気持ちが八割、残りは先程泣きじゃくって甘えた声を出してしまった自分が恥ずかしくて、家密の顔をまともに見られなかったからだった。




「はぁっ、はっ、富士山の山奥で鍛きたえたわたしの足をもってしても、追いつかないなんて！」

　突とつ然ぜん御小座敷に現れた青年を追いかけて、みこは着物の裾をまくり上げ、大奥の廊ろう下かを走っていた。青年の背中は見えているのに、一向に距きよ離りが縮まらない。

　廊下の曲がり角を折れた青年を追って、みこも走る速さは落とさずに器用にそこを曲がる。遠心力で庭との境にある雨戸にぶつかりそうになりながらも、青年の背中を見失わないよう全速力で廊下を駆かけ抜ぬけた。

「んっ？　あ、あれは……！」

　青年の行く先に、紫むらさき地の打ち掛かけをまとった少女が立っていた。廊下にかけられたろうそくの明かりが、少女の顔を照らし出す。細面には白しろ塗ぬりの化け粧しように赤い紅。結ゆった髪かみには、いくつものかんざしと、江え戸どのすべての男達を魅み了りようしていると噂うわさされる、愛らしい微笑ほほえみ。彼の美少女ぶりを久しぶりに見て、みこは満面の笑えみを浮うかべた。

「一陸っ。そいつ捕まえて！　家密を狙ねらったのっ」

　なぜここにいるのとか、何をしているのとか、聞きたい事は山ほどあるけれど、まずは青年を捕とらえるべきだろう。声を上げると、一陸が可愛らしい顔に似合わない冷笑を浮かべた。

「元お庭番衆、つむじ風の誠蔵、参る」

　美しい女装姿からは到とう底てい想像できない低い声が、廊下に響ひびいた。一陸がひらりと宙に飛び上がる。そのままくるりと天てん井じよう付近で一回転し、青年に向かって急降下した。右手がきらりと光ったのをみこは見み逃のがさない。その手にあるのは、切っ先の鋭いくないだ。

「一陸！　駄目だよ、殺しちゃっ」

　叫んだ声が聞こえたのか、眉まゆ根ねを寄せた一陸が、わずかに空中で体勢を崩くずした。それでもくないを持った手が青年の肩を狙う。だが青年は寸での所で身を屈かがめ、どうにか攻こう撃げきを避よけた。そのまま身体を丸めて転がり、左手の雨戸を突つき破るようにして、中庭に飛びだす。

　一陸も後を追って、素す早ばやく中庭に飛び降りる。それに続いたみこは、青年が中庭の真ん中で動きを止めている事に気づいた。呆ぼう然ぜんとしている青年の視線の先に誰かが立っている。その人物を見て、みこは顔をひくひくとさせた。

「く、空三、打ち掛けなんか着ちゃって、もしかして女装のつもり？　でもその化粧、すっごく変！　まず白く塗ぬりすぎ。おしろい分厚すぎてひび割れてるし。それに口の三倍の大きさに紅を塗るなんておかしいでしょっ。目の周りも真っ黒になるくらい縁ふち取どるなんて変だって！」

「変だ変だと誉ほめないでください、師し匠しよう。照れるじゃないですか。大奥なので、今日は五割増しで綺麗にしてみました」

「誉めてないしっ。それに五割増しで変になってるし！」

　ぽっと頰ほおを染めた様子の空三だが、化粧が濃こすぎて顔色はさっぱり判わからない。

「あのね、空三は女装するには背が高すぎるでしょ。打ち掛けは引きずるものなのに、普ふ通つうに足首までしかないじゃない。それに……」

「みこちゃん、空三の変な所一々指し摘てきしてたら、朝になるよ。あいつ捕まえるんでしょ」

　一陸の声にはっとした。そう、今は中庭でみこたちを見ながら逃にげる隙すきを窺うかがっている、あの青年を捕まえなければ。

「空三！　そいつ逃がさないで！」

　空三が青年にちらりと目を向ける。そして女装しているというのに、なぜか腰こしにさしている刀に手をかけた。

「師匠の命令ならなんなりと。……元、江戸城番方、稲いな葉ば蛍之進、参る！」

　空三がきらりと目を光らせた。男の姿ならさぞ恰かつ好こいいだろう。なにせ空三は見た目だけは最高に美しい。だがみこは、笑いを必死で堪こらえていた。珍ちん妙みような化粧はこの緊きん迫ぱくした場面を台無しにしてしまうほど、破は壊かい力があった。

「うわぁぁぁぁ！」

　空三と相対していた青年が叫んで、すぐさまくるりと方向転てん換かんして駆け出した。

「勝負もせずに逃げ出すとは。貴様それでも武士か！　男同士だぞ。正々堂々勝負！」

「空三、その恰かつ好こうで言っても説得力ない。ほら、さっさと追いかけよう！」

　三人ですそをたくし上げて、どたどたどたと青年を追いかける。逃げ足の速い青年が、再び廊下の曲がり角を折れた。追いかけつつ、みこはにんまりする。

「しめたっ！　あの先は行き止まり！」

　後に続くと、正面には襖が並んでいた。この先は御お納なん戸どの間といって、布ふ団とんなどが詰つめ込まれた部屋なのだ。ここには一度藤菜に連れてきて貰もらったから、間取りは頭に入っている。

「ここで廊下は終わりだし、どこにも脇わき道みちはないから、絶対にこの部屋に入ったはず。でも、入り口はここだけなんだ。袋ふくろのねずみとはこの事だよ。一陸、空三、わたしが開けるから、もし飛び出してきたら捕まえて」

　二人が構えたのを見届けて、みこは大きく深呼吸をして、襖に手をかけた。

「もう逃げられないよ！　観念して……あれ？」

　がらりと開けて声をあげたが、言葉は途と中ちゆうで途と切ぎれた。中には人が入れない程ほどぎっちりに布団が積んである。今にも崩れてきそうな布団を押さえながら、背せ伸のびして御納戸を見回した。

「ど、どこに行ったの？　隠かくれるところなんてないのに……」

「襖はここだけだよね。布団が詰まってるから隠れる場所もない……妙みようだね」

　一陸が顎あごに手を当てて首を傾かしげた。頭二つほど背の高い空三も同じしぐさをしている。

「ええ、入り口には私達がいましたし、逃げるのは無理でしょう」

「くせ者はどこじゃっ」

　そこへ数人の女達がなぎなたと槍やりを手に現れた。みんな空三を見た途と端たんぎょっとして、一いつ斉せいに武器を向ける。

「ば、化け物！」

　みこは慌てて、空三を庇うように前に立つ。そしてどうにか笑みを浮かべた。

「い、いや、違ちがいます。この人暗い部屋で化粧して色々と間ま違ちがっちゃったっていうか……」

　何とか取り繕つくろおうとしたが、女達の目は誤ご魔ま化かせないらしい。彼女達が次に武器を突き付けたのは一陸だった。

「お前も見た事がないぞ。お前のような器量のよい娘むすめなら大奥で噂にならぬはずないのに！」

「やっぱりこの美び貌ぼうは、大奥でも目立ってしまいますね。ああ、何て罪深いのかしら」

　まるで悲劇の主人公のように、一陸が両手を胸に当てて、ほうっと息をついた。呆あきれると同時に悔くやしい気持ちも生まれてしまう。なにしろ、守ってやりたいくらい可愛かわいらしい姿なのだ。

（あれは男、あれは男。どんなに可愛くても儚はかなげに見えても、性格はかなり黒い男）

　心の中で何度も呟つぶやく。そうしないと本気で忘れそうだった。

「あ、怪あやしいぞ。お前達、縄なわを持て！　縛しばり上げるのじゃ」

「待て、そいつらは俺の侍じ女じよだ」

　響いたのは聞き慣れた低い声だ。目を向けると、声の主である二海が女達の背後からふらりと現れた。いつもの派手な女物の振ふり袖そではまとっておらず、薄うす灰色の着物だけという地味な姿だ。足取り重くこちらに来た二海が、一いつ瞬しゆん目を眇すがめた。その視線の先が自分の乱れた襟えり元もとだと気づくのと、二海の腕うでがさっとのびて、そこを引っぱって直したのとは、ほぼ同時だった。

「男がっ！　男が大おお奥おくにっ。それに今そこの娘の襟えりを触さわって……」

「騒さわぐでない！」

　悲鳴をぴしゃりと抑えたのは、大おお柄がらな二海の後ろから現れた春華の局だ。彼女はこちらに歩み寄り、女達に武器を降ろすよう指示した。

「このお方は上様の弟君、家春様です。大奥は上様に近いお身内の殿との方がたは出入りを許されている。お久しぶりでございますね、家春様」

「ああ、今日は少々気分がいい。よい月も出ているから庭を散策していた。そうしたら何か騒がしい様子だったので、見に来たのだ」

　二海は顔色が悪かった。声にも元気がない。思わず心配して見つめると、一陸が囁ささやきかけた。

「二海さんの本業、忘れてない？」

　あっとみこは心の中で手を叩たたいた。跡あと目め争あらそいを避ける為ため、二海は病気でふせっている事になっているらしい。ならばこれは彼お得意の芝しば居いだ。女達の一人がちらりと空三に目をやった。

「あ、あの、家春様。この化け物のような大女が本当に侍女で？」

「ああ、器量は今一つだが、腕は確かだから、春華が護衛として俺につけてくれたのだ。……そういじめないでやってくれ」

　最後の言葉だけが、いやに低くて優やさしい声だった。周りにいた女達が一斉に頰を染めてぼうっとなった。

「ああ、また無む駄だな色気を振りまいちゃって」

　一陸が苦笑すると、空三も肩かたを竦すくめる。みこはとりあえず、二海のおかげでみんなの目が空三から彼に移ったのにほっとした。

「……確かに化け物のような顔じゃな。……に、……でやったのに」

　だが一人だけ二海の色気に惑まどわされない人物がいた。春華の局はこちらを睨にらみつけ、わなわなと唇くちびるを震ふるわせている。どうやら空三の事を言っているようだ。恨うらめしそうに口を動かしているが、よく聞き取れなかった。首を傾げると、一つ息をついた春華の局がみこに目を向けた。

「上様を襲おそった賊ぞくが出たと聞いて飛んで参ったのじゃ。お前が追いかけたのだろう。賊はどうしたのじゃ」

　みこが今までのいきさつを話すと、春華の局の表情が一気に険しさを増した。

「こんな事は大奥始まって以来の不ふ祥しよう事じ。すぐに警備を増やすのじゃ。江戸城の番方にも知らせて、協力させよ。必ずその逃げた賊を捕らえるのじゃ！」

　てきぱきと指示を出した春華の局が、再びみこに目を移した。

「みこ……。上様がお呼びじゃ。すぐに御お小こ座ざ敷しきに戻もどるように。ああ、そうじゃ、家春様も久しぶりに上様にお会いになってはいかがでしょう。最近ちっとも顔をお見せにならないので、きっと上様もお寂さびしいはず」

「そうだな、ちょっと挨あい拶さつしていこう。感謝するよ、春華。……ちゃんと話はつける」

　ぼそりと呟いた二海の眉根がぎゅっと寄った。視線は先程彼が直してくれた、自分の襟元に向いている。

「あいつ、ぶっ殺す……！」

　息もできないほどの獣じゆう気きが漂ただよったのと、二海の低い声が耳に届いたのは同時だった。




「……二海、どうしてここにいる」

　御小座敷に戻ってきたみこの無事を、家密は両手を上げて喜んでくれた。だがすぐ後に入ってきた二海を見て、その表情は一気に険しくなった。

「文が届いてね、上様の第一子は狼おおかみでなければと泣きついてくる女がいたんだ。女の頼たのみは断れない質たちでね」

　ふんっと鼻を鳴らす二海に、家密が舌打ちした。

「春華め、余計な事を。……まあいい。さっさと町に帰れ」

「いいぜ、ただし、みこは連れて帰る」

「みこは置いていけ。私の正室になるからな」

「兄貴、いい加減にしろよ、噓うそついてみこを連れてきたんだろ！　そうだな、みこ」

　二海に話を振られて、みこは家密を見つつも小さく頷うなずいた。家密の暗殺計画があると聞いてここにきたのだと、二海には先程話していた。だがそれがすべて噓だったと知った二海は、顔を真っ赤にして怒いかりを顕あらわにしたのだ。

「兄貴はみこを騙だました！　そんなやつにみこは預けられねぇっ」

「騙したがどうした、必要な噓というものはある。お前だって今の時期苦しいだろう。お前の事だから、やせ我が慢まんして上辺だけみこに優しくしているのだろう。だが、気づいているか？　それが逆にみこを傷つけているぞ。それこそ騙しているのと変わりないのだからな」

「そ、それとこれとは違う。話をそらすなよ！　大体、みこと床とこ入いりってどういう事だよ。さっき襟元だって乱れてたぞ。一体何をしたんだ！」

「ふん、大した事はしてないさ。みこが媚び香こうに酔よってしまったから看病してやっただけだ。今からという所だったのにあの男が邪じや魔ましたんだ。……みこ、おいで。さっきの続きをしよう」

「ふざけんな！　続きなんか俺が許すか！」

　二海が怒ど声せいとともに、家密に摑つかみかかった。取っ組み合いになって畳たたみを転がる二人に、みこは悲鳴を上げそうになる。慌あわてて止めに入ろうとしたが、空三がみこの襟えり首くびを摑んだ。

「危ないです、師し匠しよう。やたらに近付くと巻き添ぞえを食います。この空三、一番弟で子しとして素す晴ばらしい料理を作る師匠の黄金の両手を守らせて頂きます」

　そこへドスッと重い音がした。見ると、二海が家密の腹を殴なぐりつけた所だった。喉のどの奥でひっと悲鳴を上げると、みこを庇かばうように一陸が前に立つ。

「空三の言う通りだよ。じっとしてて。この二人が本気で戦ってるなら、百ひやく獣じゆう国こくのどこを捜さがしても止められる人なんていないんだし。でもさ、みこちゃんを連れ戻しに行こうかずっと悩なやんでて、うっぷんが溜たまってた二海さんはともかく、上様があんなに感情的になってるのなんて初めて見たな」

「今は狼の花はな時どきですからね。冷静な顔をしていても、内心はかなり気が立っているんですよ。特に女性が絡からむと、二人とも我慢がきかないんでしょう。それが獣の本能というものです。たとえ上様といえど、本能には逆らえない。……おや、本格的にまずくなってきましたね」

　空三の声に、みこは慌てて部屋の中央に目を向けた。いつのまにか、二海と家密は本性の狼の姿になっていた。人の姿の三倍はある黒い毛並みが闇やみ狼ろうの二海だ。身体からだは二海よりもやや細いが、俊しゆん敏びんさに優すぐれているのが銀ぎん狼ろうの家密だった。この二人が本気で戦えば、どちらかが、いやどちらも大きな怪け我がをするのは避さけられない。

　唸うなりつつ、互たがいを睨みあっている狼たち。今にも互いの身体に爪つめと牙きばを突つき立てそうだ。みこは二人がもし怪我でもしたらと思うと怖こわくて仕方ない。その恐きよう怖ふを何とか抑え込んで、前に立っていた一陸を押しのけた。そのまま二人の視線がぶつかっている場所に飛び出す。

「もういい加減にして！　これ以上二人が喧けん嘩かするなら、わたしは富ふ士じ山さんに帰ります！」

　とっさに出た言葉だが、思いのほか効き目はあったようだ。二人が一瞬動きを止めた。

「二人とも、ちゃんと話しあおう。噓ついたのは確かに悪いけど、でも家密にだって色々と事情があるんだから……」

「何をされそうになったか判わかってるのか！　まったく……。それに何だよ、事情って」

　二海が少しだけ落ち着きを取り戻したのか、段々と人の姿に戻り始めていた。裸はだかの二海から目をそらしつつ、みこは開きかけた口を慌てて噤つぐんだ。

（な、何て言おう。家密の好きな人が人妻で、それを表おもて沙ざ汰たにできないから気心の知れたわたしに噓をついてまで大奥に呼んだなんて、そんな事軽々しく言っちゃ駄だ目めだよね）

　ちらりと目をやると、人の姿に戻った家密が着物を羽織っている所だった。均整のとれた身体がわずかに見えて、ふいに顔がかっと火ほ照てる。また身体の奥がうずうずとした気がした。焦あせったせいか、言わない方がいいと決めたはずの事を、うっかり口走ってしまう。

「あの……家密。好きな人にはちゃんと告白した方がいいと思う。家密は一見怖そうだけど、本当は優しいし、ちゃんと気持ちをうち明ければ……あ、でも道ならぬ恋こいだからうまくいくとは限らないけど……」

「好きな人？……告白？」

　家密が首を傾かしげて珍めずらしく眉まゆ根ねを寄せた。みこは口早に続きを話す。

「そう。ここに残って協力してあげたいけど、暗殺計画が噓なら町に帰らないと……」

（ううっ、何だか家密を見ると、どきどきする。ううん、これはきっと家密から漂ってる媚香とかいう香かおりのせいだ。まだかすかに甘い匂においがするもん。き、きっとそのせい……）

「ちょっと待て。急に何を言い出したのだ？　また何か勘かん違ちがいしているのではないか？」

　家密に肩を摑まれて、みこはびくりとしてその手から逃のがれた。近くにいた二海の広い背中に隠かくれると、家密が目を眇すがめる。

「あの、だって、家密の好きな人ってその……人妻なんでしょ？　それを隠したくて、わたしを身代わりにして春華の局様に紹しよう介かいして……」

　その言葉を聞いて、その場にいた全員がしばらくの間沈ちん黙もくした。そしてみこと家密以外の全員がいっせいに腹を抱かかえて笑い出した。

「そうか、兄貴。人妻が好きなのか。そうかそうか、頑がん張ばってくれ、応おう援えんしてるから」

「うるさい、二海。みこ、お前そんな馬ば鹿かな話をどこで聞いたのだ」

「だって大奥のみんなが……。家密がお嫁よめさん候補がいっぱいいる大奥に来ないのは、好きな人がいるからだって。無む理り矢や理り大奥に連れて来ないのは、その人が人妻だからだろうって」

「前半は合ってるが、後半は違ちがう」

　苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔の家密に、みこは首を傾げた。憮ぶ然ぜんとしたまま、家密は分厚い布ふ団とんの上にあぐらをかき、傍かたわらにおいてあった膳ぜんの酒を注つぐ。

「兄貴、俺にも少しくれよ。笑いすぎちまった」

　家密がむすっとして、徳とつく利りをそのまま突き付けた。二海が徳利に直接口をつけて、ぐびりと吞のむ。その様子を見て、みこはほっとした。よく判らないが、とりあえず喧嘩は収まったらしい。空三が苦笑しつつ、みこの耳元で囁ささやいた。

「少々はた迷めい惑わくですが、ただの兄弟喧嘩ですよ。二人とも少しばかり気が立っていただけですから。いい具合に発散できれば自然と収まります」

　それが判っていたから空三も一陸も傍ぼう観かんしていたのだろうか。一人であたふたしてしまったみこは、思わず頰ほおを膨ふくらませた。

「なによ、すっごく心配したのに……ん？」

　なぜか家密が手を付けようとしている酒の膳が目に付いた。具体的には判らなかったが、どうも何かがひっかかる。考えていると、家密が肴さかなとして用意してあった串くしを手に取った。串に刺さしてあるのは、たいらぎという貝を焼いて味み噌そを塗ぬった田でん楽がくだ。

「あっ、待って。家密！……それ、ちょっと貸して」

　みこの背筋はぞわぞわしていた。雅のようにはっきりと未来を予見する力はないが、ごくたまに嫌いやな事が起きる前にこのぞわぞわが身体を襲おそう時がある。

　みこは家密から串を受け取りじっと見つめた。塗ってある味噌がぽたりと垂れてみこの白い着物を汚よごす。それを見て、ぴんっとひらめいた。

「あっ、判った！」

　みこの声に、全員が目を丸くする。みこはその串をみんなに見えるように掲かかげた。

「これ、おかしいよ！　田楽の味噌が緩ゆるいの」

「やだなぁ、みこちゃん。大げさな声を上げるから何事かと思ったよ。作ってから時間が経たったから、水っぽくなったんじゃない？」

　一陸が肩かたを竦すくめたが、みこは大きく首を振ふった。

「家密に出す料理は、口に入るまで時間がかかるって判ってるから、ちゃんと調節してあるはず。田楽は一いつ緒しよに御ご膳ぜん所しよで働いてたお舟って子の得意料理だから、きっとこれも彼女が作ったんだと思う。お舟って、家密に出す合ごう歓かん豆どう腐ふの葛くず餡あんがほんのちょっと緩いってだけで何回も作りなおしてたんだよ。これだって相当気を遣つかったはずなのに、絶対変だって」

　みこは背筋のぞわぞわがどんどんひどくなるのを感じながら、串に鼻を近づけてみる。

「やっぱりちょっと臭におう。家密に出す料理の材料は朝昼晩、商人が七ななつ口ぐちに売りに来る新しん鮮せんなものばかり使うはずなのに。ううっ、背筋がぞわぞわして鳥とり肌はだが立っちゃった。わたし嫌いやな予感がすると、いつもこうなるの。家密、この料理、絶対に食べちゃ駄目だよ！」

　みこが皿に串を戻もどすと、顎あごに手を当てて考えこんでいた家密が襖ふすまに向かって声をかけた。

「信津名、いるか！」

　声とほぼ同時にすっと襖が開いた。正座しているのは信津名だ。

「上様、あまり暴れないでくださいませ。二海様がいらっしゃってると判っていたので何とかみんなを誤ご魔ま化かしましたが、これ以上は無理です～」

　ため息混じりの信津名の言葉を綺き麗れいに無視した家密が、田楽の串を差しだした。

「信津名、お前の鼻は特別だ。わずかな匂いの違いもかぎ分ける。これは何の匂いがする？」

　信津名がささっと部屋に入り、両手で串を受け取った。鼻を近づけた瞬しゆん間かん、顔色が変わる。膳に置いてある残りの串が載った皿を慌てて取り、家密に必死の形相を向けた。

「これは毒です！　上様、口をつけてはおられませんね！」

　信津名の声は珍しく迫はく力りよくが籠こもっていて、広い部屋を揺ゆさぶるような錯さつ覚かくさえみこは覚えた。
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　江え戸ど城の本丸御ご殿てんの中央は中なか奥おくと呼ばれ、将軍や徳川家に縁ゆかりのある者たちの住まいになっていた。その奥まった一角にある十畳じようほどの座ざ敷しきは、家春こと二海の部屋だ。みこはその座敷の真ん中で、部屋の主である二海と、とびっきりの美少女の一陸と、とびっきり変な女装姿の空三と一緒に昨夜の事について話をしていた。そこへ厳しい顔つきの家密が部屋に入ってくる。

「昨夜の毒を調べた結果が出た。どうやら一口であの世に行ける種類の毒が入っていたらしい。みこのおかげで命拾いをしたな」

　隣となりに座った家密が、みこを抱だき寄せようとした。だがそれより一いつ瞬しゆん早く、反対側にいた二海が腕うでを摑つかんで引き寄せる。

「近付くなよ、兄貴。噓うそついたこと、俺はまだ怒おこってるんだからな。まったく、こんな所早く出ていこうぜ、みこ。お前の好きなおはぎと柏かしわ餅もちを山ほど買ってやるからさ。ああ、そうだ。そろそろ夏の着物がいるから買いに行こうって話してただろ。一緒に見に行こうぜ。な？」

　腕に抱いたみこに、二海が微笑ほほえみかける。大きな腕は温かくて、みこはほっとしつつ同じように笑えみを浮うかべた。知らない場所で一人でいるのは、やはり不安だし緊きん張ちようもする。見知った顔に囲まれていると、それだけで安心した。

「……いい笑顔だな。そんなに二海と会えたのが嬉うれしいのか？」

　低い声が聞こえて慌あわてて顔を向けると、家密がすっと目を逸そらした。二海がみこを抱く腕に力を込めて、ふんっと鼻を鳴らす。

「兄貴と違って、俺は信用されてるんでね」

　家密がかっと目を剝むいて身を乗り出した。みこはすぐに腕から逃れて、家密を押しとどめる。

「やめて！　それだとまた昨日の二の舞まいでしょう。……ごめんね、二海。わたしはここに残る。暗殺計画は本当にあったし、予定通り犯人捜さがしをさせて」

「そう言い出すんじゃないかと思ってた。でも駄だ目めだ。危ねぇだろ」

　ほんの一瞬前まで二海と睨にらみ合っていた家密だが、その意見には頷うなずいた。

「そうだぞ、みこ。毒を使うなどあの毒どく蜘蛛ぐもの諒影の手下だと手形をおいていったようなものだ。大おお奥おくからはお前を連れだしたが、表も中奥も油断はならぬ。ここにいてくれるのは嬉しいが、やはり町に帰った方が……」

「でも、元々家密の命を狙ねらう敵を見付ける為ために来たの。それに、もし本当に諒影がこの一件に関かかわってるならちゃんと調べたい。雅様にも諒影の企たくらみを暴あばけって言われてるから」

　ここで役に立てなければ、自分が江戸にいる意味がない。雅にも、せっかく江戸にいるのに何をしているのだと叱しかられてしまう。それにこのまま諒影の調べが進まなければ、富士山に連れ戻されてしまう事だってあり得るのだ。それだけは嫌だった。

　決意の表情を浮かべると、しばらく考えこんでいた家密が、やがて一つ息をついた。

「止めても聞かぬのだろうな。判わかった、好きにやってみるといい。ただし、一人では行動するな。一陸、空三。二海は病気療りよう養よう中という建前があるから、うろうろと歩き回ったりはできない。部屋に閉じこもっているなら護衛もいらん。みこの警護をしろ。絶対に守れ」

　二人がすっと頭を下げる。二海が仕方なさそうにため息をついた。

「……しょうがねぇ。俺は反対だが、みこがどうしてもっていうなら。その代わりお前を俺の侍じ女じよって事にする。そうするとこの部屋にも出入り自由になるしな。何かあったらここに来い。俺に必ず報告するんだ。一人で勝手に暴走するな、約束だぞ」

　みこは大きく頷いた。そして一度深呼吸して、朝からずっと考えていた事を口にする。

「じゃあ昨日の事から思いだしてみよう。家密、毒を仕込んだ犯人の目星はついてる？」

「いいや、まだだ。昨日の料理は大奥の御お仲なか居いたちが作ったらしい。みこが言っていたお舟という娘むすめだ。一番に春華が呼んで調べたが何も知らないという」

「当然だよ。お舟はそんな事しない。それにお舟が作ってから、家密が食べるまでに二度毒どく味みがあるんだよ。作ってすぐ一度、家密に出す前に一度。もしお舟が犯人だったとしても、作ってる時に毒を入れたって無む駄だだってことくらい判わかってるはず」

　みこは頭を巡めぐらせながら、ずっと疑問に思っている事を口にした。

「家密に出す料理って、十人前作る事になってるんだ。毒味役が二人で二人前でしょ。それから将軍は一ひと箸はしつけたら次の新しい膳を食べるっていう、もったいない決まりがあるから、そこで膳が三つ四ついるでしょ。残った膳は御お年とし寄より様たちが食べるんだよね。家密がその十人前のうちのどの膳を食べるかなんて判らないはず。でも毒が入っていたのは家密が食べた膳だけ」

　昨日の酒と肴さかなも、やはり十人分作られ、残ったものは廊ろう下かで待機していた御年寄と御お小こ姓しようが食べたらしい。だがその者たちに異状はないと聞いていた。みこは話の続きを口にする。

「だからやっぱり、犯人はあの料理が御お小こ座ざ敷しきに届いてからか、届く直前に毒を入れたんだと思う。じゃないとつじつまが合わないもの。十人前の料理のうち一つだけに毒を入れて、それが偶ぐう然ぜん家密の許に届きました、なんてことはないと思うし」

　自分の考えを整理しながら話しつつ周りを見ると、二海があんぐりと口を開けていた。

「なに？　その顔」

「……いや、お前結構理論立てて話ができるんだなって驚おどろいてさ」

「そうだな、いつもとぼけた事ばかり言うから、みこはそう賢かしこくは……」

　家密が慌てて言葉を濁にごした。だがその続きが容易に想像できて、思わずむっとする。

「わたしが賢くないとか思ってたわけ？　失礼でしょ！　そこそこしっかり教育は受けてるよ。雅様その辺りは厳しいんだから」

「……そうか、教えて貰もらってないのは性教育だけ……いたっ。叩たたかないでよ、二海さん」

「一陸、よけいな事言うんじゃねぇ。とにかく、みこの言うとおり毒を入れたのは、御小座敷の中かその近辺だ。ってことは、やっぱり一番怪あやしいのは……」

　二海の言葉に、みこは突とつ然ぜん御小座敷に現れた青年の顔を思いだした。

「やっぱりあの青年だね。ねぇ、家密。あの人、見覚えある？」

「いいや。番方に特とく徴ちようを知らせて調べさせたが、どうも江戸城内部の者ではないようだ。御小座敷は私の寝しん所じよで、警備も万全だ。それなのにあの男は、見張りに気づかれず部屋に入り、私に危害を加えようとした。毒を入れるうんぬんよりまず、どうやって部屋に入ったのだ？」

　みこは、はいはいと手を挙げて、自分の疑問も口にした。

「不思議な事はまだあるよ。逃にげた男を、わたしと一陸と空三で御お納なん戸どに追い詰つめたけど、襖を開けたら誰だれもいなかったの。一体どこに逃げたのかな？　それにこれが一番おかしな事なんだけど……もしあの男が毒を入れたのなら、どうしてわざわざ直接家密を襲おそったのかな？」

　みこの言葉に、あっと声を上げて家密と二海が目を合わせた。

「確かに……。毒を入れたのなら、わざわざ出てきて私を襲わなくてもよかったはずだ。むしろ姿を見せたら警けい戒かいされるし、料理を食べるどころの騒さわぎではなくなってしまう」

「そう、家密が料理を食べるまで黙だまって隠かくれてた方がずっといいはず。もし家密が料理を食べなかったとしても、見つからなきゃまた別の暗殺計画を立てられる。でもあんな風に出てきて顔を見られたら、たとえ逃げられても動きにくくなるだけで何の得もないし。それに……」

　みこはどう言おうかと悩なやんだが、あの生け花の事を家密たちに話して聞かせた。

「……ではあの見事な花を生けたのは、あの男なのか？」

「はっきりは覚えてないんだ。寝ねぼけてたから。てっきり夢だとばかり思ってて。でもあの時確か菖しよう蒲ぶの花を握にぎってたから、花を生けたのはあの男だと思う。でも何でそんな事をしたんだろ。行動が謎すぎるよ。わたしを助けたり、家密の料理に毒を入れたり襲ってみたり、一体どうしたいわけ？」

　腕うで組ぐみをして考えこんだが、さっぱり判らなかった。なかなかこの事件は手て強ごわそうだ。だが手強い敵ほど、みこの闘とう志しはふつふつと燃え上がるのだった。




　　　　[image: ]




「駄目だ、お前のような侍女に話す事はない！」

　縦も横もみこの倍はあろうかという侍さむらいが、鼻息荒あらく怒ど鳴なり散らした。江戸城を警備する番方に昨夜の事件について色々聞きたかったのだが、とりつく島もなく追い返されてしまった。

　みこは渋しぶ々しぶと、少し離はなれた木こ陰かげで立っていた一陸の許に戻もどった。振ふり袖そで姿の一陸は、お日様の下で見てもやっぱり可愛かわいい。

「みこちゃん、言ったでしょ。そう簡単には教えてくれないって。番方の目をかいくぐって賊ぞくが侵しん入にゆうしたなんて、あいつらからしたら恥はじだからね。その恥をぺらぺら喋しやべったりしないさ」

「判ってるよ。はあ、なかなかいい情報手に入らないね。……あっ、そういえば一陸って忍にん者じやなんでしょ。調査の極ごく意いとかあったら教えて」

「調査とかするの得意じゃないんだよね。僕は戦せん闘とう専門で、特技は暗殺だし」

　にっこり笑う一陸に対して、みこの顔は盛大に引きつった。

「あ、暗殺ぅぅぅ？　そんな危ない事にこやかに言わないでよ！」

「大だい丈じよう夫ぶ。みこちゃんには何もしないから。美味おいしいご飯食べられなくなったら困るしね」

　顔には笑えみを浮かべているが、目は笑っていない。冗じよう談だんだと思いたいが、どうやらそうではないようだ。一陸が肩かたを竦すくめて、木の幹の向こう側にいる空三を指した。

「そうそう、調査の専門といえば、江え戸ど城を守る武官、元番方の空三の方かも」

　目を向けると、空三がいつもの黒い着流しと丸眼鏡めがねをかけた姿で立っていた。必死に説得したおかげで、やっとへんてこな化け粧しようを落として着き替がえてくれたのだ。

「空三って番方だったの？」

「はい、師し匠しよう。元々は信津名と二人で上様の小こ姓しようをしておりましたが、上様が突とつ然ぜん〝人の話をきちんと聞け、もう我が慢まんならぬ！〟とお怒いかりになって。それで江戸城の警備をする番方に」

　家密の気持ちは痛いほどよく判った。突とつ然ぜん怒おこり出したというが、その前からきっと空三の変な性格に憤ふん慨がいしていたのに違ちがいない。よくお手討うちにならなかったものだと感心すらした。

「じゃ、じゃあ、昔一いつ緒しよに働いてた番方の人に何か聞いたりできない？」

「どうでしょう、五年も前の話ですし、それに番方には一ひと月つきしかいなかったので」

「……なんで一月？」

　聞きたくない気がものすごくするが、聞かないでいるときっと気になって眠ねむれないだろう。

「なぜかみんな私と話していると急に奇き声せいを発して、果ては刀を抜ぬいて斬きりかかってくる者まで現れる始末。その騒ぎのせいで番方を解任されまして」

「何でそんな事になっちゃったの？　また変な事言ったんでしょ」

「とんでもないです、師匠。私はただ、髪かみが薄うすい上司が無理して髷まげを結ゆおうとしていたので、それ以上ハゲたら大変だから止めた方がいいとみんなの前で助言したり、仲間の恋こい人びとが浮うわ気きしている現場を目もく撃げきしたので、それを正直に教えてあげたり、居合を教えてくれと頼たのんできた仲間が剣けん術じゆつの才能がひとかけらもなかったので、努力しても無駄だと親切に諭さとしただけです」

　本人はいい事をしたつもりなのだろう。表情には何が悪いのか本気で判らないと書いてある。みこは盛大に顔を引きつらせて、空三の肩をぐっと摑つかんだ。

「もっと空気を読もう！　何でも正直に言えばいいってもんじゃないから。だから空三は変だって言われるんだよ」

「そんなに変だと誉ほめないで下さい。嬉うれしさのあまり羽根が生えて空を飛んでしまいます」

　ぽっと頰ほおを染めた空三に、みこは心底呆あきれてしまう。三枚目役者の空三は変だと言われるのが最も嬉しいという変わり者だ。

「何度も言うけど誉めてないし。まったく、それでよく江戸城を追い出されないですんだね」

　みこと同じく呆れ顔の一陸が、大きなため息をついた。

「追い出されるどころか普ふ通つうなら打ち首だよ。だって空三ってば、斬りかかってきた番方みんな返り討ちにしてるもん。でも空三には強力な後ろ盾だてがあるからさ」

　強力な後ろ盾とはなんだろう。気になって聞こうとしたが一陸が先に肩を竦めた。

「まあ、空三の珍ちん妙みような武勇伝は、話し出したら一月はかかるからとりあえず置いといて。まずはもっと情報を手に入れないとね。みこちゃん。上様に直接聞いてみるのが一番じゃない？」

「でも、今朝話した事ぐらいしか家密も判わかってないみたいだし……。ねぇ、一陸」

「なあに、みこちゃん。さっきも言ったけど、大おお奥おくには行っちゃ駄だ目めだよ」

　本当はまず最初に大奥に行って話を聞きたかった。だがそれは先さき程ほど一陸に却きやつ下かされていた。

「いい、みこちゃん。犯人は大奥に現れたんだよ。あそこには本当に内通者がいるのかも。二海さんも上様も大奥には近付くなって言ってたでしょ。だから、だーめ。僕、信津名様ほどご主人様大好きじゃないけど、これでも忍しのびだから命令には逆らわないようにしてるんだ」

「……空三、一陸を足止めしてくれたら、手作りのお弁当十個」

「承知！」

　空三が、がばっと一陸の身体からだを羽交い締じめする。ふいをつかれた一陸が目を剝むいた。

「ば、馬ば鹿かっ、空三！　お前、二海さんの命令に逆らう気か？」

「主人と師匠、どちらが大事かと聞かれても私は答えられません。ですが、主人と師匠の手作り弁当ならはっきり答えられます。弁当に決まっているでしょう！」

「この大馬鹿っ。お前はそんな訳の判らない性格だから、刀の腕うでは最高なのにどこに行ってももてあまされるんだよ！」

　みこは心の中で一陸にごめんと呟つぶやきつつも、そのまま全速力で駆かけだした。




「藤菜……藤菜っ」

　御ご膳ぜん所しよから出てくる藤菜の姿をみつけ、みこは木の幹に隠れつつそっと小声で呼びかけた。藤菜が驚いた顔でこちらを向いて、慌あわてて駆けてくる。

「みこ、よかったわ。また会えて。昨日の騒ぎで怖こわくなって宿下がりしたって聞いて……」

「あ、そんな話になってるの？　違うんだ、ちょっと事情があって、今江戸城で侍じ女じよをしてて。それより、昨日の事なんだけど……。実はわたし、上様を襲った犯人の顔を見たんだ。それで内密に春華の局様から犯人捜さがしを命じられて」

　藤菜が目を見張った。噓うそをつくのは心苦しいが、本当の事を言う訳にもいかない。

「それで、昨日の夜の事を聞きたいんだ。あの事件があった時、藤菜はどこにいたの？」

　心配そうにこちらを見つめていた藤菜が、思い出すように視線を動かした。

「えっと、御お小こ座ざ敷しきのすぐ外よ。御お年とし寄より様と御お坊ぼう主ず様と一緒に廊ろう下かに座ってたの。本当は私達、御小座敷に入って上様と一緒に寝ないといけないけど、あの時は人ひと払ばらいされたから……」

「どうしてみんな上様と一緒に寝ないといけないの？」

「だってそういうしきたりなんだもの。みこはそんな事しないと思うけど、他ほかの人が、えっと……上様と一緒に寝てる時に、勝手にねだりごとしたりとかしないように見張るの」

　先程から、藤菜は顔を真っ赤にして、こちらから目をそらすように地面ばかりを見つめている。それが何を意味するのか、みこはやっと悟さとった。

「あの……もしかして、わたしがあの部屋で話してた事、聞こえた？」

　藤菜が、両手と首を同時にぶんぶんと振った。

「ううん。何を話してるかはぜんぜん！　ただ、みこの泣き声は……ちょっとだけ聞こえちゃった。みこって男の子みたいにさっぱりしてるのに、すごく可愛い声で驚おどろいたって言うか……」

　赤く染めた顔を両手で覆おおった藤菜を見て、みこの顔も一気に真っ赤になる。

「それに御小座敷に入る時の上様、すごく優やさしい目をしてらっしゃって、とても嬉しそうだったわ。ああ、みこって愛されてるのね、羨うらやましいなぁなんて思っちゃったりとか……。あ、やだ！　私ったら何を言ってるんだろっ。えっと、あの、何を聞きたいんだったっけ？」

　気を取り直したらしい藤菜に、顔の火ほ照てりをどうにか堪こらえつつ、みこは本題を切り出した。

「……あの時、御小座敷に侵入した男がいたでしょ。そいつどこからあの部屋に入ったの？　襖ふすまが開いた気配はなかったはずなのに、急に部屋に現れたんだよね」

「それが……誰だれもあの部屋には入らなかったの。一つしかない入り口には私達が座ってたし。それなのに急に中で大きな音がして、あの若い男の人が部屋から飛び出して来て。あっ、そうそう、ぜんぜん関係ないかもしれないけど、こんな話があるのよ。知ってる？」

　藤菜がそっと声を潜ひそめた。みこは何事かと耳を近づける。

「最近変な噂うわさがあって。見た事もない男が、夜中に江戸城のあちこちをうろついてるそうなの。大奥でも見回りをしていた御お火ひ之の番ばんが見たらしいわ。驚いて追いかけたんだけど、何もない行き止まりで急に姿が消えてしまったって。まるでそう、幽ゆう霊れいみたいに影かげも形もなく……」

「や、止めてよ。わたし、幽霊とかそういうの苦手なんだから！」

「あ、ごめんなさい。……それでね、目撃した御火之番もそれが夢かうつつか判らなくて、報告してなかったそうなの。今回の事があってもしかしたらって言いだしたから、春華の局様はかんかんにお怒りになったらしいわ。どうしてちゃんと報告しなかったのかって」

「じゃあ、もしかしたらあの男は以前から大奥に忍び込んでたのかもね。……えっと、それじゃあ毒が入ってた料理の事だけど、あの料理ってお舟が作ったんでしょ。御膳所からあの部屋まで誰だれがどうやって持ってきたのかな？」

「あの料理は御膳所で毒どく味みされてから運ばれるの。運ぶ時は三人って決められてるわ。それから上様に出す前にまた毒味して、それで大丈夫だと判ってやっと御小座敷に持っていくの」

（じゃあ、やっぱり作ってる時や運んでる時に毒を入れるのは無理だ。人の目がありすぎる）

「そうなると……やっぱりあの男が一番怪あやしいのか」

　やはりあの青年は諒影の手下なのだろうか。考えこんでいると、ふいに藤菜が声を上げた。

「あ、みこ。そういえば私、御お中ちゆう﨟ろう様に呼ばれてたの。早く行かないと怒おこられちゃうわ！　またゆっくり話しましょう。私でよかったらいくらでも協力させて。じゃあね」

　声をかける間もなく、藤菜が駆け出した。後ろ姿を見送りつつ、仕方ないかと肩かたを竦すくめる。

「みーこーちゃん……」

　聞こえた低い声にびくりとした。振ふり向くと、髪も着物も珍めずらしく息さえも乱れている一陸だ。

「あ、一陸。結構早かったね、もうちょっと空三が頑がん張ばってくれるかと思ったのに」

「刀の勝負なら敵かなわないけど素す手でなら負けないの。さあ、帰るよ。僕が怒られるでしょ」

　腰こしに手を当てた一陸に、みこは肩を竦めた。それでももう一度だけと振り向いて、小さくなった藤菜の背中を見つめる。事件の調べが終わったら、きっと町に帰らねばならないだろう。そうなったら、もう二度と会えないかもしれない。

「あの子、誰なの？」

「藤菜っていうんだ。一緒に御お仲なか居いをしてたの。すっごく優しくて明るくていい子なんだよ」

「ふーん、藤菜ちゃんか。顔がちらっとしか見えなかったんだよなぁ。僕より可愛かわいかった？」

　一陸の女装姿に目をやって、みこは苦笑した。

「顔は一陸の方が可愛いけど、性格は藤菜の方がうんと可愛い」

　一陸はちぇっと口を尖とがらせつつ、みこと一緒に藤菜の方を見つめた。




　　　　[image: ]




「……というのが、今日調べた情報だよ、二海。やっぱりあの部屋に現れた男が怪しいよね」

　調べた事は必ず報告しろと言われていたので、みこは二海の部屋に赴おもむき、藤菜に聞いた事を話して聞かせていた。だが文ふ机づくえで台本を書いているのか、二海はこちらに背を向けて生返事をするばかり。みこは口を尖らせつつ、広い背中に手をかけた。その途と端たん二海がびくっと震ふるえる。

「急に触さわるな。びっくりするだろ」

　やっとこちらを向いた二海の顔色が優すぐれなかった。病人に見えるように少々顔を青白く塗ぬっていると聞いてはいたが、どうもそれだけだとは思えない。

「二海、やっぱりどこか悪いんじゃない？　病人だって噓ついてるうちに、本当に病気になっちゃったみたい。……あ、そうだ！　わたしご飯作ってきたんだ。中奥の御膳所を借りたの。台本書くのに忙いそがしいだろうし、しっかり食べて力をつけて」

　二海とは大奥に来る前に喧けん嘩かしていた。ここで再会してからも、誰かと一いつ緒しよの時は普通に話すが、二人になるとすぐに背を向けてしまう。まるで自分の事を見たくないようなそぶりだ。きっと勝手に大奥に来たことを怒っているのだろう。富ふ士じ山さんで隔かく離りされて育ったみこには、友達と呼べる者はいなかった。だからこうやって友達と喧嘩したら、どう仲直りすればいいのかが判らない。そこで判らないなりに、一いつ生しよう懸けん命めい考えたのが……。

（名付けて、美味おいしいご飯を食べてほっこりした勢いで仲直りしちゃおう大作戦！）

　みこの料理を食べる時、二海は必ず嬉しそうな顔をする。美味しいものを食べている時は誰でも寛かん大だいになれるものだ。食べ始めて機き嫌げんがよくなったら、素す早ばやく謝ろうと心に決めていた。

「さぁ、温かいうちに食べちゃって。腕によりをかけて作ったから、うんと美味しい……」

「いい、お前の料理はいらない」

　膳ぜんを差しだしたが、二海がきっぱり断ってまた背を向けてしまう。みこは目をぱちくりした。

「え？　あの、すごく美味しいよ。材料だって御膳所にあったやつだから、最高級の品ばかりだし。ええっと、食しよく欲よくないのかな？　やっぱりどこか具合が悪い？」

「違ちがう、食欲はあるから心配するな。ただ、今はお前の料理は食べたくない」

　声こわ色いろも抑よく揚ようがなくて冷たい。二海の背に伸のばしかけた手を、みこはぎゅっと握にぎった。さっき触ったら、すごく嫌いやそうにびくりと震えた。また同じ反応をされたらと思うと怖かった。

「……わたしのご飯も食べたくないくらい怒ってるの？」

「そうじゃない、今の時期は色々と我が慢まんがな……」

「今の時期ってなんなの？　花はな時どきってやつ？　それって結局何なの？」

「だから、お前は知らなくていいんだって。とにかく近寄るな……あっ」

　詰つめ寄ろうとしたみこを、二海が振り向きざまに手で制そうとした。その手が傍かたわらに置いていた膳にぶつかってしまう。ガチャンと皿がぶつかる音がして、料理が膳にこぼれてしまった。

「わ、悪い……こんなつもりじゃ」

　珍しく二海が目を瞬またたかせてあたふたしている。みこはぐっと唇くちびるを嚙かみしめた。そうしないと、涙なみだがこぼれてしまいそうだった。

「……いい。片づけはわたしがやるから。二海は仕事してて」

「みこ、あのな。わざとじゃないんだ」

「判わかってる。二海はそんな事絶対にしない。判ってるけど悲しいの！　だから放っておいて」

「あっ、ちょっと待てよ。みこ！」

　二海の制止を振り切って、みこは膳を抱かかえて足早に部屋を後にした。




　中なか奥おくはどこも人がいて、ゆっくり泣く場所もない。だからといって、人前では泣きたくなかった。結局みこが辿たどり着いたのは、中奥の御ご膳ぜん所しよの裏手だ。大おお奥おく同様、火を使う為ためか中奥の御膳所も独立した建物で、本丸御ご殿てんの建物との間には狭せまい隙すき間まがあった。やっと人が通れるほどのその隙間に入りこみ、みこはしゃがみ込む。

「二海のばかばかばか！　ご飯くらい食べてくれてもいいじゃない。せっかく作ったのに。ご飯に罪はないのにっ」

　ずっと堪えていた言葉を吐はきだした。地面に生えていた雑草を力任せに引っこ抜ぬく。

「でもわたしもばかばかばか！　謝りにいったのに、また喧嘩してどうするの。これじゃあいつまでたっても仲直りできないでしょっ」

　ぶちぶちぶちっと雑草を抜くと、ぽろぽろと涙がこぼれでた。

「みこ？　そこにいるのはみこなのか？」

　声が聞こえて振り向くと、戸と惑まどうような表情で近付いてきたのは家密だった。

「い、家密、どうしてここに？」

　みこは慌あわてて袖そでで涙を拭ぬぐって立ち上がる。家密が肩を竦めた。

「少し時間が空いたから、お前が料理をしていると聞いて会いに来たんだ。そうしたら、もう作り終わって出ていった後だと言われて。だがこの辺りからお前の匂においがしたから捜さがしてみたら……どうした？　みこ、泣いているのか？」

　すぐ近くまで歩み寄った家密が、長い指でみこの頰ほおに触ふれた。そのまま身を屈かがめ、ざらついた舌で頰をぺろりと舐なめる。みこは思わず首を竦めた。

「涙の跡あとがある。何があったのだ？」

　強ごう引いんな家密にしては珍しく、手も声も優やさしかった。髪かみを撫なでられて、少しだけ俯うつむく。

「……二海と喧嘩して。あ、でも、わたしがいけないんだ。ご飯を作って謝るつもりだったのに、二海が調子悪かったみたいで食べられないって言うから、つい悲しくなっちゃって……」

「その膳がそうか？　ではそれは私が食べよう。まだみこの手料理を食べていない。この間は春華に邪じや魔まされたせいで時間をとられて、結局食べずに仕事に戻もどったからな」

「こ、これは駄だ目めだよ。こぼれてるし、冷えちゃってるし」

「かまわない。いつも私が食べる料理は冷たくなったものばかりだ。みこの料理なら冷えていてもさぞうまかろう」

　微笑ほほえむ家密に、みこは目を丸くした。確かに、家密の食事は徹てつ底てい的に管理されている。作りたての料理を食べるなんて、まずあり得ないことだった。

「わたし、将軍様はいつでも最高の料理を食べてるんだと思ってた」

「そうでもない。料理もそうだが自由もない。堅かた苦くるしい行事やしきたりばかりで、みこが町にいる時は夜中にしか会いに行く時間がとれなかった。あまりそばにいてやれなくてすまない」

　頰に手を当てた家密がゆっくりと微笑んだ。今日の家密はすごく優しい気がする。先日の御お小こ座ざ敷しきでのいじわるな彼と同一人物とはとても思えない。

「……あの、わたし作り直すよ。家密の為に心を込めて温かい料理を作る。時間はそんなにかからないから、ちょっと待ってて」

　にこりと笑うと、家密が嬉うれしそうに目を細めた。みこは腕うでまくりして、御ご膳ぜん所しよに足を向けた。




　新しく作り直した料理の膳を手に、みこは信津名に案内されて中奥にある家密の部屋へと向かっていた。廊ろう下かを進んでいると、信津名がふいに立ち止まり頭を下げた。

「あの、騙だましていてすいませんでした。上様が町中は危険だから、どうしてもみこ様を大奥に連れてきたいと仰おつしやって。ずっと謝ろうと思っていましたが、なかなか機会がなくて」

　項うな垂だれている信津名に、みこは苦笑して肩を竦める。

「しょうがないよ、信ちゃんはご主人様の命令には逆らえないんでしょ」

「はあ。でもこれだけは判って頂きたいんです。上様は本当にみこ様の事がお好きなんです。子供の頃ころに別れて以来、ずっと捜しておられたのです」

「うん、わたしも家密が大好き。だって命の恩人だし」

　にこやかに話すと、信津名が少しだけ視線を落とした。

「そんなに大きな声で言える〝大好き〟はきっと、上様の好きとは違うと思います。あの……みこ様、間ま違ちがっていたらすいません。もしかしてあなたの故郷は、富士山ではないですか？」

　探さぐるような言葉と視線。一いつ瞬しゆん目を見開いたみこだが、すぐに笑えみを浮うかべた。

「そうだよ。だって、八年前に富士山の麓ふもとの村で家密たちに会ったんだもの」

　何を聞きたいのか想像はついていた。その辺りの勘かんは鈍にぶくはないのだ。それでも知らない振ふりをしたのは、秘密を知る者は少ない方がいいと家密たちに言われていたからだ。

「私はあの後、上様に命じられてあなたを捜しました。ですが見つからなかった。しばらくして、上様はもう捜さなくてもいいと仰いました。諦あきらめたのかとも思いましたが……」

　信津名はそこで言葉を句切った。そして辺りを見回して人ひと気けがない事を確かめる。

「その話をする前に聞いて頂きたい事が。上様の子供の頃のお話です。上様は生まれつきとても獣じゆう気きが強かった。上様のお母上は争いを好まぬ方で、上様の近くにいると獣気に気け圧おされると近付く事も嫌がられて。そんな上様を育てられたのが、乳母うばである春華の局様です」

　みこは思わず目を見開いた。強い獣気に怯おびえるのは化か妖ようの本能だ。だが、どんなに強い獣気を放つ子供だろうとも、それをひっくるめて慈いつくしむのが、親の本能のはずだ。

「お母上に疎うとまれた上様は、同じく一族から不ふ吉きつだと忌いみ嫌きらわれる闇やみ狼ろうとして生まれた二海様と二人、春華の局様の保護を受けて成長なされた」

　信津名は、少しだけ庭に目を向ける。何かを思いだしているような遠い目だった。

「上様は子供の頃から、将軍に最も近いとされていた頼伸様と同等の獣気を持っておられました。ですがそのせいで頼伸様派の老中達から命を狙ねらわれ、上様を庇かばう春華の局様と老中達の間で諍いさかいが起こってしまったのです。その争いにうんざりなされ、自由に生きられない将軍職など誰だれかと争ってまで欲しいとは思わないと、私によく仰っておられました」

　信津名がふいにみこに目を戻した。そして少しだけ微笑む。

「ですが、上様はある日突とつ然ぜん変わられた。自ら将軍になると宣言し、頼伸様と本性をむき出しにして戦い、深い傷を負いながら辛からくも勝利されました。私はその時上様がなぜ急に心変わりされたのか判らなかった。今思えば、あなたをもう捜さがさなくていいと言われた時期と、将軍になると言い出された時期がまったく同じだったのです」

　話の意味が判らなくて、みこは首を傾かしげた。信津名がそれを見て苦笑する。

「上様はよく仰ってました。あなたに会いたいと。もう一度会う為なら何でもすると。そうそう、神に会うにはどうしたらいいかなどと、真しん剣けんな顔で聞かれた事もあります。何を仰っているのか私にはさっぱり判りませんでしたが、あなたにお会いして、あなたの正体に気づいて、やっと判りました。……上様はあなたに会いたくて、将軍になられたのだと」

「え……？　何でわたしに会う事と、家密が将軍になる事が繫つながるの？」

「繫がりますよ。普ふ通つうに暮らしていて、あなたに会える望みなんて万に一つもない。そうでしょう？　肉にく食しよく獣じゆうには決して近寄れない、富士山の樹海の奥深く、炎守様の結界に守られた社に住んでいた──炎華姫ひめ様」

　信津名がすっと片かた膝ひざを折った。そして頭こうべを垂れて、礼を尽つくす。

「八年前、私が突然興奮してあなたを襲おそったのは、神しん獣じゆう鳳ほう凰おうを宿す事ができる、特別なあなたの血の匂いを嗅かいでしまったから。謝ってすむ事ではないと重々承知しております。今すぐ腹を切ってお詫わびせねばと覚かく悟ごも決めました。ですが……私は考えたのです。死んで詫びるよりも、生きてあなたの役に立ちたいと」

　顔を上げた信津名の瞳ひとみが、常にない真剣なものだった。

「今日この時より、私の主人は上様とみこ様のお二人です。上様同様、あなたに忠義を尽くし、あなたにこの命を捧ささげます。少しでも困った事があれば、この信津名をお呼びください。すぐに馳はせ参じて、必ずやあなたの為に働いてみせます」

　いつもの情けなさはみじんも感じない。それは彼が本気だからだ。

「そ、そんな風に言わないで。もうあの時の事は気にしなくていいから。家密が助けてくれたから、わたしは怪け我がもしてないし。それに信ちゃんだって悪くない。興奮したのはわたしの血のせいなんだから」

　あたふたとしていると、信津名がゆっくりと微笑んだ。

「殺されかけたというのにそれを許せるのは、あなたが強くて優しい証しよう拠こです。きっとそんな所に上様は惹ひかれたのでしょう。……これは私の想像ですが、神の眷けん属ぞくであるあなたに会うには、化妖の頂点に立つ将軍ぐらいにはなって相応の権力を手にしなければ。それが子供だった頃の上様のお考えかと。それで急に嫌きらっていた将軍になると言い出されたのだと思います」

「わたしに会う？　たったそれだけの為に将軍に？」

「上様にとってはたったそれだけの事ではなかったのです。上様は少々乱暴ではありますが、それはずっと会いたかったという気持ちが高ぶったせい……のはず？　あ、多分そのはずです。あなたを騙して大奥に呼んだのもその気持ちが高じての事。どうか上様を責めないで下さい。そして……できれば上様のお気持ちを汲くんで下さると嬉しいです」

　にっこりと笑う信津名に、みこも笑みを返した。

「責めたりなんてしない。わたしもずっと家密と二海に会いたかった。神田明神の事件の時も、家密は江え戸どにいろって言ってくれた。雅様に話をつけてやるって。もう何の力も持たなかった子供ではないからって。それがすごく嬉しかったの。わたしね、家密が……」

　先さき程ほどのように、大好きだと言おうとしたが、途と端たんに恥はずかしさがこみ上げてきた。

（あれ？　なんで言えないんだろ。大好きなのは変わらないのに。ううん、家密の事もっともっと好きになったのに。どうして？）

　目をきょろきょろさせて焦あせっていると、信津名がゆっくりと立ち上がった。

「その言葉の続きは、上様に直接どうぞ。あ、ですが、今私がお話しした事は言っちゃ駄目ですよ。また余計な事をしたと叱しかられてしまいます。ささ、お引き留めして申し訳ありませぬ。料理が温かいうちに上様の許に急ぎましょう」

　そそくさと歩き出した信津名に、みこも膳ぜんを持ったまま続いた。心のどこかで、家密の顔を見るのが何だか恥ずかしいと思っている自分に気づきながら。
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「美味おいしいな、これは確かに美味しい。背筋がぞくりとして、本能が刺し激げきされる美味しさだ」

　家密の部屋を出てすぐの廊下で、庭を眺ながめつつ彼と二人で座っていたみこは、唸うなるような声を聞いて、ぐっと拳こぶしを握にぎった。広大な庭には粒つぶの揃そろった白しら砂すなが敷しき詰つめられ、石橋がかかった大きな池の周りには、赤いつつじが咲さき誇ほこっている。小こ姓しようや護衛の者達は、信津名が人ひと払ばらいしてくれたようだ。鳥の鳴き声を聞きながらの美味しい食事に、家密の表情も珍めずらしく柔やわらかい。

「気に入ってくれてよかった。蛤はまぐりがどっさり入った蛤鍋なべもあるから温かいうちに食べて」

　家密の傍かたわらに座ったみこは、蛤を皿によそいながら、そっと彼の横顔を見つめた。すっとした鼻び梁りように、白い細ほそ面おもて、食べている姿まで優ゆう雅がで綺き麗れいだと思う。視線に気づいたのか、家密がこちらを向いた。

「どうした？」

「あ、えっと、作りたてだから熱くないかなって」

「大だい丈じよう夫ぶだ。熱い方が好きだからな。作りたての料理を食べるなんて子供の時以来だ」

　家密がほうっと満足そうに息をつく。将軍としてかしずかれているが、ままならない事も多いのだろう。みこはふと、自分を育ててくれた雅を思いだした。生き神だと敬われ、何不自由ない暮らしをしているが、あの富ふ士じ山さんの社から一歩も出られず、他人に顔を見られてはならない為ため、御み簾すの中で面を被かぶって生活する。そんな雅を見ていると時折切なくなった。

「……ねぇ、家密は将軍の仕事が辛いと思う時はない？　自由もあんまりないし、食事だって思うようにいかないのに」

「いや、将軍職についた事は後こう悔かいしていない。不自由な暮らしになるのは、父を見てよく知っていた。だが私は、欲しいものを手に入れられるだけの力が欲しかった。その為に多少不自由になるのは仕方ない。何の犠ぎ牲せいもなしに手に入るものなど、この世には一つもないからな」

「……欲しいものって？」

　おずおずと聞いてみた。信津名はみこに再び会う為に家密が将軍になったのだろうと言っていた。本当にそうなのか、と聞いてみたかった。家密がふっと笑って、みこの頭に手を置く。

「それは秘密だ。みこがもっともっと私を好きになったら教えてやる」

「ええ～。わたし家密のこと、えっと、大好き、だよ」

　少しだけ小声になってしまう。先程信津名と話してから、なぜか自分の気持ちがうまく口に出せなくなっていた。

「その好きの前に〝二海と同じくらい〟とつくのだろう？」

　それは確かにその通りだと、思わず俯うつむいた。少しだけ目を伏ふせた家密が椀わんを膳に戻もどす。

「みこ、お前に一つ内ない緒しよにしていた事がある。実は私は……昔からお前に憧あこがれているのだ」

　みこは目を瞬またたかせた。冗じよう談だんかと思ったが、家密の目は真剣なものだった。

「初めて会った時、お前は元気いっぱいでとても楽しそうだった。だが私は気づいた。お前の目は時折悲しそうに揺ゆれていた。あれは諦めを知っている目だ。自分の運命を受け入れて孤こ独どくに耐たえている子供の目だ。……あの頃ころの私も同じ目をしていたよ」

　家密がこちらに向き直り、みこの手を握ってゆっくりと微笑ほほえむ。

「だがお前は私達の前では明るかった。自分と同じ悲しい目をする少女が、どうして明るく振る舞まえるのか不思議でならなかった。……あの後お前の正体を知って、隔かく離りされた社で孤独に耐えているお前が、江戸城で跡あと目め争あらそいに巻き込まれて身動きできない自分と重なった。そうして思ったのだ。いつも笑え顔がおでいられるお前は強いと。私はお前のその強さに憧れている」

　そっと手に口付けられた。頰ほおがかっと熱くなるのを感じつつ、みこは首を振ふった。

「あの……わたしもね、家密に憧れてるよ。だって家密はわたしを救ってくれた英えい雄ゆうだもの。わたし、もしかしたら八年前に襲われた時死んでたかもしれない。今、生きてここにいられるのはあの時助けてくれた家密のおかげだと思う。ありがとう」

　微笑むと、家密も嬉うれしそうに笑った。その優やさしい笑顔が大好きだ。家密はふいに廊ろう下かに横になり、正座したみこの膝ひざに頭を乗せた。

「腹がいっぱいだ。こんなに食べたのは久しぶりだな。美味しすぎて本性が出かかると聞いていたが、確かにそうだ。少し落ち着くまで、みこの膝で休ませてくれ」

「い、いいよ。あの……家密の髪かみに触さわっていい？　さらさらですごく気持ちいいから」

　頷うなずいたのを見て、みこはおずおずと髪に手を伸のばした。自分の固い赤毛と違って、家密の銀ぎん髪ぱつは柔らかくて手て触ざわりがいい。家密は膝に頭を乗せたまま、みこの頰に手を伸ばす。

「お前といると落ち着く。お前は子供の頃の私を知っている。将軍でも徳川家の跡あと継つぎでもない私を。お前の前でだけは自然な姿でいられるのだ。ずっとこうしていられたらいいのに」

「わたしも家密とずっと一いつ緒しよにいたいよ。あ、そうそう膝ひざ枕まくらとかでよかったらいつでもするから、疲つかれた時は言ってね。お昼ひる寝ねとかしちゃっても大丈夫。わたし長く正座するの得意だから。あ……でも家密は忙いそがしいからそんなに長くわたしと一緒にはいられないよね」

　思わずしゅんとする。本当は江戸城に来たらもっと家密と会えるものだと思っていた。だけどいつも周りに誰だれかがいて、こうして二人っきりで話すことすらなかなかできない。家密が忙しいのは判わかっているから口には出さないけれど、寂さびしいと思う事は多かった。これなら芝しば居い小屋にいた時の方がまだ一緒にいる時間が長かったように思う。

　家密がみこの頰をゆっくりと撫なでた。見つめると、形のいい唇くちびるが優しそうに微笑んでいる。

「今は色々とあって確かに忙しい。実は私もかなり疲れているのだ。だから……笑ってくれ、みこ。お前の笑顔を見ると元気になれる。私は何でも一番が好きだ。みこは楽しそうに笑っているのが一番いい。嬉しそうにしているのが一番いい。百ひやく獣じゆう国こくで一番幸せにしてやりたい」

「それはわたしにとっての一番で、家密のじゃないでしょ」

　みこは頰を膨ふくらませたが、すぐに笑みを浮うかべて、家密の金色の目を見つめる。

「わたし今、すごく幸せ。だってずっと会いたかった家密と二海に会えたもの。それに富士山から出た事なんてほとんどなかったのに、今はこうして江戸で暮らしてる。これって家密たちが富士山に迎むかえに来て雅様を説得してくれたからだよ。もうこれで十分だから」

「このくらいで満足するな。もっともっと楽しませてやる。みこが今まで生きてきた中で、一番の幸せを私がやる。それだけの力はあるぞ。なにせ将軍だからな」

　家密の瞳を見つめていると、まるで吸いこまれそうな感覚に襲おそわれる。今はあのうずうずを引き起こす〝媚び香こう〟は漂ただよっていないのに、何だか落ち着かなくてそわそわしてしまう。

「みこ、ずっと一緒にいよう。もう離はなれたくない。子供の頃、お前に会いたくて会いたくて、でも会えなくて。悔くやしくて仕方なかった。あんな想おもいはもうたくさんだ──」

　甘い声で囁ささやく家密に、みこはぼうっと見とれてしまう。男の人には失礼かもしれないけれど、大奥のどんな美女よりも、家密の方がずっと綺麗だと思った。家密がゆっくりと起きあがり、みこの頰に唇を寄せる。ちゅっと音がして、みこはぎゅっと目を瞑つぶって首を竦すくめた。

「また……何かするの？」

　目を閉じたままおずおずと声を上げると、家密がふっと笑う気配がした。

「嫌いやな事はしない。これは嫌ではないだろう？」

　膝に置いた手に、家密が手を重ねた。そのまま唇に温かい感かん触しよくが触ふれる。それが口付けだと、もう判っている。顔を逸そらそうとしたが、家密の唇が逃にがさないとばかりについてくる。どうやって息をしていいか判らなくて、みこは首を振った。

「苦しいよ……家み……」




　ガタッ！




　突とつ然ぜん物音がして、みこはびくっとする。家密が音がした方を睨にらみつけた。

「……上様、すいません～。私だって邪じや魔ましたくはなかったんです。でもそろそろ時間もなくなってきたんです～。お仕事が山積みで、お客様も大勢お待ちなんです～」

　部屋の奥にある襖ふすまを少しだけ開け、半泣きの信津名が顔を見せていた。

「信津名、よくも……！　後でお仕置きしてやる。覚かく悟ごしておけ」

　舌打ちしつつも家密が立ち上がる。信津名がひぃぃっと悲鳴を上げた。

「そうだ、みこ。今晩この部屋にもう一度来てくれ。食事の礼がしたい」

「え？　あ、うん」

　家密が名残なごり惜おしそうに、みこの頰に手を伸ばして一度撫でてから部屋を後にした。その背中を見送って、みこは自分の唇に触れてみる。家密の温かな感触がまだ残っている気がした。それを意識した途と端たん、心臓が飛び出てしまいそうなほど、どきどきと脈打ち始めた。
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「みこ、白しろ綸りん子ず地じ梅うめ菊きく藤ふじ杜若かきつばた花はな束たば団扇うちわ紗さ綾や形がた模も様よう打うち掛かけだな、よく似合う」

　すっかり日も暮れた頃、みこは家密の侍じ女じよに連れられて彼の部屋へとやってきていた。みこが着ている打ち掛けを見て、家密が満足そうに頷く。

「家密、しろりんず……なに？　それなんかの呪じゆ文もん？」

「お前が着ている打ち掛けだ。白綸子……」

「ああっ、もう言わなくていい。舌した嚙かまないか心配になるから」

　みこは自分がまとっている打ち掛けに目をやった。白い地に、梅、菊、杜若の花々が金と銀の刺し繡しゆう糸いとで描えがかれている。髪には鼈べつ甲こうと銀製のかんざし。侍女達の手によって、生まれて初めて桃もも色いろの紅もさしてもらった。花の香かおりがする匂におい袋ぶくろを懐ふところに入れられたおかげで、自分からいい香りが漂っている。

「あの、家密。びっくりするぐらい豪ごう華かな打ち掛けと小こ袖そでと帯と草ぞう履りがそれぞれ数十着もあって、全部着てみましょうってさっきの侍女さんに言われて、何度も着き替がえさせられて。それでこれ全部あなたのものですって言われたんだけど……何かの間ま違ちがいだよね？……というか、間違いだって言って」

　一枚だけでもかなり値の張る小袖や打ち掛けを、いくらなんでもあんなにたくさんの数贈おくるなんて、さすがに家密でもそんな事はしないだろう。今着ている打ち掛けの値段だって、もしかしたらみこが一年ぐらいのんびり暮らせる額のような気がしてならない。

「いいや、みんなお前のものだ。急きゆう遽きよ取り寄せたのであれだけしかなかったが、今、江え戸ど中の呉ご服ふく問屋に最高級の品々を揃そろえるよう命じてある。明日あしたには、毎日新しいものに五、六回は着替えても、一生かかるぐらいの数の着物が集まるぞ」

「待って！　わたしこれでも物持ちがいい方なんだよ。着替えは自分で持ってるだけで十分だから。あの部屋にある打ち掛けも遠えん慮りよさせて。ご飯のお礼のつもりなら、これを着せてもらっただけで、もう十分お釣つりが……」

「打ち掛けは料理の礼ではない。私がみこを着き飾かざらせたかっただけだ。……二海もお前に着物を見み繕つくろったのだろう？」

　家密がやや視線をそらした。むっとしている様子を隠かくさない家密に、みこは目を瞬かせた。

「あれは着物が汚よごれてたから買ってくれただけだよ。それにこんなに豪華な打ち掛けじゃない、可愛かわいいけど普ふ通つうの着物だもの。あのね、家密。もう本当に本当にいらないからね」

　必死で訴うつたえると、家密が仕方なさそうに息をついた。

「……では今着ている打ち掛けだけでも貰もらってくれ。ああ、そうそう料理の礼はこっちだ」

　家密がみこの手を握にぎった。裾すそが長い打ち掛けを踏ふまないようにしながらついていくと、彼が庭に面している方の襖に手をかける。

「お礼ってなに？……わあっ」

　庭に広がっていた光景にみこは目を見開いた。昼間は何もなかった広大な庭に、ずらりと出店が並んでいる。のぼりや提ちよう灯ちんが飾かざられ、食べ物の屋台や、茶ちや碗わんや置物を置いてある出店。どれも小さいが溢あふれる程ほどの品が置いてあった。江戸一番という神田明神でのお祭りの時にも出店がたくさん並んでいたが、これはそれに勝まさるとも劣おとらない規模だ。
















「これ、何？　江戸城のお祭り？」

「いや、少し違ちがうな。……みこは色んな所を見て回るのが好きだと言っていただろう。本当は私が案内してやりたいが、今は忙しくてそうもいかない。だから東とう海かい道どう五ご十じゆう三さん次つぎの名物をすべて集めさせた。各地の名が書かれた出店には、その地元で有名な物を揃えてある。これで少しでも旅をした気分を味わってもらえればいいと思ってな」

「……あの、あのあのあのまさかと思うけど、これもわたしの為ためだけに用意したなんて……」

「もちろんお前の為だけに用意したに決まっているだろう。昼間に思いついたから、準備が間に合わなくて少々規模は小さいが。今、お前が喜ぶような珍めずらしい物を集めるよう各地の大名たちに命じている。二、三日したら今度は全国から集まった物で、江戸城全体を使って……」

　みこは慌あわてて家密の着物にすがりついた。そして首をぶんぶん振る。

「いやっ、もう十分だから！　これだってかなりびっくりしたからっ。ぜんぜん規模は小さくないから。もうそういう贅ぜい沢たくな事するのやめて！」

「なぜだ？　気に入らなかったのか？」

　真顔で聞かれて、みこは何と言えばいいかと頭を悩なやませた。

（うーん、さすが将軍様。この豪華な打ち掛けといい、各地の名物を集めたお店といい、やることが半はん端ぱじゃない。こんなのわたし一人の為だけなんて……あっ！）

　みこはふとあることを思いついて、家密に微笑ほほえみかけた。

「あの、家密。こんなにたくさんのお店を用意してくれてありがとう。でもね、ここにはお店の人以外は、わたし達しかいないでしょ。せっかくだから、大おお奥おくの人達とか番方の人達とか、江戸城で働いてる人達を呼んでみんなで楽しもう」

　みこの提案に、家密が目を丸くしてこちらをじっと見つめた。

「……みこにはいつも驚おどろかされる。私の周りにいる女は、絶対にそんな事は言わないぞ。私と二人きりになりたいという者ばかりなのに」

「だってみんなでわいわいするのが好きなんだもの。それに……江戸城にいても家密とほとんど会った事がない人が多いでしょ。だからその……氷の将軍様とか変な噂うわさが流れるんだと思う。みんなに本当の家密の姿をもっともっと知って貰いたいの。そうしたらそんな噂はなくなると思う。だからみんなと一いつ緒しよに家密も楽しもう、ね？」

　にっこり笑いかけると、戸と惑まどうように目を見開いた家密が、やがて苦笑しつつ頷うなずいた。




　庭は数え切れないほどの人で賑にぎわっていた。わいわいと騒さわぎながら出店に並ぶのは、大奥の女性達と江戸城の番方達、そして今日は無礼講だと集まった下働きの者達だ。家密の計らいで酒が振ふる舞まわれ、あちこちで笑い声が起きている。みこは賑やかな声に、ほっと息をついた。

「あっ、みこ！　この騒ぎってなに？　江戸城でお祭りなんて初めてだわ」

　手を振って駆かけ寄ってきたのは藤菜とお里とお舟だ。三人ともみこの姿を見て目を丸くした。

「どうしたの？　そんなに綺き麗れいな打ち掛け着て」

「藤菜……。本音を言うと今すぐ着替えたい。すっごく動きにくいし、重いの」

「そんなの贅沢だわ……あっ」

　みんなが呆ぼう然ぜんとみこの頭の上を見つめていた。何事かと振り返ると、いつのまにか家密が背後に立っている。藤菜達が慌てて膝ひざを折ろうとした。

「……いい。今日は無礼講だ。ほら、みこ。これを持ってきた。甘いもの好きだろう」

　手て渡わたされたのは、まるまる太ったひよこの形をした飴あめ細工だ。

「うわぁ、可愛すぎる！　食べるのもったいない。……あの、さっきも思ったけど、あちこち見て回るのが好きっていうのも、甘いものが好きっていうのも一度しか言ってないのに、よく覚えてたね。わたしお金を使って色々してもらうより、そっちの方が何十倍も嬉うれしい」

　満面の笑えみを向けると、家密も嬉しそうに口元を綻ほころばせた。

「お前が言った言葉は一つ残らず覚えている。喜んでもらえてよかった。私はお前が楽しんでくれるのが一番嬉しい」

「す、すごい。笑ってる。氷の将軍様なのに……」

　呆然と呟つぶやいたお里が、すぐにはっとして口元を押さえた。そして慌てて跪き、頭を下げる。

「し、失礼な事を申しました。すいませんっ。お手討うちだけはご勘かん弁べん下さい！」

　悲鳴混じりの謝罪に、家密が肩かたを竦すくめた。そしてお里の手を取って立ち上がらせる。

「女を切る刀はもたぬ。……たしかお前達はみこの友達だな。みこは田舎いなかから出てきたばかりで知り合いも友達も少ない。仲良くしてやって欲しい。──頼たのむ」

　すっと頭を下げた家密に、彼女達がひぃぃっと悲鳴を上げた。

「や、止めて下さいませ！　上様が頭を下げるなんて恐おそれ多い……！」

「いや、ものを頼むのだから頭は下げるものだろう。気にする事はないぞ」

「家み……いえ、上様。上様が頭を下げたら絶対気にすると思います。とりあえずみんな、えっと、あっちで駿河するがの名物が食べられるんだって。わたしも後で行くから先に行ってて」

　促うながすと、みんな家密に何度も何度も頭を下げつつ、足早に立ち去った。ようやく息をついたみこは、隣となりで家密が微笑みつつ庭を見回しているのに気づいた。

「みこ、今日の事はきっと江戸城の歴史に残るな。私の部屋に面した庭は、本来決まった者しか入れないのだ。これだけ大勢の人が入った事などないぞ」

　楽しそうに話す家密を周りの人々が遠巻きに見つめていた。女ばかりか男までが頰ほおを染め、ほうっと息をついている。みな家密がこんな風に笑っているのを見るのは初めてなのかもしれない。これで氷の将軍様などという噂がなくなればいいのにと、みこは心の底から願っていた。

「あっ、あそこにいるの空三だ！」

　みこの声に気づいたのか、空三は無む駄だに綺麗な顔に不満の色をありありと浮うかべ、こちらにやってくる。手には焼きいかの載のった皿を持っていた。

「師し匠しよう、味がありません。この間師匠が焼いてくれたいかは、本性を出して天てん井じようを突つき破ってしまうほど美味おいしかったのに」

「また焼いてあげる。でも部屋では食べないでね、すっごく迷めい惑わくだから。それより二海は？」

「台本が大おお詰づめになったとかで、忙いそがしいから遠慮するそうです」

　みこは少しだけ俯うつむいた。子供の頃ころ知り合った家密と二海とは、また会った時に一緒に遊ぼうと約束していた。だが実際に再会してから、どちらかと二人で出かける事はあっても、三人一緒という事はなかった。今日こそ約束が果たせるのではないかと、内心期待していたのだ。

「……そうなんだ。じゃあ一陸は？」

「何か調べ物があるといっていなくなりました。猫ねこは一度姿を消すと、行ゆく方えが判わからなくなる事が多いので心配しているのです。どこかで死んでないといいですが」

「縁えん起ぎでもない事言っちゃ駄だ目め！」

　会話を聞いていた家密が、ふと何かを思いだしたように、空三に目を向けた。

「空三。一陸も二海もいないのなら、一人で暇ひまだろう。久しぶりにお前の舞まいが見たい。みんな集まっているし、庭に面した廊ろう下かを舞ぶ台たいに見立てて舞ってくれ」

「舞……ですか。どじょうすくいでもいいですか？」

「いいわけなかろうが！」

　真しん剣けんな顔で答えた空三を、わなわな震ふるえる声で一いつ喝かつしたのは、いつのまにか近くに来ていた春華の局だった。ぎろりと睨にらみつけられ、関係ないはずのみこまで震え上がってしまう。

「蛍之進！　お前は舞の師匠ができる程の腕うで前まえであろう。それなのになぜどじょうすくい？　なぜお前はいつもそうなのじゃ！　せっかく……んで……ったのに」

　最後は怒いかりに震えているせいで聞き取れなかった。冷たくて怖こわいという印象の春華の局が、こんなに取り乱しているのは初めて見る。みこは不思議に思いつつも、慌てて空三の前に飛び出して庇かばうように両手を広げた。

「そ、そんなに言わなくてもいいじゃないですか。そりゃ空三は変だけど。うんとうんと変だけど。でもいい所もあるんです……多分」

「師匠が私を庇ってくださった。何て素す晴ばらしい。ああ、生きていてよかった。師匠、一生ついていきます。あなたが殺せといえばたとえ上様でも……！」

　きぃぃぃっと奇き声せいを発して、空三のとんでもない発言を止めたのは春華の局だった。

「馬ば鹿かな事を言うでないっ。お前は刀を持たせれば居合の師匠から神童だと言われ、論語は一度本を読めばそらで言える頭の良さ。それに加えてその美び貌ぼう。何もかも完かん璧ぺきなのにその性格のせいですべてが台無し！　せっかく……せっかくせっかく綺麗な顔に産んでやったのに！」

「え……？」

　一いつ瞬しゆん聞き違えたのかと思った。周りを見み渡わたしても、目を見開いているのは自分だけなのだ。

「あ、あの……今、産んでやったとか聞こえたんだけど。空耳だったのかな……？」

　みこがおずおずと声を上げると、空三が目をぱちくりとした。

「いいえ、空耳ではないです。母上は確かにそう仰おつしやいました」

「は、母上……!?　か、春華の局様が？」

　声がひっくり返ったが、やはり驚いているのは自分だけだ。空三があっさりと頷いた。

「ご存じなかったのですか？　では紹しよう介かいします。こちらは私の母です。母は江え戸ど城の天てん守しゆ閣かくをひねりつぶせるほどの超ちよう巨きよ大だいな白はく蛇じやで、天下分け目の合かつ戦せんの折は豊とよ臣とみ方の侍さむらい達百人と一歩も引かず戦い、勝利したとか。……我が母ながら恐ろしい。近付かない事をおすすめします」

「最後は余計であろう！　どうしていつもそうおかしな事ばかり言うのじゃ。お前は顔だけはわたくしに似ているが、その性格は一体誰だれに似てしまったのじゃ……！」

　がっくりと地面に膝をついた春華の局の背中を、空三がゆっくりと撫なでた。

「何を言っているのですか。私は母上そっくりだと上様のお墨すみ付つきですよ」

「ああ、お前達親子は本当にそっくりだ。強ごう引いんで執しゆう念ねん深くて人の話をきかん。まさに蛇へびだな」

　春華の局と空三に目をやる。よくよく見ると、二人とも冷たい感じのする整った美貌が似ていた。何より、将軍を無視できてしまう春華の局と、我が道をいく空三は性格がそっくりだ。

「蛍之進、お前は上様と同い年。二人とも同じように教育したはずなのに……。小こ姓しようをさせれば上様に我が慢まんの限界だとまで言わしめ、番方をさせれば他の者達に斬きりかかられる始末。わたくしの息子むすこだからどうにか生きていられるが、本当なら処しよ罰ばつされている所じゃ。この母が苦く心しん惨さん憺たんして家春様の護衛の仕事を貰もらったのじゃぞ。真面目まじめにやっているのであろうな」

「ええ、大だい丈じよう夫ぶです。とりあえず二海は死んでません」

「当たり前じゃ。この馬ば鹿か息子めが！」

「私は馬鹿ではありません。十歳の時に学問の師し範はん達に、教える事はもう何一つないと言われました」

　むっとした様子の空三を見て、みこは心底春華の局が気の毒になった。もし自分の息子が空三なら……そう思うと泣けてくるどころではすまない。

「ずいぶん賑やかだな」

　頭を抱かかえていると、背後から声が聞こえた。急に辺りがしんとなったのに気づく。

「あっ……よ、頼伸様」

「ああ、みこ。覚えていてくれたか。お前は相変わらず貧相な身体からだをしてるな。……ふむ、やはりおかしい。いつもならこんなガキみたいな女に食指は動かないのに、お前の匂においを嗅かぐと頭がくらくらしてしまう。ほんとにいい匂いだ──食いたくなるぐらいの、な」

　声がすっと低くなり、家密と同じ金色の目がみこを上から下までじっくりと見つめた。彼の右手が伸のびてきて、みこの赤毛に触ふれようとする。

「みこに触さわるなと何度言えば判る！」

　家密がその手をはねのけて、みこを抱だき寄せる。それを見て頼伸が苦笑した。

「怒おこるな、家密。美味しそうな娘むすめを食いたくなるのは、今の時期の狼おおかみには仕方ない事だろう」

「家密様、だ。私はお前と戦って勝った。お前は私より格下だ。そうだろう、頼伸」

　家密が鼻で笑うと、頼伸の目に暗い闇やみが落ちた気がした。だがすぐに薄うすく笑う。

「これは失礼。家密様。だが、少し触るぐらいいいだろう。みこからはすごくいい匂いがする。こう、理性がふっとんで本性が出てしまうような〝甘い匂い〟がな。腹が減ってるから、よけい美味しそうに感じる。今すぐここで食っちまいたいくらいだ」

　声に含ふくみ笑いが混じっている。『肉にく食しよく獣じゆうに近付いてはならない、食べられてしまうから』そう子供の頃から言い聞かせられていたみこは、思わずぶるりと震えた。

　家密がそんなみこを庇うように背後に移動させる。彼の背中は大きかった。着物をぎゅっと握にぎると、ふいに子供の頃、助けてもらった時の事が脳のう裏りに浮かんだ。あの時も家密がみこを庇って逃にがしてくれた。背中に額を当てると、家密の手が伸びてきて手を握ってくれる。その手の温かさに安心する自分がいた。たとえどんなに強い肉食獣が自分を狙ねらっても、必ず家密は助けてくれる。そう、八年前のあの時のように。

「……頼伸。私は徳川家の長おさだ。私の言う事は絶対だ。逆らうなら容よう赦しやはしないぞ」

「だから怒るなと言っているだろう。俺も今は花はな時どきだから苦しいんだ。俺達は人の姿をしていても本性は獣けものだ。気に入った雌めすを手に入れたいと思うのは雄おすの本能だろう。欲しいなら奪うばうのが俺達のやり方だ。──それにこの子はまだ、お前のものじゃないだろう？」

「いいや、みこは私の女だ！　お前には絶対に渡わたさん」

　家密の金色の瞳ひとみが鋭するどい光を放ち、怒りの声には獣の唸うなり声が混じり始めた。頼伸の瞳も剣けん吞のんな光を帯びている。息苦しい程ほどの緊きん張ちよう感かんが漂ただよう中、二人に割って入ったのは、春華の局だ。「お止め下され。家密様と頼伸様の勝負は既すでについているはず。勝った者に従うのが狼の一族である徳川家の掟おきて。ここで引くのは頼伸様、あなたの方ですぞ」

　先程まで取り乱していたのが噓うそに思える程、春華の局は背筋を伸ばして堂々と言葉を放った。頼伸の触れれば切れそうな視線にも、一歩も引かない。頼伸がふんっと鼻を鳴らした。

「……判っている。命をかけて真剣勝負をするのは一度だけ。二度目は遺い恨こんを残すだけだと禁じられている。もし破ったら、俺の首は胴どうから離はなれてしまう。だが、その危険をおかしてでもそこの娘は手に入れたいな。嚙かみついたらどんなに可愛かわいらしい声で鳴くのだろう……」

「それは私だけが知っていればいい。お前が聞く事は一生ない」

「ふっ、家密、おまえがそう言うなら余計聞きたい。……そうだ。真剣勝負が駄目なら、これならどうだ？　明日あした番方たちが中心になって武芸大会をやるそうだ。江戸城の者は誰でも参加できるらしい。家密、そこで久しぶりに一戦交えよう。俺が負けたら潔いさぎよくみこは諦あきらめる」

「二度目の戦いは禁じられていると先程……！」

　血相を変えた春華の局に、頼伸が苦笑した。

「そう目くじらを立てるな。ただの武芸大会だ。刀は本物を使うわけでもないし、本性を出して戦うのも御ご法はつ度とだ。ただ純じゆん粋すいに武芸の勝負をするだけ。それならいいだろう、な、家密」

「くだらぬ。武芸大会は武官たちの向上心を高めるために催もよおされるのだ。私が観戦する事はあっても、出るなどあり得ない。それに明日は信津名を連れて出かけねばならん。大事な用事があるからな。何より、そんな勝負でみこをかけるなんてありえん」

　頼伸が口元をわずかに緩ゆるめ、目にも留とまらぬ速さで家密に近付いて、何かを囁ささやいた。

「何をなさいます！　頼伸様」

　近くで見張っていた信津名が二人に割って入る。頼伸は両手をあげながら、ふっと微笑ほほえんだ。

「もう一度聞くぞ。明日の武芸大会に出て勝った方がみこを好きにできる。やるか？」

「そ、そんなの家密が受けるはずないでしょ。ね、家密……」

　見上げたみこは、途と中ちゆうで言葉を止めてしまう。家密の表情が明らかに変わっていた。みこをぎゅっと抱き締しめ、眉根を寄せて頼伸を睨みつけている。

「……いいだろう。武芸大会に出よう。ただし、私は必ず勝つ。怪け我がをしても知らぬぞ」

　家密の答えに、その場にいた頼伸以外の全員が息を吞のんだ。




　　　　[image: ]




　頼伸とのもめ事のせいで、楽しかった江戸城のお祭りは早々に解散になってしまった。身軽な侍じ女じよの着物に着き替がえたみこは、信津名に断って家密の部屋へと向かっていた。なぜ頼伸の勝負を受けたのか聞きたかったのだ。信津名がうまく話を通してくれたようで、護衛に立つ者達は何も言わない。やっと家密の部屋に辿たどり着き、襖ふすまに手をかけた時だった。

「……兄貴、どういう事だよ。何でみこをかけた頼伸との勝負なんて受けたんだ！」

　聞こえたのは二海の声だ。興奮気味の声に、みこは思わず動きを止めた。

「お前には関係ない。建前は病気療りよう養よう中だろう。部屋で大人しく台本とやらを書いていろ」

「俺もそうしたいよ。だけどそれどころじゃないだろう。兄貴、判わかってると思うけど、頼伸は手て強ごわいぜ。七年前最も将軍に近いと言われていたあいつに、確かに兄貴は勝った。でもあれは辛からくも勝利したって言った方が正しい。あの時に受けた傷で死にかけたじゃないか！」

　みこは目を見開いた。勝負したのは知っていたが、家密が大けがをしたなんて話は初耳だ。

「十六歳だったあの頃よりも今の私の方がずっと強い。頼伸になど絶対に負けない」

「いいや、勝負に絶対なんてない。時の運が大きく作用する。頼伸との勝負でまかり間ま違ちがって負けたりしたら、徳川家の最強はあいつだって事になる。徳川家は一番強い者が主君だ。最悪兄貴は将軍職を追われる事にだってなりかねないぞ！」

　みこは息を吞んだ。ただの武芸大会だと頼伸は言っていたが、そんな簡単な話ではない。徳川家全体を、ひいては徳川家が治める百ひやく獣じゆう国こくをも揺ゆるがす大勝負なのだ。

「心配するな、絶対に勝つ。みこも将軍職も頼伸には渡さない。……二海、私は思うのだが、前に聞いた第三の男がみこの前に現れるという炎守様の予言。あれはもしや頼伸の事ではないか。もしそうならばやつを倒たおすまでだ。二度とみこに近づかぬよう徹てつ底てい的にな。みなの前ではっきり私が強いと示せば、あいつも諦めるだろう」

　家密の言葉は凜りんとしていて力強かった。みこはそのまま襖を開けずにきびすを返す。きっと家密の意志はみこの説得ぐらいでは揺るがない。自分に何ができるかを考え、そしてある決意を胸に廊ろう下かを足早に駆かけ抜ぬけた。




　本丸御ご殿てんの南は、政務や儀ぎ式しきを執とり行う表と呼ばれる場所だ。そこには、能や舞まいを鑑かん賞しようする大きな舞ぶ台たいもあった。庭に面したその舞台の中央で杯さかずきを傾かたむけている男に、みこは声をかけた。

「あの……頼伸様。お話があります。少しよろしいですか？」

「ほう、こんな夜中に誰だれかと思えば。一人で来たのか？」

　月を眺ながめていた頼伸が、みこを見つけて目を丸くする。頷うなずくと、ふっと苦笑した。

「食われるかもしれないのに、狼の許に一人で来た勇気は褒ほめてやろう。こっちに来い。話ぐらいは聞いてやる」

　みこは心を奮い立たせて舞台に上がった。そしてあぐらをかいた頼伸の隣となりに座る。

「あの、単刀直入に言います。明日の勝負、止めてください。わたしにかこつけてるけど、家密と勝負したいだけでしょ」

「ははっ、本当に単刀直入だな。だが、お前にも興味はある。家密があれだけご執しゆう心しんなんだ。どんな味がするのか食ってみたい」

　頼伸が腕うでを回してみこの肩かたを抱だいた。その途と端たん、背筋がぞわわっとする。

（あれ、気持ち悪い……。なんでだろ、家密とか二海に同じ事されても何ともないのに）

　いますぐ手を振ふり払はらって投げ飛ばして蹴けりつけたかったが、みこはどうにか堪こらえた。

「わ、わたしなんてどうでもいいのはみえみえです。将軍を蹴け落おとしたくて……」

「いいや、将軍を、じゃなくて、俺は家密を蹴落としたいんだ」

　さらりと不ふ穏おんな事を呟つぶやかれ、みこは眉根を寄せた。頼伸がふんっと鼻を鳴らす。

「将軍なんてそんなに興味はないな。政務は面めん倒どうだし、大おお奥おくに女はいても春華がきっちり仕切ってるからそうそう自由に遊べやしない。酒だって昼間から飲めないしな。うんざりするほどのしきたりに縛しばり付けられる不自由な生活なんてごめんだね」

「じゃあ、どうして家密と勝負するの？」

「……俺より強い奴やつが、この世に存在するなんて許せないからだ」

　頼伸の顔から一いつ瞬しゆん表情が消えた。その代わり金色の目にだけ、ぎらぎらした光が宿る。みこは知っている。それは獲え物ものを狙う狼おおかみの目だと。

「自分より強い奴がいるとそれを蹴落とそうとする、それが狼の雄の本能だ。俺の方が強い、俺の方が賢かしこいって、相手をねじ伏ふせようとする。そうやって群れの中で頭角を現した奴が一族の長おさとなる。長が決まれば弱い奴は逆らえない。歩くのも、せっかく捕とった獲物を食うのもそいつの後だ。だけど俺は──もうあいつの後を歩くのはうんざりだ」

　頼伸から獣気がほとばしった。みこは息苦しくて、うめき声を上げる。その獣気は確かに、百獣国一の強さを誇ほこる家密と比べてもそん色がない。頼伸がみこの首筋に顔を近付けた。

「……お前は本当にいい香かおりがする。狼が花時に放つ媚び香こうをはるかにしのぐだろう。お前の血はどれだけ甘いのだろうな。今この場で食ってやったら、家密はどんな顔をするだろう」

　みこは恐きよう怖ふを堪えて、頼伸の金色の目を睨にらみ返した。そして懐ふところに忍しのばせた守り刀を取り出す。

「そんな事はさせない！　わたしはあなたたちの獲物じゃない。どきなさい！」

　力を込めた静かな声に、頼伸が一瞬動きを止めた。みこはその隙すきをついて頼伸の身体からだを突つき飛ばし立ち上がる。間合いをとって守り刀を構えると、頼伸が軽く目を見開いた。

「……恐おそろしい娘むすめだな。俺の獣じゆう気きを浴びてもなお、動けるとは。女でそんな事ができるのは、お前と春華ぐらいだぞ。だが気に入った。何でも言う事を聞く女よりはお前のような女の方が楽しそうだ。みこ、俺のものになれ。……そうしたらいい事を教えてやる」

「……いい事？」

　頼伸と距きよ離りを置きつつ、みこは問い返す。頼伸が片手を腰こしに当ててゆっくりと頷いた。

「ああ。……二、三日前、家密の食事に毒が混ざってたそうだな」

　みこは目を見開いた。あの事件は口外無用と春華の局から沙さ汰たが出ているはずだ。

「どうして知ってるのかって顔だな。みんな口に出さないだけで、噂うわさはもう広まっている。そうそう、俺はもう一つ面おも白しろい噂を知ってるぞ。あの時家密を襲おそったっていう男についてだ」

「本当に？　それって一体……」

「おっと、そう簡単には教えられない。これから先は情報料を払ってもらわないと。俺を楽しませてくれよ。その可愛かわいらしい唇くちびるで」

　すっと音もなく近付いた頼伸が、指でみこの唇をそっと撫なでた。すぐさま後ろに飛び退のいて怪け訝げんな顔をすると、頼伸が片眉まゆを上げた。

「もしかして、意味が判らないのか？　驚おどろいたな、家密は本当にまだ何もしていないのか？　じゃあ俺が教えてやる。情報だってやるんだ。悪い話じゃないだろ？」

　情報は喉のどから手が出るほど欲しい。それに家密との勝負だってやめさせたい。だが、この狼の口車に乗ったら、本当に頭からばりばりと食べられてしまう気がした。

「……あなたを楽しませてあげる」

　みこの言葉に、頼伸は珍めずらしくきょとんとして目を瞬またたかせた。

「驚いたな、お前は断ると思ってたが……」

「もちろん断ります。あなたが何を言ってるのかよく判らないけど、すごく危険そうだし。だからわたしはわたしのやり方であなたを楽しませてあげる。……明日あしたの武芸大会で」

　みこは決意を込めた目で、頼伸の目をまっすぐに見返した。
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　夜も更ふけた大奥は、見回りをする御火之番の足音だけが廊下に響ひびいている。彼女たちの目をくぐり抜けてみこがやってきたのは、御ご殿てん向むきと呼ばれる場所だ。そこにある千ち鳥どり之の間まという座ざ敷しきで背筋を伸のばして正座したみこを、正面に座った春華の局が見み据すえていた。

「こんなに遅おそくわたくしの部屋に一人で来るとは何事じゃ。今はお前に構っている暇ひまはないぞ。明日の武芸大会をどうにかして止めなければ。上様と頼伸様を戦わせては絶対にならぬ。もし上様の御おん身みに何かあったなら……」

　みな寝ね静しずまっている頃ころなのに、春華の局は打ち掛かけを羽織って化け粧しようもしたまま。まなじりはつり上がって、赤い瞳ひとみには怒いかりと焦あせりがかいま見えていた。みこは少しだけ苦笑する。

「春華の局様は徳川家が一番大事だと言われますが、やっぱり本当は上様が一番なのですね」

「何を言うのじゃ。わたくしの信条は徳川家の安あん泰たい！　徳川家の平へい穏おん！　徳川家の……」

「だったら将軍は頼伸様でもいいでしょう？　だってあの方も徳川家の一族。立派な狼ですよ。徳川家の事だけを思うなら、将軍はどちらでもいいはず。そんなに髪かみを振り乱みだして心配なさらなくてもいいのではありませんか？」

　春華の局が言葉に詰つまっている。ぎろりと睨まれたが、もう以前のように怖こわくはなかった。彼女は家密の事を心底思っている。ただ、それをうまく表現できないだけ。誤解を受けやすい所も空三に似ていると思えば親しみがわいた。春華の局が、ふうっと一つ息をつく。

「……妙みような所で勘かんの鋭するどい娘じゃな。いいか、わたくしはお前のようなどこの馬の骨とも判わからぬ娘と話す事などない。荷物をまとめてさっさと江え戸ど城から出ていけ」

「なるほど。狼の跡あと継つぎを産めないかもしれないわたしがもし正室になったら、必ず難なん癖くせをつける人達が出てくる。上様もわたしも傷つくでしょうし、もしかしたら危険な目に遭あうかもしれない。だからまだ傷が浅いうちに、自分が悪者になって上様とわたしを別れさせよう。……心の中はそんな感じですよね、春華の局様」

　にっこり笑うと、春華の局が一度目を大きく見開き、やや裏返ったような声を上げた。

「な、何を言っておるのじゃ。馬ば鹿かな事を！　わたくしはそんなつもりはまったくないし、お前を心配してなどおらぬっ」

「あっ、やっぱり心配してくださってるんですね。でも大だい丈じよう夫ぶです。わたしは上様をお守りしたくてここに来ただけなので、暗殺犯を見付けたら出ていきますから。ただ、その前に明日の武芸大会の事で春華の局様にお願いがあって参りました」

　一つ頭を下げると、春華の局が慌あわてている顔を開いた扇せん子すで半分隠かくした。

「願いじゃと？　一体何じゃ。聞くだけなら聞いてやろう」

「明日の武芸大会は上様達が出る個人戦の前に団体戦があるでしょう？　わたし、それに出場したいんです」

　春華の局が顔を隠していた扇子をぽとりと落とした。現れた顔には、驚きと呆あきれた様子が混じり合った複雑な表情が浮うかんでいる。

「な、何を馬鹿な事を！　あれは侍さむらい達が武芸を披ひ露ろうする場であって、未いまだかつて女が出たなどという話は聞いた事もないわ！」

「では、わたしが最初の女になります。武芸の方なら大丈夫です。なぎなたの腕は侍にも引けをとりません。わたしは必ず優勝してみせます！」

　真しん剣けんな目で見つめると、眉まゆ根ねを寄せた春華の局が膝ひざに落ちた扇子を拾い上げた。そして一息ついてから、みこの目を見つめ返す。

「……急にそんな事を言いだしたのは、何か理由があるのであろう？」

「はい。明日の武芸大会、私も上様が戦うのを止とめたくて頼伸様に直じか談だん判ぱんに参りました」

「ひ、一人でか？　お前は頼伸様に狙ねらわれておるのじゃぞ」

「頼伸様はわたしにかこつけて上様と勝負がしたいのです。上様のいない所で、本気でわたしに何かしようとはしないでしょう」

　春華の局がはっとしたように目を見開いた。そしてみこを見つめて、一つ頷うなずく。

「まあ、確かにそうかもしれぬ。今までも頼伸様は度たび々たび上様を挑ちよう発はつするような言動をとってこられた。だが、上様はいつもそれを無視されてきたのじゃ。しかしお前が絡からむと上様はつい感情的になられる。頼伸様はそれを見み抜ぬいたのであろうな」

　みこは先さき程ほどの頼伸との話を思い出しつつ、口を開いた。

「頼伸様はわたしと約束をして下さいました。わたしが団体戦に出て、頼伸様を楽しませるような活かつ躍やくをして優勝できたら、上様との勝負を止めて下さると」

「な、何じゃと！　それはまことか？」

「はい。ですが、頼伸様は女のわたしが武芸大会に出る事すら無理だろうとも仰おつしやっていました。確かにわたしが出場するといっても、誰だれも許してはくれないでしょう。ですからここに参りました。春華の局様、あなたは江戸城の影かげの実力者。わたしが出場できるようお口くち添ぞえをお願いいたします！」

　両手をついて頭を下げると、春華の局がパシンッと音を立てて扇子を閉じる。

「無理じゃ。いくらなんでもそんな事は……」

「上様の為ためです！　わたしが出場して優勝すれば上様は戦わなくてすみます。それだけではありません。頼伸様を将軍にと推おす方達はまだ江戸城にいると聞いています。頼伸様が上様に一いつ矢しでも報むくいれば、彼を推す方達がまた色めき立つかも。そしてまた頼伸様が将軍に相応ふさわしいと言い出すかもしれません」

　両手をついて顔だけを上げ、考えこむように眉根を寄せている春華の局に真剣な目を向ける。

「そうなれば、江戸城は荒あれるでしょう。上様はまたお命を狙われるかもしれない。江戸の町にもその余波が伝わって、今の泰たい平へいの世が崩くずれてしまうかもしれない。そんな最悪な方へ話が転がらない内に、わたしがこの手で止めてみせます！」

　興奮しているのか身体が燃えるように熱かった。その熱を放つように毅き然ぜんとして言い切ると、目を見開いた春華の局がなぜかひゅっと息を吞のんだ。どうしたのかと見つめると、彼女の手がわずかに震ふるえているのに気づく。みこの視線に気づいたのか、その手はさっと背中に回された。

「何でもない。お前、名前は確かみこと言ったな。……そうか、みこか」

　何かを嚙かみしめるようにみこの名を呟つぶやいた春華の局が、息をついて顔を上げる。

「……お前が今言った事はわたくしも思案していた。江戸城の混乱に、絶対に巻き込んではならぬのが国と人。頼伸様との戦いは、百ひやく獣じゆう国こく全体を混乱へと導く恐れがある。それだけは絶対に避さけなければ。……ただの町娘にしてはずいぶん視野の広い事を申すな」

「お茶やお花は苦手ですが、そういう教育は受けています。なぎなたの腕うでの方も、春華の局様に満足して頂けるはずです」

　わざと不敵な笑えみを浮かべる。自信はたっぷりなのだと彼女に見せたかった。

「……よかろう。お前のその根性が気に入った。みこ、団体戦に出られるよう、わたくしが手を回そう。その代わり、絶対に優勝するのじゃぞ！」

「はいっ、お任せ下さい！　春華の局様」

　みこは再び両手をついて、深々と頭を下げた。







[image: 第五章　みこ争奪武芸大会]







　チリチリチリチリと、うずく身体からだに堪たえるのは苦しくてたまらない。

　二海は、武芸大会が行われる本丸御ご殿てんの表にある白しろ書しよ院いん広間の壁かべにもたれていた。五十畳じようはある広間の下座は一段下がった板の間になっている。そこで腕に覚えのある武官達が己おのれの得意な武芸で勝負するのだ。水色の着物と紺こん色いろの袴はかまを身につけた二海は、板の間に集まったたくさんの出場者たちを仏ぶつ頂ちよう面づらで見つめていた。

　本当は部屋から出たくなかった。狼おおかみの花はな時どきである今の季節は、抑おさえきれない高ぶりが身体を支配して叫さけび出しそうになる。個体差もあるしある程度の年齢になると段々と落ち着いてくるというが、身体を焼く欲よく望ぼうの炎ほのおは一向に消える気配をみせない。

「ちきしょう。この時期さえ乗り越えられれば、俺はもっとみこに相応しい男になれるのに」

　二海はぼそりと呟いた。本当はみこが欲しいと身体が叫んでいる。腹の奥からわき出る欲望を知れば、彼女は傷つくだろう。食事を食べないと言ったら、みこは悲しい顔をした。その悲しい顔さえも、もっと歪ゆがませてやりたいという欲望にかられた。この醜みにくくて黒い欲望が収まるまでは、二人きりになりたくない。みこにそれをちゃんと伝えられないのは、こんなにどろどろとした欲望を抱かかえている自分を知られたくないからだ。初はつ恋こいの相手であるみこには、常に寛かん大だいで優やさしい男だと思われたかった。

「……しつこいよな、俺も。たった一日会っただけの少女に八年間ずっと恋こいしてるなんて」

　思わず本音がもれてしまう。初めて会った時、殺されるかもと泣いたら、みこは江戸まで会いに来てくれると約束してくれた。その約束が命の危険すらあった江戸城の暮らしで唯ゆい一いつの希望だった。みこと江戸で再会した時は、嬉うれしくて嬉しくてたまらなかった。もう二度と彼女と離はなれたくないし、嫌きらわれたくもない。だから恋れん愛あいに疎うといみこが自分に恋してくれるまで待つと決心していたし、振ふり向いて貰もらう為の努力はいくらでもするつもりだった。

　なのに、獣けものとしての本能がそれを邪じや魔まする。

　考えこんでいると、広間が急にざわついた。顔を上げると、いつもの着流し姿で現れた家密が、小こ姓しようを従えこちらに来る所だった。近くにいた者たちが一いつ斉せいに膝を折り頭こうべを垂れる。二海もそれに倣ならった。

「みな、面を上げて立て。今日は武芸大会。堅かた苦くるしい挨あい拶さつはいらぬ」

　家密の一言に、戸と惑まどいつつもみんな立ち上がる。二海はそっと家密に近付いた。

「兄貴……何度も言うけど、みこを賭かけて勝負するなんてやめろよ。あんな奴やつがちょっかいかけたって、俺達でみこを守ればいい。逆に勝負なんて受けて万が一の事があったら、その方がよっぽどみこにとって危険だ」

　必死で説得してみるが、家密は答えなかった。そこへ背後から声がかかる。

「おや、兄弟仲良く何の相談だ？」

　機き嫌げんが良さそうな頼伸が槍を片手に立っていた。頼伸は二海に目をやって鼻を鳴らす。

「久しぶりだな、家春。江え戸ど城にいるはずなのに、部屋に籠こもってばかりでちっとも姿が見えない。ほう、顔色がいいな、それに五年間寝ね込んでる病人にしては、ずいぶんとごついな」

「叔父おじ上うえも相変わらずお元気そうで。そろそろ三み十そ路じですから少し落ち着かれたらいいのに」

　頼伸の嫌いやみに、たっぷりとした皮肉で返す。頼伸がははっと声を上げて笑った。

「言うようになったな。子供の頃ころのお前は本当に可愛かわいかったのに。振り袖そで着て兄貴の後ろに隠れてびくびく震えててさ。ああ、すまない。それは口にしてはならないんだった。闇やみ狼ろうは不ふ吉きつの前兆。徳川家を破は滅めつへと導く存在。おおやけには存在してないはずだしな。でも俺にだけこっそり教えてくれ。お前と家密だったらどっちが強いんだ？　俺は強い方と戦いたいんだ」

　頼伸の口元がすっとつり上がり、白い犬歯が見え隠れした。二海は同じように笑みを浮かべる。自分の鋭するどい犬歯も、頼伸に見えているだろうか。

「……家密様、と呼んで下さい、叔父上。兄は徳川家では最強です。あなたなどよりもずっと強い。もちろん俺よりもね」

　頼伸の金色の瞳ひとみがぎらりと光った。睨にらみ合っていると、背後から春華の局の声がした。

「お二人とも。落ち着いて下され。狼の方々は今の時期気が荒あらくなって困ります。周りをご覧下さい。お二人の獣気に当てられて、みな倒たおれておりますぞ。この春華もいい年でございますれば、強い獣気を浴びると気分が悪くなってしまいます。ご勘かん弁べんを」

　はっとして周りを見ると、近くにいた侍さむらい達が蹲うずくまって、怯おびえたように震えていた。頼伸がふんっと鼻を鳴らす。

「俺達二人の獣気を浴びてもずかずか近付いてくる女が、年寄りぶっていい年だなどとよくも言ったものだ。まあいい。続きは兄貴の方とやろう。後でじっくりな」

　頼伸が背を向けて、その場から去っていった。二海は唇くちびるを嚙みしめる。頼伸の獣気はやはり、かなり強い。家密を信じないわけではないが、必ず勝てるとは断言できない。

「兄貴、何で黙だまってたんだ。少しは言い返せば……ん？　そのびっくりした顔何だよ？」

　家密の方を向いた二海は、彼が目を見開いて眉まゆ根ねをぎゅっと寄せているのに気づいた。視線は武芸大会の出場者が集まっている板の間に向けられている。二海もそちらに目をむけたが、白い着物と紺色の袴はかま、はちまきとたすきをかけた侍達がいるばかりだ。

「むさい侍ばっかり集まってるな。まあ武芸大会の出場者だし当然か。兄貴、よそ見してないで、俺の話を……んんっ!!」

　家密に顔を向けた二海だが、ふいにとても見慣れたものが目の端はしに映って、慌あわてて視線を板の間に戻もどす。屈くつ強きような男達の中で、明らかに異質な者がいた。

「な、なぁ、兄貴。あの、あまりにも背が低くてあまりにも身体が細くて、ごついおっさんたちの中で一人浮ういてるあの赤毛は……。すげぇ周りからじろじろ見られてるのに、なぎなた持って袴穿いて仰のけ反ぞるぐらいに胸を張ってるあいつは、まさか……」

「ああ、二海。私の目の錯さつ覚かくかと思ったのだが、お前にも見えるのならきっと現実だな。みこは一体あんな所で何をやって……」

「ああ、あの娘こなら武芸大会の団体戦に出るのですよ」

　あっさりと答えたのは春華の局だ。二海は慌てて彼女に詰つめ寄る。

「だ、団体戦に出るってなんだよ！　出られるわけないだろ。あいつは女だぞ！」

「ええ、判わかっております。ですから、大奥代表として出場する事をわたくしが許可しました。……みこ！　みこ、こっちにはよう参れ！」

　手招いた春華の局に気づいたのか、みこがこちらに駆かけてくる。二海は訳が判らず、家密と顔を見あわせていた。
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「……つまり、お前が団体戦で勝ったら、頼伸が個人戦の出場を辞退するって言ったんだな」

　みこが二海と家密に連れてこられたのは、武芸大会が行われる広間の隣となりにある座ざ敷しきだった。仁に王おう立ちしている二海に聞かれて、座敷に座ったみこは大きく頷うなずく。同じく仁王立ちしてみこを見下ろしていた家密が、まなじりをつり上げた。

「いつそんな約束を？　まさかあいつと二人で会ったのか。何もされなかっただろうな」

「別に何にも。頼伸様の一番の目的はわたしじゃないし。……ねぇ、家密。わたしを賭けて勝負なんてしないで。わたしは自分の身は自分で守るよ。だから団体戦に出て優勝して、頼伸様の出場を止めてみせる」

　みこは腕うで組ぐみしている家密を見上げて、微笑ほほえみかけた。

「それに、家密の事もわたしが守ってみせる。その為ために江戸城に来たんだから。家密は将軍に相応ふさわしいと思う。どんなに崇あがめられてもお金があっても、将軍は束そく縛ばくされて自由のない暮らしで辛つらい事も多いと思う。わたし家密を見てると、富ふ士じ山さんで暮らしてた時の事を思い出すの」

　立ち上がって家密と向き合う。浮かべた笑えみは少しだけ寂さみしげなものになってしまった。

「わたし、社からほとんど出た事なくて、友達と呼べる人もいなくて、何かあっても相談する人もいなかった。雅様は優しいけど、神様だからそれなりに忙いそがしくて。外に出たいなとか、誰だれかと遊びたいなとか、いつも思ってた。わたしなんかと比べちゃいけないけど、同じような状じよう況きようなのに、家密はすごく頑がん張ばってる。大した事はできないけど、わたしも手助けがしたい」

　よく家密がしてくれるように、彼の頰ほおに手を当てた。そうすると家密の目が優しくなる。

「だがこんなに小さな手で戦わせるのは忍しのびない。それに武芸大会は真しん剣けん勝負だ。私がいくら将軍でも八や百お長ちようはさせられない。みな本気でお前を倒しにくるぞ」

「大だい丈じよう夫ぶ、わたし結構強いから。ね、二海」

　声をかけると、視線をそらして仏頂面をしていた二海が、慌ててこちらに顔を向けた。

「た、確かになぎなたの腕うで前まえは認める。武芸大会は文字通り武芸を披ひ露ろうする場だから、武器は何でも自由だしな。だがいくらお前でも無理だって。……あ、そうだ。お前が出るのは団体戦だよな。確か三人いないと出場できないだろ。お前一人じゃいくら頑張ったって……」

「それも大丈夫。準備は万ばん端たん！」

「師し匠しよう、そろそろ団体戦が始まりますよ」

　胸を叩たたくと、襖ふすまががらりと開いて空三の声が聞こえた。目を向けたみこはそのまま硬こう直ちよくする。

「く、空三……？　なに、その恰かつ好こう」

　空三が身につけているのは、肩かたが張りだして裾すそが引きずるほど長い裃かみしもという、身分が高い侍が正式な場で着るものだった。

「武芸大会で師匠と一いつ緒しよに戦うのです。失礼があってはなりません。正装するべきかと思いまして」

　ずるずると袴のすそを引きずってこちらに来る空三に、二海が頰を引きつらせる。

「武芸大会でこの恰好はどう考えたって動きにくいだろ！……いやそんな事より空三、お前みこと団体戦に出る気なのか？」

「ええ、師匠が私に〝頼たよりにしている〟と仰おつしやって下さったんです。敬愛する師匠にそう言ってもらえるのは何よりの喜び！　私は師匠の（弁当百個の）為なら命をも投げ出す覚かく悟ごです！」

「……お前今、師匠って言った後に、弁当百個って小声で言ったよな」

「気のせいです、二海。師匠の（弁当千個の）為なら命をも投げ出す覚悟です、と言ったんです」

「やっぱり言ってるじゃねぇか！　しかもさりげに弁当の数が増えてるし」

「そうだよ、空三。手作り弁当千個は優勝したらって前置きがつくんだからね」

「ええ、師匠。判っております。この空三、師匠の（弁当一万個の）為ならたとえ地じ獄ごくの閻えん魔まだろうと一刀両断にしてみせます！」

　空三が片足で畳たたみを踏ふみしめ、まるで舞ぶ台たいに立っている時のように見み得えを切った。みこは呆あきれつつ、何とか気を取り直す。

「……えーと、空三はすっごく変だけど、居合の達人だし。とにかく仲間はちゃんといるし、これで出場できるよ、二海」

「だ、だが、三人必要なんだぞ。こいつだけじゃまずいだろ。……って、空三。お前いつまで見得を切ったまま制止してるんだ。前から言おうと思ってたが、お前は一応俺の護衛だろう。すっかり忘れてるかもしれないが、俺はお前の主君だ。少しは信津名を見習え。あいつは主人である兄貴の命令には絶対……」

「うっうっ、ごめんなさい～」

　聞こえたのはわずかに開いた襖からだ。目をやったみこはにんまりとする。反対に二海と家密の顔が思いっきり引きつった。なぜならそこで座っていた信津名は、はちまきにたすきがけ、そして白い着物に紺こん色いろの袴という、どこからどう見ても武芸大会の出場者の恰かつ好こうをしていた。

「──何をしている、信津名！」

　家密の怒ど声せいに、信津名がひぃっと身を縮こまらせた。みこは襖に近付いて、がらりと開ける。

「一陸に頼もうと思って捜さがしたんだけど、見つからなくて。それでどうしようかと思ってたら、空三が信ちゃんに頼むといいって言うから。ちょっと頼りないけど、三人いないと出場できないし、お願いしたら快く引きうけてくれて」

「信津名！　どうしてみこを止めなかったんだ！」

「すいません、上様！　昨日みこ様に忠義を尽つくしますとか大見得を切ってしまいまして……。それにまさかみこ様が出るなんて思わなかったんです。もし優勝できたら、頼伸様が個人戦への出場をやめて下さるとも聞いて。上様に無用な戦いはして貰もらいたくなかったんです～」

　土下座して平謝りする信津名に、家密の握にぎった拳こぶしがふるふると震ふるえた。みこは腰こしに手を当てて、家密と二海に目を向ける。

「とにかく三人揃そろってるし、わたしは出場する。自分の身を守る為だもの。それに、家密が将軍職を降りるなんて事になるのは絶対に駄だ目め。申し込みはこの三人でしてあるんだから、家密に言われて信ちゃんが棄き権けんするなら、わたしが二回戦う。これはもう決めた事だから」

　意志の強さでは誰にも負けないと自負している。きっぱりと言い切ると、家密と二海が困ったように顔を見あわせた。
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「先せん鋒ぽう戦、始め！……んっ？　ああっ……先鋒、稲葉蛍之進殿どの、勝利！」

　いよいよ団体戦開始の第一戦目。あろう事か、開始の合図に続けて審しん判ぱんの慌あわてた声が勝利宣言をした。信津名と今後の作戦を立てていて、ほんの少しだけよそ見をしていたみこは、慌てて板の間の中央に目を向ける。裃をまとった空三は腰にさした竹刀しないに手をかけたまま、一歩も動いていないように見えた。それなのに相手の身体からだがぐらりと揺ゆれて板の間に突っ伏ぷしたのだ。

「……え？　今、何が起こったの？　空三ってばどうやって相手を倒たおしたの？」

「それが見えたら、百ひやく獣じゆう国こくでも一、二を争う剣けん豪ごうになれますよ。みこ様」

　肩を竦すくめた信津名の言葉を聞いて、みこは顔を引きつらせた。

「噓うそっ。本当にもう終わったの？　あ、空三が戻もどってきた。じゃあ、わたし行ってくるね！」

　なぎなたを片手に立ち上がると、正座をしていた信津名が腰を浮かせた。

「あっ、みこ様。やっぱり私が中ちゆう堅けんをやります。みこ様はあまり戦わない方が……」

「平気だって。信ちゃんは数あわせで来てもらっただけだし。怪け我がとかしたらいけないから待ってて。それに頼伸様と約束したのはわたしだもの。わたしが頑張らなきゃ！」

　心配そうに見つめる信津名の視線を背に、板の間の中央まで進むと、縦も横もみこよりずっと大きな男が待ちかまえていた。男はみこをじろりと睨にらみつけ、ふんっと鼻を鳴らす。

「大おお奥おく代表とはどういう事だ？　こんな小こ娘むすめ相手に勝っても嬉うれしくはないぞ！」

「大丈夫です。だってあなたはわたしに勝てないから。そしたら普ふ通つうに悔くやしいだけでしょ」

　自信満々に笑みを浮うかべると、男が顔を真っ赤にして怒いかりを顕あらわにした。

「なんだとっ、その言葉、よく覚えて……うっ！」

　男の視線がみこの頭の上に注がれている。突とつ然ぜんぶるぶる震えだした男を見て、何事かと振ふり返ると、上座にある座ざ敷しきで観戦していた家密と隣となりにいる二海が、まるで目から稲いな妻ずまを放つような勢いで、男を睨みつけていた。

〝殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す……！〟

　二人が念じている声が聞こえてくるようだ。百獣国で最強の家密と、その弟で闇やみ狼ろうの二海の獣じゆう気きを一身に浴びた男が息も絶え絶えにくぐもった悲鳴を上げた。
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　みこは二人をきっと睨んで、声には出さずにぱくぱくと口だけを動かした。

〝邪じや・魔ま・し・た・ら・絶・交！〟

　どうやら伝わったらしく、二人が渋しぶ々しぶと男から目を逸そらした。途と端たんに息ができるようになったのか、男が膝ひざをついてはあはあと肩であえいでいる。

「な、何だったのだ。今上様と……」

「何でもないですよ。審判、始めましょ！」

　みこのかけ声に、男がやっと立ち上がる。まだ怪け訝げんな顔をしている男と向き合って、すうっと息を吸いこんだ。なぎなたを構えると、男もやっと気を取り直したのか、竹刀をこちらに向ける。

「中堅戦、始め！」

　審判の合図で、男が竹刀を振り上げ一歩踏み込んだ。振り下ろされた竹刀を、みこはさっと後ろに下がって避よける。男がちっと舌打ちした。

「すばしっこいな、小娘！」

「あなたは動きが鈍にぶすぎる。ちょっとお肉がつきすぎじゃない？」

　隙すきをついて、腹の肉をむんずっと摑つかんでやると、男が目を見開いた。

「き、貴様っ。いつのまに！」

「だから動きが鈍いんだってば、もっと足あし腰こしを鍛きたえなきゃ」

　男が繰くり出す攻こう撃げきをひらりひらりと舞まうように避けた。身の軽さには自信がある。力ではどうしても男にはかなわないと判わかっているから、得意な部分をのばしたのだ。

　男が竹刀を振り上げたのを見て、みこはにんまりとする。その攻撃は先さき程ほども見ていた。実はみこには、もう一つ得意な事がある。

「わたし、すごく目がいいんだ。さっきもだったけど、竹刀振り上げる時、脇わきががら空き！」

　叫さけんでなぎなたで男の右脇を狙ねらった。男が竹刀を振り下ろすより、なぎなたを持つ手に手て応ごたえを感じる方が早かった。

「ううっ……！」

　男が竹刀を落として、目を白黒させながら倒れ込む。膝をついたのを見て審判が手を上げた。

「中堅、大奥代表、みこ殿。勝利！」

　みこはすぐさま振り向いて、家密と二海に向かって拳を握って振り上げた。二人は離はなれていてもわかるくらいに表情に安あん堵どの色が見える。倒れ込んで呻うめいている相手に一礼し、その場を後にした。勝負が終わったばかりだが、みこはすぐに気を引き締しめ直す。一回戦は勝って当たり前。ここで油断してはいけない。何しろみこの目標は優勝の二文字なのだから。




「……みこ様。お強いんですね。びっくりするぐらいお強いんですね。もう十回ほど戦って、空三もみこ様も一回も負けてないんですが。次は決勝なのに、大将の私には一度も順番が回ってこないんですが。このままだと上様に何をやってるんだと叱しかられてしまいますが……」

　暗い面おももちで項うな垂だれているのは信津名だ。板の間の隅すみで正座していたみこは、肩かたを竦めた。

「だから信ちゃんは数あわせで頼たのんだだけなんだから、気にしなくていいってば」

「気にします！　次の決勝戦、私に先鋒か中堅をやらせて下さい。私もお役に立ちたいです」

「気持ちは判るけど、次は大事な決勝だよ。今まで空三とわたしで常に二勝していい感じなんだから、それをここで崩くずすのはちょっと……。それに、あの、すごく申し訳ないんだけど、信ちゃんっていつも背中が丸まってて自信なさげな話し方だし、あんまり強そうには……」

「見えないとか仰おつしやるんですか！　そんな事ないですよ。私はこれでも……んんっ！」

　なおも言い募つのろうとした信津名が、板の間に入ってきた決勝戦の相手を見て、顔色を変える。みこも慌ててそちらに顔を向けると、かなり大おお柄がらで筋肉質の中年男が二人。そして細身で色白の青年が一人こちらを見て薄うすく笑っていた。信津名が珍めずらしく視線を厳しくする。

「あの体格のいい二人は丸まる目め長なが好よしと疋ひき田た陰かげ兼かね。あいつらが出てきたのか……」

「何者なの？」

「タイ捨しや流と疋ひき田た陰かげ流の使い手で、個人戦の方でいつも優勝候補として名が挙がる二人です」

「じゃあ、もう一人のあの細い子は誰だれ？」

「あれは……えっと、誰でしょうね。丸目殿どのも疋田殿も外と様ざま大名に仕える藩はん士しで、武芸大会の時にだけ登城されるのです。多分どちらかの弟で子しではないかと」

　空三が懐ふところから丸眼鏡を押し上げて、相手方をじっくりと見つめた。

「……師し匠しよう、相手方の並びからすると一番右の丸目が先鋒、真ん中の疋田が中堅、あの細い青年が大将のようです。丸目と疋田の噂うわさは私も聞いた事がありますが、かなりの使い手です。ここは確実に勝ちを狙う為ために、あえて信津名を中堅で使いましょう。いわゆる捨て駒ごまです」

「信ちゃんが負けても、大将のわたしがあの青年から勝ちを取るわけだね。うーん、そういう計算をするのって卑ひ怯きような感じがして嫌いやだなぁ」

　悩なやんでいると、信津名が片手を上げて身を乗り出した。

「あ、あのっ、私、頑がん張ばります！　中堅やらせて下さい。一度ぐらい出場して活かつ躍やくしないと上様に怒おこられますから。お願いです、みこ様」

　拝むように両手をあわせた信津名に、みこは肩を竦めた。

「じゃあ、中堅は信ちゃんでいこう。空三とわたしで必ず二勝するから、信ちゃんは負けてもいいからね。相手はすごく強いみたいだし、お願いだから怪我だけはしないで」

　信津名が嬉しそうに頷うなずいた。みこは改めて板の間に目を向け、これが本当に最後の勝負だと、心の中で気合いを入れた。




「決勝、先鋒戦、始め！」

　審判の声を合図に、敵の丸目と睨み合った空三が、腰こしの竹刀に手を当てた。いつもならその瞬しゆん間かん相手が倒れている。今度もそうだろうと思っていたみこは、がつっと音がしたのに驚おどろいて、目を見張った。目にも留とまらぬ速さで繰り出された空三の竹刀を、丸目は左手に持った竹刀でしっかりと受けとめたのだ。丸目がにやりと笑う。

「お前が稲葉蛍之進か。居合の達人、坂さか田た一いつ刀とう斉さいがその才能に惚ほれ込んですべての技わざを伝授したという。お前が数年ぶりに出場していると聞いて、戦うのを楽しみにしていたぞ」

　竹刀を合わせたまま、空三が眉まゆ根ねを寄せる。丸目が一度空三から離れて間合いをとった。

「居合は一いつ瞬しゆんの勝負だ。最初の一ひと太た刀ちを交かわされれば威い力りよくは半減する」

　丸目の自信満々の声が聞こえて、みこは一気に緊きん張ちようした。どくどくどくと脈打つ心臓の音がいやにはっきりと聞こえ出す。だが隣で観戦していた信津名は、ぽりぽりと頭をかいた。

「馬ば鹿かだなぁ、最初の一太刀で倒れておけばよかったのに」

　どういう意味か聞きたかったが、板の間で行われている勝負に目が釘くぎ付づけで聞き返す暇ひまさえなかった。空三の赤い瞳ひとみがきらりと光る。何をするのかとハラハラして見ていると、空三が突然持っていた竹刀を投げ捨てた。同時に丸目の懐に飛びこむ。虚きよをつかれて慌てて斬きりかかってきた丸目の腕うでをとり、そのまま軽々と投げ飛ばした。ごろごろごろと勢いよく転がった丸目が広間の壁かべにどんっとぶつかって止まった。

「先せん鋒ぽう、稲葉蛍之進殿、勝利！」

「待て！　今のは反則だ。これは武芸大会だぞ。それなのに刀を捨てて投げ飛ばすとは」

　抗こう議ぎしたのは観戦していた疋田だ。だが上座で肘ひじ掛かけにもたれていた家密が、身を起こした。

「いいや、今のは無刀流という流派の技だ。無刀流は武器をもたず、だが刀を持った相手にも負けないという考えのもとに作られた。相手を恐おそれずその間合いに入り込む覚かく悟ご。そして武器に頼たよらず相手を制す技。戦国の時代が終わって泰たい平へいの世となった今に相応ふさわしい剣けん術じゆつとして、数年前から江え戸ど城でも奨しよう励れいしている。外様大名に仕える侍さむらいは、そんな事も知らないのか？」

　疋田が膝をついて頭を下げる。将軍に対しての礼だろうが、顔には悔しさが滲にじみ出ていた。

　倒たおれている相手に向かって律りち儀ぎに礼をした空三が、こちらに戻もどってくる。

「すごいっ。恰好いいよ、空三！　居合だけじゃなくって体術もできるんだね」

「ええ、私は何をやってもうまくできてしまうんです。ですが、最後にはいつも師し範はんたちに宝のもちぐされだと言われて呆あきれられてしまう。……どうしてでしょうね？」

　真顔で聞かれて、何と返答していいか困っていると、信津名がおずおずと声をかけた。

「あの、行って参りますね、みこ様。確認ですが、もしここで私が勝てば優勝です。そうしたら頼伸様は、上様と戦うのを止めてくださるんでしょう？」

「うん、でもそんなに気負わなくてもいいよ。信ちゃんが負けても次にわたしが勝つから」

　バシッと背中を叩たたくと、信津名が頰ほおを引きつらせる。だが、それ以上は何も言わず、板の間の中央へとそそくさと移動した。




「がんばれっ、信ちゃん！」

　みこは板の間の中央にいる信津名に精せいいっぱいの声せい援えんを送った。先程合図の声がかかって、信津名は竹刀しないを持ったまま、疋田と睨にらみ合っている。

「あれ、信ちゃんて、ああやって真しん剣けんな顔をしてると恰かつ好こういいかも。本性は犬のくせにいつも猫ねこ背ぜだけど、今みたいに姿勢正しくしてたら背だって高いし、筋肉だってけっこうしっかりついてるし。かなり凜り々りしいかも！」

　妙みような事に感心しつつ、みこは必死で応おう援えんした。信津名と疋田はぴくりともしない。しばらくそれが続いて、広間には息苦しいほどの緊きん張ちよう感かんが漂ただよいはじめていた。

　その均きん衡こうを破ったのは信津名だ。ぐっと地を蹴けって飛び上がり、疋田の頭上目がけて竹刀を振ふり下ろす。だが疋田は持っていた竹刀でそれを振り払はらい、すぐさま落下してくる信津名の脇わき腹ばらを狙った。みこは思わず目を瞑つぶる。だが審しん判ぱんの試合終しゆう了りようを告げる声は聞こえなかった。代わりに竹刀のぶつかる音が何度も聞こえ始める。

　慌あわてて目を開けると、信津名と疋田が互たがいに一歩も譲ゆずらず竹刀で打ち合っていた。だが、信津名が竹刀を振る速さがわずかに疋田に勝っている。防戦するだけで手いっぱいになった疋田の動きを見み逃のがさず、信津名が竹刀を振り上げた。

「はあっ！」

　気合いの声とともにガツッと音がして小手が決まった。疋田が竹刀を取り落とし、すかさず信津名が竹刀を振り下ろす。頭にぶつかる直前でぴたりと寸止めした信津名は、会心の笑みを浮うかべた。

「中ちゆう堅けん、松平信津名殿どの、勝利！」

　審判の声を受けて、信津名がこちらに戻ってくる。みこは慌てて駆かけ寄った。

「すごい！　信ちゃんって強かったんだねっ。信ちゃんの剣術、示じ現げん流と見た。たくさんの敵と戦う事を想定した実戦重視の流派！」

「よくご存じですね。これでも示現流の免めん許きよ皆かい伝でんなんです。それにですね、自じ慢まんに聞こえるので黙だまっていましたが、武芸大会の個人戦でも四年連続で優勝していたりするんですよ」

　そう言いつつも、信津名は鼻高々だ。思わず尊敬の眼まな差ざしで見つめると、空三がすぐ近くでぼそりと呟つぶやいた。

「師匠、信津名は大した事ありません。ちなみに私は武芸大会の個人戦では五年連続で優勝しました。私が二海について城を出た後、万年二位だった信津名が初めて優勝したんです」

　信津名が笑うのをぴたりと止め、すました顔の空三にじっとりとした視線を向けた。

「た、たまには私に花をもたせてくれてもいいのではありませんか？　確かに私は一度もあなたに勝てませんでしたけど。いつもこてんぱんにやられてましたけどっ」

「信津名、師匠に気安く話しかけないでください。私の次に強いから、あなたを師匠に推すい薦せんしただけですから。師匠の弁当を狙ねらう男はこれ以上必要ありません」

「空三、とうとう弁当が小声じゃなくなっちゃったね。まあいいや。……あっ、それよりこれで二勝したから優勝じゃない。やった！　これで家密が戦わなくても……」

「それはどうかな」

　聞こえた声に振り向くと、いつのまにか頼伸が近くで立っていた。みこは思わず身構える。

「どういう意味？　優勝できたら個人戦の出場を止めてくれる約束でしょ」

「お前が優勝したらって約束だったはずだ。それに俺を楽しませてくれるって言ったから期待してたんだぜ。個人戦で常勝してるそこの二人が戦って勝つのは当たり前だ。せっかくの決勝戦だし、もう一勝負見せてくれ。そこで俺が楽しめたらちゃんと約束は果たしてやる」

「頼伸、貴様……！」

　家密の声が響ひびいた。みこはそちらを向いてゆっくりと首を振る。そして頼伸に視線を戻した。

「……判わかりました。でもわたしが勝ったら、ちゃんと約束を守って下さい」

　頼伸が頷いたのを見て、みこは傍かたわらに置いたなぎなたを握にぎりしめる。そして相手方の最後の一人、細身の若い男をじっと見つめ、拳こぶしを握りしめた。

「絶対に負けないんだから！」




「大奥代表みこ殿、沖おき永なが船ふな好よし殿、礼っ」

　みこの相手の若い男は、名を沖永というらしい。本来ならば、やらなくてもいい大将戦だったが、この勝負で勝った方が優勝という事で相手も納なつ得とくした。

　礼をしつつ、みこは相手をじっくり観察した。沖永はみこより身長は高いが、男としてはそれほど大きくはないだろう。手足にはきっちり筋肉がついているようだが、疋田や丸目ほどがっしりとはしておらず、全体的にひょろりとした印象があった。使う武器は竹刀のようだ。

（あれ？　誰だれかに似てるような似てないような……。色白の顔にそばかすで、細い眉まゆと目、薄うすい唇くちびる。……やっぱり知らない顔だよね。でも何か気になるな）

　眉根を寄せて考えこんでいると、審判が右手を挙げた。

「決勝、大将戦、始め！」

　みこはすぐさま、相手の動きだけに意識を集中させた。余計な事を考えるのは後だ。今は沖永を倒す事だけ考えなければ。なぎなたを向けると、沖永が竹刀で切っ先を軽くはじいた。そして間かん髪はつ容いれず竹刀を振り上げ、みこの懐ふところに飛びこんでくる。

「はっ！」

「そう簡単にはいかないよっ」

　ぴょんっと後ろに飛んで、振り下ろされた竹刀を避よける。ちっと舌打ちした沖永が、竹刀を左手に持ち替かえて、そのままみこの腹を狙った。がつっと音がしたのは、みこがなぎなたの切っ先を下に向けて、腹を狙う沖永の竹刀を受けとめたせいだ。そのまま押し返そうとしたが、沖永の竹刀はびくとも動かない。

（うわっ、この人細そうに見えるけど、力が強い！　やっぱり男の人相手に力勝負は無理だ）

　女としてもみこは身体からだが小さい方だ。どんなに鍛きたえてもなかなか筋肉がつかないのが悩なやみだった。当然腕わん力りよくもそんなにはない。だがみこは力だけで押す相手には負けない自信があった。再び、ぴょんっと下がって竹刀から逃のがれる。そのまま沖永から距きよ離りを置くように走り出した。

「逃にげるのか！」

「そんな卑ひ怯きような真似まねするわけないでしょっ！」

　みこはくるりと反転し、今度は沖永目がけて走り出す。虚きよをつかれた沖永が慌てて竹刀を構えようとした。その隙すきを与あたえず、助走をつけて空へと飛び上がる。

「力はないけど、身の軽さだけは天下一品だって誉ほめられるんだから！」

　空中で一回転し、沖永がいた場所に向かって急降下しようとした。だが今までいたはずの沖永の姿がない。目を見張ると、ふっと右側に違い和わ感かんを感じた。それと同時にみこはなぎなたの向きを変え、自分の右側をなぎ払う。

　がつっと音がして目を向けると、沖永が竹刀でなぎなたを受けとめていた。落下しながらも、沖永が目にも留とまらぬ速さで打ち込んでくる。それをなぎなたで受けつつ、どうにか着地した。

　同じく地面に降りた沖永は、そのまま跳はねるようにしてみこから一歩引き体勢を整ととのえる。

「……なかなか素す早ばやいな」

「あなたも侍にしてはずいぶん身軽だね。それにすごく用心深い。着地した後、一度わたしから距離を置いた。あなたが押してたんだから、そのまま打ち込んだ方が一本取れる確率が高かったのに。でもあなたは用心深いから、完全に体勢を整えてからしか勝負しない。それって、ちょっとの体勢の崩くずれが死に繫つながる事を知っている、実戦慣れした者の動きだよね」

　みこが視線を鋭するどくすると、沖永がゆっくりと笑みを浮かべた。

「余計なお喋しやべりをしてる暇ひまがあるのかな？」

　飛び上がった沖永が竹刀を振り下ろす。みこは両足で踏ふん張りつつ、なぎなたで受けとめた。

「負けるもんかっ」

　叫さけんで渾こん身しんの力を振り絞しぼり竹刀を押し返す。これ以上力の勝負に体力を使わない方がいい。みこはすぐさま判断し、沖永から距離を置いて再び助走をつけて飛び上がった。沖永がみこの攻こう撃げきを受けようと、竹刀を頭上に掲かかげようとする。みこはきらりと目を光らせた。

（いけるっ。わたしがなぎなたを振り下ろす方が一いつ瞬しゆん速い！）

　沖永の頭上目がけて、なぎなたを振りおろす。やはり防ぼう御ぎよは間に合わない。それに気づいたのか、沖永はぐっと身体を丸め、板の間を転がって何とかなぎなたを避けた。

「……うっ！」

　着地すると、背後で沖永のうめき声が聞こえた。見ると竹刀を持った右手を押さえている。

「捻ひねったの？　一いつ旦たん勝負は預けて、先に手当てを……」

「馬ば鹿かな事を。勝負は常に真しん剣けんなもの。このぐらいの事でやめてなるものか！　はっ」

　飛びかかってきた沖永に、みこは慌あわててなぎなたを構えた。どうやら利きき腕うでをやられたらしい。竹刀しないをなぎなたで受けとめつつ目をやると、手首が赤く腫はれていた。

「よそ見をする余よ裕ゆうがあるとはな」

　沖永の声がすぐ近くで聞こえてはっとした。振ふり下ろされた竹刀をなぎなたで返して、そのまま胴どうを狙う。だが沖永の右みぎ腕うでが胴との間に入りこんでいるのに気づいて、みこは思わずなぎなたを止めて、そのまま一度距離を置いた。

「そんなにこの腕が気になるか？　確実に勝ちたいならむしろ相手の弱点を攻撃するべきだ」

「……わたしはそうは思わない。真剣勝負だからこそ、万全の態勢で戦いたい。卑怯な手段で勝ったって、ちっとも嬉うれしくない！」

「ふっ、ずいぶんとお優やさしい事だ。この泰たい平へいの世にありがちな答えだな。ぬるま湯の中にひたってふやけた頭では、しょせんその程度の事しか考えられないのだろう」

　素早さでは同等だが、力では負ける。総合的にみこより沖永の方が上だろう。だが腕を捻っている今なら、みこにも勝機はある。それは判ってはいるが、どうしても沖永の弱点である右腕を狙う事はできなかった。

「ふやけた頭かもしれないけど、嫌いやなものは嫌なの。ちゃんと勝負しよう！」

　なぎなたをくるりと回して、両手で持ち直す。沖永の左手からすくい上げるように胴を狙った。沖永がとっさに両手で竹刀を持って、受けようとする。あの右手では衝しよう撃げきを受けとめられないだろう。みこはなぎなたがぶつかる直前で止めた。それを予想していたのか、沖永がすばやく竹刀を振り上げる。みこは構える暇もなかった。

　体勢が整っていないみこに、彼は容よう赦しやなく竹刀を振り下ろす。速い竹刀の動きのせいでぶんっと風が巻き起こった。その瞬しゆん間かん、沖永の袖そでが少しだけめくり上がる。

（えっ、今のは……！）

　みこは目を瞬またたかせた。自分が今見たものが信じられなかったのだ。

「隙ありっ」

　がつんっと音がして、沖永がなぎなたをたたき落とした。なぎなたはみこの手を離れて宙を舞まい、からんと音を立てて板の間に転がる。衝撃でじんじんとしびれる腕を庇かばいながら顔を上げたのと、沖永がみこの喉のど元もとに竹刀を突つき付けたのが、ほぼ同時だった。

「そこまで！　大将、沖永船好殿。勝利！」

　審しん判ぱんが沖永がいる方の手を上げた。みこは悔くやしさのあまり拳をぎゅっと握りしめたが、それでも沖永と礼をし、空三たちの許に戻もどった。

「師し匠しよう、やつが怪け我がしていたのなら、そこを重点的についてやればよかったのに。それに最後は急に動きが鈍にぶりましたよ。どうしたのです？」

「うん、ちょっと気になる事があって……。ああっ、どうしよう、負けた……！」

「気に病やむ事はない」

　唇を嚙かみしめていると、背後から声が聞こえた。振り向くと、薄く笑えみを浮うかべた家密と心配そうな顔つきの二海が立っていた。

「でも……わたしが勝ったら家密は勝負しなくてすんだのに」

「いい、お前が私の為ためを思って戦ってくれたのが嬉しい。怪我がなくてよかった。頼伸とはもう一度決着をつけなければならなかったのだ。あの目障ざわりな男を江え戸ど城から追い払はらってやる」

　剣けん吞のんな光が宿る金色の目は、飢うえた獣けもののそれだ。強い敵を見付けて舌なめずりする銀ぎん狼ろうの姿が見える気がした。二海がそんな家密の肩かたを摑つかむ。

「……兄貴、命のやりとりをするような勝負じゃないんだぞ。ただの武芸大会なんだから、それを忘れるなよ」

「判わかっている、お前はここで黙だまって見ていろ」

　余裕の笑みを残して、家密が竹刀を片手に颯さつ爽そうと板の間の中央に進みでた。その背中を見つめつつ、みこは首を傾かしげて隣となりにいる二海に声をかける。

「あれ……もう家密の出番なの？」

「ああ、個人戦は兄貴と頼伸が出るって判って、みんな出場を辞退した。どっちにしろ、普ふ通つうのやつらじゃ戦うどころか、兄貴の獣気を感じただけで失神しちまう。最初の戦いがもう決勝戦さ。みろ、頼伸が来たぞ」

　槍やりを片手に現れた頼伸は、家密をじっと見つめて余裕の笑みをたたえている。相対した二人は、顔は笑っていても目はぎらぎらとした光を放っていた。審判が礼を促うながしても、二人はぴくりとも動かない。全身から溢あふれ出す獣気に、近くにいる審判が足をふらつかせている。それは周りの者も同様だ。獣気にあてられて失神したのか、ばたばたと倒たおれる者が続出した。

「この試合を見届ける自信がない者は、広間から出て行きなさい！」

　声を張り上げたのは春華の局だ。侍さむらい達が次々に倒れていく中で、彼女は顔色一つ変えていない。侍達のほぼ全員が、戸と惑まどいつつも広間を後にした。残ったのは、腕に覚えがあるのだろう数人の侍達と審判。そしてみこと二海と空三と信津名、それに春華の局だ。

「……七年前の事を思い出しますね」

　信津名が家密達を心配そうに見つめつつ、二海に囁ささやく。

「ああ、あの日は確か……雨が降ってた。外で戦ったから二人とも雨と血に濡ぬれて。今でも兄貴に負けた時の頼伸の顔が忘れられねぇ。立つ事すらできない重傷だったのに、その目は闘とう志しを失ってなかった。動けない身体を引きずってでも兄貴の喉元に食くらいつこうとした」

　みこはその様子を想像して、背筋をぞっとさせた。二海が一つため息をつく。

「狼はやっかいだ。特に自分に自信がある狼は。群れの頂点に立ちたいって思うのは、雄おすの狼の本能だからな」

　二海の呟つぶやきを聞きながら、みこは大きく深呼吸した。獣気にあてられて、すっかり怯おびえてしまっている。気持ちを奮い立たせて板の間の二人を見つめた。どんなに恐おそろしくても、決してこの戦いから目をそらしてはならないのだと、自分に言い聞かせながら。




「決勝戦、始め……！」

　その合図とともに、審判ががっくりと膝ひざをついた。とうとう二人の獣気に堪えきれなくなったらしい。残っていた数人の侍達もいつの間にか倒れ込んでいた。広間の隅すみにいるみこにも、獣気は襲おそいかかっている。まるで身体からだの何十倍もの大きな石を背に抱かかえているようだ。みこがかろうじて立っていられるのは、二海が背に庇うようにしてくれているからだった。

　家密と頼伸は二人とも、その強大な獣気を相手に向けていた。頼伸が涼すずしい顔で笑う。

「お前と戦うのは七年ぶりだ。それまで将軍になんて興味はない、ただ弟の身の安全だけを心配してたお前が、急に将軍になるなんて言い出した。欲しかったのは権力か？　それとも金か？　それとも百ひやく獣じゆう国こく最強の座か？」

　二人は武器を構えようともしなかった。頼伸の問いに、家密はふっと笑みを浮かべる。

「そのすべてだ。私は百獣国一の権力と、自由になる金と、化か妖ようの頂点に立つ強さが欲しかった。心から欲しいものは一つだけ。だが私は、未いまだにそれを手に入れていない。だからまだ、お前に将軍の座を渡わたすわけにはいかないな」

「化妖の頂点に立っているというのに、まだ欲しいものがあるというのか？　傲ごう慢まんだな、家密。神にでもなりたいのか？」

「ふっ、近いが少し違ちがう。私は──神と戦うつもりだ。そうしなければ、私の欲しいものはまた手の届かない所に行ってしまう」

　言い切った家密に、さすがの頼伸も目を見開いた。

「はっ、それはいい。では神と戦う前に、俺と勝負だ」

　頼伸が持っていた槍を投げ捨てた。家密が苦笑しつつ、竹刀を放り投げる。

「頼伸、お前は目障りだ。そのよく動く口がいらぬ事を言い出さないうちに潰つぶしてやる」

　変化は二人同時に始まった。身体が大きく膨ふくらんで、鼻はな面づらがぐっと伸のびてくる。手と口元には、鋭するどくて尖とがった爪つめと真っ白な牙きば。銀の毛並みを持つ家密と、灰はい褐かつ色しよくの毛並みの頼伸。狼になった二人は、身体の大きさはほぼ変わらない。そして溢れる獣気もほぼ互ご角かくだった。

「兄貴、武芸大会だって言ってんだろ！　本性を出すのは御ご法はつ度とだぞっ。だめだ！……こっちを向きもしねぇ。二人とも興奮してやがるな。このままじゃ七年前の二の舞まいだぞ」

「と、止めましょう。上様は七年前も、頼伸様に嚙まれた傷が原因で、生死の境を彷徨さまよわれたのです。あんな事になる前に……うっ」

　真っ青な顔の信津名が二人に近付こうとしたが、すぐにがくっと膝をついて倒れ込む。二海が駆かけ寄って、信津名の襟えりを摑んでこちらに引きずった。

「お前には無理だ。まずあの二人の獣気を何とかしないと、俺でも側に寄るだけで立ってられなくなっちまう。春華、お前はどうだ？」

　青ざめた春華の局が、小さく首を振った。

「わたくしも足が竦すくんでおります。家密様か頼伸様、どちらかお一人なら全員でかかればあるいは止められるかもしれませぬが……。それでもまずは近付かなければ何もできませぬぞ」

　やっかいなのは二人からほとばしっている獣気だ。強い獣気に怯えるのは化妖の本能だった。これだけ強い獣気を放たれては、近付くだけで身体の力が抜ぬけて、動けなくなってしまう。

　地を這はうような唸うなり声を上げたのはどちらだろうか。見ると、狼たちは絡からみ合うようにして取っ組み合い、その身体に牙を突き立てていた。滑なめらかな毛並みだが、どちらも血で濡れている。板の間にもぱたぱたと赤い点ができていた。

「わたしが……わたしが家密を止める。だからみんなは頼伸様を止めて！」

　決意を込めたみこの言葉に、みんなが一いつ斉せいにこちらを向いた。

「馬ば鹿かな事をっ。あの中に入っていくなんて自殺行こう為いだ。それに近付く事だって……」

　みこが懐ふところから取り出した守り刀を見て、二海が言葉を止めた。この守り刀は炎守である雅に貰もらったものだ。これには神しん獣じゆう鳳ほう凰おうの獣気の一部が宿してある。これを使えば、みこも少しだが神じん通つう力りきをふるえるのだ。

「わたしは大だい丈じよう夫ぶ。必ず家密を止めてみせる。だから協力して」

「無理だ。兄貴はもう我を忘れてる。あそこにいるのは獣だ。ただ、目の前にいる敵を倒す事しか考えてない獣なんだ！　お前の事だってもう判らないんだぞ」

「でもこのままじゃ家密が危ない！　わたし、もう家密が怪我をする所なんて見たくない。八年前、わたしを庇って家密が怪我をした時からずっと後こう悔かいしてた。どうしていいつけを破って一人で村に行っちゃったんだろうって。わたしがいいつけを守らなかったから、家密がひどい怪我をしたんだって」

　みこはぐっと唇くちびるを嚙みしめて、戦う獣たちに向かって一歩踏ふみ出した。

「わたしは一人でも止める。何もしないで指を銜くわえて見てるだけなんて、絶対に嫌いやだもの！」

「……わたくしも手伝いましょうぞ」

　進みでたのは春華の局だ。驚おどろいて目を向けると、彼女が薄うすく微笑ほほえむ。

「この娘むすめが一人でも上様を救おうとしているのに、男どもはなんというていたらくじゃ！　この根性を見習うがよい！　軟なん弱じやくな男どもはさっさと下がっておれ」

　ぴしっと背筋を正した春華の局に一いつ喝かつされ、二海や信津名が目を瞬またたかせた。春華の局がみこの持っている守り刀に目をやる。

「……その刀、見覚えがあるぞ。やはりそういう事なのじゃな。みこ、みこ、御み子こ、神の御み子こ。最初に名前を聞いた時気づくべきじゃった。わたくしも年じゃな」

　目を細められて、少しだけ俯うつむいた。春華の局がすぐに空三に目を移す。

「判っていますよ、母上。お手伝いします」

「当たり前じゃ。いざとなれば二人で蛇へびの本性を出して、この広間いっぱいにとぐろを巻くぞ。足止めぐらいはできるはず」

「わ、私も頼伸様にぶつかって少しぐらい動きを鈍にぶらせる事はできると思います。ただ……まずこの見えない獣気の壁かべをどうにかしないと」

　信津名が、また二人の方へ一歩踏み出そうとするが、すぐにへなへなと[image: ]くずおれてしまう。みこは守り刀をぎゅっと胸に抱だき締しめた。

「あの二人は戦いに集中してるから、あんなに強い獣気が出てるんだよ。その集中力を少しでも途と切ぎれさせれば、きっと獣気の壁を崩くずせるはず。そうしたらみんなで二人を引き離はなそう」

　みこは狼たちに目をやった。今は距きよ離りを置いて互たがいを睨にらみ合い、攻こう撃げきの機会を窺うかがっているようだ。血に濡れた身体は痛々しかった。これ以上は一刻の猶ゆう予よもない。同じく狼おおかみたちを見た二海が、ぐっと唇を嚙かみしめた。

「……しょうがねぇ。兄貴を死なせるわけにはいかねぇしな。協力するが、お前を危険にさらすのはごめんだぞ」

　二海がみんなに離れるよう指示を出した。みこの特とく殊しゆな血の匂においを嗅かいで、肉にく食しよく獣じゆうの彼らが興奮しないようにだ。みこは大きく深呼吸して、すっと刀を抜く。みこの身体に流れる神獣鳳凰を宿すことができる特殊な血。それをこの鳳凰の獣じゆう気きの一部が宿った刀に吸わせれば、みこにも一時的に神通力がつかえるようになる。刀を腕うでに押し当てると、わずかに滲にじんだ血で刃はが濡れた。みこはもう一度大きく息を吸いこんで、赤いしずくを宙へと飛ばした。

「神じん炎えん乱らん舞ぶ！」

　叫さけんだ瞬しゆん間かん、赤いしずくがぼわっと音を立てていくつもの火の玉へと姿を変える。その火の玉は、家密達へと一直線に襲いかかった。

「二人とも！　もうやめてっ。いくらあなたたちでも獣だもの。火は苦手なはず！」

　突とつ然ぜん現れた火の玉に、家密と頼伸はさすがに驚いたようだ。身体にまとわりつく火の玉から逃のがれようと、広間の両隅に別れて走り出す。

「今だよ！　みんな、頼伸様をお願い」

　みこは叫んで家密の方へと駆け出した。広間に溢あふれていた獣気は、ずいぶんと和やわらいでいる。おそらく苦手な火を見て、家密達の集中力が途切れたのだろう。銀狼に駆け寄ってぎゅっと抱だきつくと、家密が興奮したように身をよじらせる。

「家密、家密。落ち着いて。怪け我がしてるよ、もう止めよう。家密がこれ以上血を流したら、わたし泣いちゃうよ。お願いだからしっかりして！」

　大きな身体に振ふり回されそうになるが、みこは銀毛を握にぎりしめ、絶対に放さなかった。そのまま何度も何度も名前を呼んでいると、ふいに家密の動きが鈍くなった。

「……みこの匂いがする。私が一番好きな匂いだ……」

　頭の上から、かすれた声がした。顔を上げると銀狼の家密がこちらを見つめている。金の瞳ひとみが、落ち着きの色を取り戻もどしつつあった。赤くて長い舌が、みこの顔をぺろりと舐なめる。

「みこの血の匂いもする。これを嗅いでも理性が保てるようになった私は、少しは成長したのかもしれないな。お前を食いたい気持ちは変わらないが、お前を大切だと思う気持ちの方がずっと強い。今なら私は、炎守様にお前を守る後見人として認められるだろうか……」

[image: ]

　以前富ふ士じ山さんまで迎むかえに来てくれた時、家密はみこの血の匂いを嗅いで理性を失い、襲いかかった。それを止めた二海の方が理性が強いからと、雅はみこの江え戸どでの暮らしを見守る後見人に指名したのだ。みこは家密の頭に顔を寄せ、ゆっくりと頷うなずいた。

「家密は後見人じゃなくても、昔からわたしを守ってくれてるよ。誰だれが何て言っても、わたしには……わたしにだけはそれはちゃんと伝わってるから。雅様だって今の家密を見たらきっと見直すと……あっ」

　家密の身体に回した手に、べっとりと彼の血がついているのに気づいて息を吞のんだ。見ると、二海達が全員で押さえ込んでいる狼の姿をした頼伸も血だらけだ。

「家密、ここにいて。動かないでね。二海、ここに頼伸様を連れてきて寝ねかせて！」

　声を上げると、二海は何をしようとしているのか判わかったらしく、頼伸の身体からだを抱かかえ上げ、こちらに連れてきた。頼伸がふんっと鼻を鳴らす。

「火の玉なんかで邪じや魔ましやがって。……おい、一体何をする気だ？」

　家密の隣となりに寝かされた頼伸は、みこが守り刀を持っているのを見て、表情を固くする。

「治ち療りように決まってるでしょ。このままじゃ、出血がひどすぎて命が危ないから」

「何で俺まで……。家密だけ治せばいいだろう。俺は敵だぞ。生かしておいたらまた家密に勝負を挑いどむかもしれねぇぞ」

　うそぶくような声だが、身体の方はかなり重傷だ。みこは腰こしに手を当てて二人を見下ろした。

「ちょっと黙だまってて。いい、怪我してるなら誰であろうと助けるの。何でって聞かれても困る。だって当たり前の事だから。せっかく助けるんだから、もう馬鹿な戦いはやめてよね！」

「みこ、馬鹿な戦いなどでは……」

「家密も黙ってて。わたしあなたにも怒おこってるんだから！　せっかく会えたのに。まだ三人で一いつ緒しよに遊ぼうって約束も叶かなえてないのに。その前に死んじゃうなんて絶対に許さない。今度またこんなひどい怪我したら絶交してやる！」

　いつのまにか涙なみだが溢れていた。口では怒っていたが、心の中では家密が無事だった事にほっとしていた。

「……みこに絶交されるのは困る。そんな事をされたら本当に死んでしまうかもしれない」

　狼の姿をした家密が、ゆっくりと身を起こして、みこの涙をぺろりと舐め取った。
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「痛い？」

　みこは布ふ団とんの上であぐらをかいている家密の腕に、さらしを巻いていた。隣の広間では、信津名が避ひ難なんした侍さむらい達を集めて、つつがなく武芸大会の終しゆう了りようを宣言しているはずだ。家密と頼伸の勝負は引き分けだとみんなには伝えると言っていた。

「いいや、痛くはない。みこが治してくれたからな。あと数日もすれば傷きずも塞ふさがるだろう」

「完全に治ち癒ゆできなくてごめん。わたしやっぱり未熟者だね……。雅様なんて、崖がけから落ちて大けがした人を一いつ瞬しゆんで治せるんだ。しかも十人ぐらいまとめて。神炎乱舞の術だってあんな火の玉じゃなくて、うずまく火か炎えんがいくつも現れるの。まるで炎ほのおの竜たつ巻まきみたいで、雲まで届きそうな勢いで燃え上がるんだから」

「そうか……やはり神は手て強ごわそうだな」

　家密が目に剣けん吞のんな光を宿してぼそりと呟つぶやいた。首を傾かしげたが、それ以上何も言わないので、仕方なく立ち上がる。

「薬を貰もらってくるね。春華の局様がすぐにお医者様に作って貰うって仰おつしやってたから」

　襖ふすまを開けると、廊ろう下かに二海が立っている。彼と入れ替かわりに部屋を出て、そっと襖を閉めた。
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　みこと入れ違ちがいで部屋に入った二海は、布団の脇わきに座り込んだ。身を起こしていた家密は、胸や腕にさらしを巻いていた。みこの神じん通つう力りきのおかげでほとんど塞がっているが、もしあのままだったら出血がひどくてどうなっていたか判わからない。

「兄貴……将軍なんて辞めちまえよ。元々兄貴は権力にも金にもあんまり執しゆう着ちやくないだろ。頼伸にやっちまえばいい。俺と一緒に……江戸の町で暮らさないか？」

　狼の雄おす同士の意地の張り合いやみこを巡めぐって争ったりもするし、いつも互たがいに憎にくまれ口ばかり叩たたくけれど、それでも家密は自分にとって大切な家族だ。

「みこと一陸と空三と……ああ、きっと信津名もついてくるな。あいつは兄貴に懐なついてるから。みんな一緒に暮らせばいい。俺は芝しば居いの世界じゃそこそこ成功してる。昔、殺されるはずだった俺を庇かばってくれたのは兄貴だ。今度は俺にその恩返しをさせてくれよ」

　今自分が江戸の町で役者として自由に暮らせるのも兄のおかげだ。家密は何も言わないが、自分を自由にする為ために兄が払はらった代だい償しようは大きい。家密が苦笑した。

「それではみこの奪うばい合いを毎日することになるぞ」

「いいさ。負けない自信があるからな。……頼伸みたいなやつに挑まれ、外と様ざま大名達には恨うらまれ、果ては暗殺されかける。気の休まる時はないだろ。城を出て一緒に暮らそう」

「……二海。それでは逃げているだけだと思わないか？」

　家密の声は静かだった。着物を直してこちらを向き、ゆっくりと微笑ほほえむ。

「私は逃げるのは嫌きらいだ。そして何でも一番が好きだ。みこに私の側にいて一番幸せだと感じて欲しい。……二海、お前にも一番幸せだと思って欲しい。言っておくが、私も今一番幸せだぞ。ずっと会いたかったみこに会えた。あの子が私の側で笑ってくれている。もっともっと笑って欲しいし、ずっと側にいて欲しい。その為にも、この地位を降りるわけにはいかない」

　家密の瞳が真しん剣けんなものになる。見つめているのは、先さき程ほどみこが出ていった襖だ。

「みこはいずれ炎守様の跡あと継つぎとして富士山に戻る事になる。そうしたらもう会えなくなるだろう。今までもみこが炎華姫ひめだと判っていても、あの結界の張られた社には入れなかった。だが私はもうみこを富士山の社に戻すつもりはない。たとえ──神と戦う事になっても」

　決意の言葉は静かだが、重いものだった。二海は同じく金色の瞳に決意を滲にじませ頷いた。

「神と戦う、か。兄貴らしい傲ごう慢まんさだな。だけど俺も気持ちは同じだ。みこをあんな隔かく離りされた社になんて絶対に戻さない。その一点においては協力しよう。──みこは渡わたさないけどな」

　きっぱりと言い切ると、家密がふんっと鼻を鳴らした。

「花はな時どきで身体をもてあましてみこを遠ざけようとする子供が、私に挑ちよう戦せんか？　いい度胸だ」

「なんだとーっ。兄貴、怪我人だと思って我が慢まんしてれば……！」

　立ち上がって叫さけぶと、ふいに襖が開いた。顔を見せたのは、着物のあわせからさらしをちらつかせている頼伸だ。二海はすぐさまそちらを向き、グルルルッと唸うなって威い嚇かくした。

「何の用だ？　これ以上兄貴に何かするなら、俺が相手だ！」

　だが頼伸は一つ息をついて肩かたを竦すくめた。そして顔の前で片手をひらひらと振る。

「いや、今回はもういい。みこに毒気を抜ぬかれた。せっかく傷を治してもらったのに、また喧けん嘩かしたら、今度はあの子に殺されそうだ」

　頼伸は部屋には入らず廊下にしゃがみ込み、辺りを一度見回してからそっと声を潜ひそめた。

「家密、お前が武芸大会に出て俺と勝負したら、あの子が炎華姫だという事は喋しやべらないと約束しただろう。その約束はちゃんと守ると言いにきたんだ」

　二海は目を見開いた。この男はどうしてそれを知っているのだろう。武芸大会の時に、みこは神通力を使ったが、話からするとその前から知っていたようだ。頼伸が苦笑した。

「もしばれたら大変だ。炎守様の神通力を狙ねらうやからにさらわれるかもしれない。あの子だってもう炎守の力に目覚め始めているから、それを悪用されるかもしれない。普ふ通つうに江え戸どで暮らす事すら無理になる。あの子、外に出て動き回るの好きそうなのに、それは酷こくだよな」

「お前……どうしてそれを知ってる！」

　二海が駆かけ寄ると、頼伸が立ち上がって肩を竦めた。

「馬ば鹿かだな、どうしてそれを知ってる、なんて言ったら本当だと認めた事になるだろ。これは俺の戯たわ言ごとだという事にしないと。兄貴を見てみろ。ああやって知らんふりをするのが正しい答えだ。ちょっとは兄貴を見習え、家春……いや、木こ挽びき芝しば居い小屋の座長、二枚目役者の二海」

　二海は内心で驚おどろきを隠かくせなかったが、それでも顔に出すのはどうにか堪こらえた。

「そうそう、そうやって黙ってろ。俺は元将軍の第一候補だ。俺をまた担かつぎ出して、将軍にしようとするやからが色んな話を聞かせてくれる。口説いた女達も寝ね物もの語がたりに話を聞かせてくれる。まあ噂うわさにしかすぎないから、お前達が肯こう定ていさえしなければいいんだ」

　頼伸が一度視線を落とした。そして何かを思い出したように苦笑する。

「家密。俺はずっと不思議だった。あんなガキみたいな女のどこがいいんだって。だけど、何となく判わかった気がするぜ。あの子はいつも一いつ生しよう懸けん命めいで見ていて飽あきないよな」

　家密がすっと目を眇すがめた。二海も同様だ。頼伸がははっと声を上げて笑う。

「お前、最近変わったよ、家密。表情も柔やわらかくなったし。表には出さないようにしてるみたいだが、毎日楽しそうだ。それってあの子がいるからだろう。俺もあの子をそばに置いてみたいもんだ。そうしたらお前みたいに変われるのかもしれないな……」

　頼伸と初めて会ってから十数年経たつが、彼は今まで見た事もないような穏おだやかな笑えみを浮うかべていた。いつも攻こう撃げき的で皮肉った事しか言わない彼からは、到とう底てい信じられない。よほどみこが気に入ったのだろう。声こわ色いろには家密を羨うらやましがるような響ひびきさえこもっている。

「ま、まさか、お前が第三の男か……！」

　みこが見たという雅の夢を思いだし、二海はかっと目を剝むいた。頼伸が首を傾げる。

「第三の男？　なんだ、それは」

「二海、余計な事を言うな！……頼伸、何でもない。こちらの話だ。いいか、お前がみこを気に入ったとしても、あの子は私のものだ。手を出したら本当に殺す」

「兄貴のじゃねぇよ、俺のだ。みこは俺の事を心配して江戸に来たんだからな」

　きっぱり言い切ると、家密がむっとしたように睨にらみつけてきた。息苦しいほどの獣じゆう気きが部屋に満ちたが、負ける訳にはいかない。睨み合っていると、頼伸が肩を竦めて立ち上がった。

「お前達兄弟は面おも白しろいな。でもいい加減にしておかないと、またみこに叱しかられるぜ」

　じゃあなと手を振ふる頼伸が、背を向けて部屋を去ろうとした。だがふと足を止めて振り返る。

「ああ、そうだ。みこに団体戦で優勝できたら、一つ情報をやると約束したんだった。まあ最後は負けたが、傷を治してくれた礼に教えてやる。お前達、伝えておいてくれ」

　頼伸が、これまた噂なんだがと前置きして、ある話を聞かせてくれた。
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　草木も眠ねむる丑うし三みつ時どき、大おお奥おくでは警備をする御お火ひ之の番ばんの足音だけが響いている。

　男子禁制の大奥で、ふらりふらりと廊下を歩く青年がいた。足音一つ立てずに歩く姿はまるで夢かうつつのよう。青年が辿たどり着いたのは、布団が積まれた御お納なん戸どだ。

「おいっ、見付けたぞ、逃にがすな！」

　二海は廊下に面した庭の木こ陰かげから勢いよく飛び出した。昼間に頼伸から、最近江戸城に出るという幽ゆう霊れいが、家密を襲おそった犯人とよく似ているとの情報を得たのだ。みこに伝えてくれと言われたが、どうもまた彼女が暴走する気がして、まずは真しん偽ぎの程を確かめる事にした。

　頼伸によると、幽霊はよくこの御納戸付近で目もく撃げきされているらしい。そこで網あみを張って待ち受けていたのだ。情報通り現れた青年に走り寄ると、彼は脱だつ兎とのごとく逃げ出した。

「そっちに行ったぞ、空三！」

　追いかけつつ叫ぶと、青年の正面に空三が立ちはだかった。青年が舌打ちして、廊下から中庭に降りる。だがその先に待ち受けていたのは信津名と家密だ。

「私を襲ったのは確かにこの男だ。さあ、もう逃げられないぞ。観念するがいい」

　青年を四人で囲み、じわじわと追い詰つめる。あたふたしている青年を、二海はじっくり観察した。やはり見覚えのない男だ。まだきっと十代後半だろう。細身で、男のわりに透すき通るような肌はだをしていた。小さな顔にくっきりとした二ふた重え瞼まぶたと垂れ気味の目。なかなか整った顔立ちだと二海は思う。化け粧しようをさせて女形おやまとして舞ぶ台たいに立たせたら、一陸と人気を二分するだろう。

　青年は侍さむらいのように荒あら々あらしい雰ふん囲い気きではなく、忍しのびのように動きも軽かろやかではない。とても家密を狙う刺し客かくには思えなかった。だが彼が家密を襲ったのは事実だ。二海は青年を睨みつけた。

「おい、兄貴を殺そうとするなんていい度胸だな、打ち首になっても文句は言えねぇぜ」

「こ、こ、殺す？」

　低い声で脅おどしをかけると、青年が目を見開いて初めて口を開いた。裏返った声を出した青年に、二海は眉まゆ根ねを寄せる。信津名がふいに首を傾かしげた。

「あれ？　今の声、どこかで……」

　青年が慌あわてて自分の口を押さえた。そして首だけをぶんぶんと振る。

「何だ、言いたいことがあるなら口で言え」

　二海は持っていた刀を突つき付けた。それでも青年は黙だまったまま首を振るばかり。青年の背後にいた空三も腰こしの刀に手をかけた。

「大人しくしなさい。あなたは将軍の暗殺を謀はかったのです。少しでも抵てい抗こうすれば斬ります」

　空三の身体からだからぶわっと獣気が放たれる。それは武芸大会の時にさえ感じなかった、彼の本気の殺意だ。青年が腰を抜かしてぶるぶると震ふるえた。

「あ、あ、あ……」

　青年がどばっと涙なみだを流した。そして土下座して、空三に向かって両手を合わせる。

「あっかーん！　かんにんしてえなっ。空三！　一いつ緒しよの釜かまのめし食うた仲間やないかぁ！」

　青年を囲んでいる全員が一いつ瞬しゆんで動きを止めた。最初に声を上げたのは、眉根を寄せた家密だ。

「この声はもしや……」

「ええ、上様。しかもこのこてこての上かみ方がたなまり」

　信津名が頷うなずくと、空三が丸眼鏡を押し上げて、青年をじっと見つめる。

「そしてこの、情けない態度」

　最後に大奥中に聞こえるような大声を上げてしまったのは、二海だった。

「てめぇ！　なにやってやがるーっ、煙助！」

　青年……煙助が、かんにんーっと叫んで地面にひれ伏ふした。




「あ、あんな、あんな、わいの夢にな、なんや変なお面被かぶった男が出てきてな」

　煙助の首根っこを摑つかんで、二海は家密達と一緒に大奥の一室に駆け込んだ。人の姿の煙助は、周りを囲む二海達を見ながらやっと事情を話しだす。二海は深いため息をついた。

「ああ、嫌いやになるぐらい心当たりがあるよ。お面被って人の夢に乱入する、はた迷めい惑わくな生き神様。やたら態度でかくて、身体も俺ぐらい大きくて、滅め茶ちや苦く茶ちや高圧的だったろ」

「そ、そうやねん。いや、わいも最初はわからんかってんで。あれが炎守様やなんて。それでみこの江戸での様子を聞かれたから、どうせ夢やろ思うて教えたってん。みこは特別な血を持ってるせいで、肉にく食しよく獣じゆうに狙われて可か哀わい想そうやって。わいが守ってやりたいけど、猿さるの姿やと小さいしちっとも助けてやられへんで悔くやしいって」

　正座した煙助は、ちらちらと上うわ目め遣づかいで仁に王おう立ちした二海達を見上げつつ、話を続けた。

「そしたら人間になれるようにしてやるって言われてん。その代わり時々夢に出るからみこの様子を教えろって。それとこの事はみこには言うたらあかんぞって。もし言うたら、二度と人間の姿にはなられへんぞって。夢やと思うとったから、つい、ええでって言うてもうて」

　へへっと笑う煙助に二海は頭痛がした。家密も同じようで、こめかみを押さえつつ口を開く。

「なるほど、それで目が覚めたら、本当に人の姿になれるようになったというわけか。……あの生き神め。何を考えておるのだ」

「炎守様は花はな時どきの狼おおかみ達は信用できんって。それで、わいに陰かげからみこを守る英えい雄ゆうになれって」

　照れているのか、煙助がやや頰ほおを染めて頭をかいた。二海は思わず顔を引きつらせる。

「つ、つまりお目付け役か。それでみこが大奥に行った辺りからお前も姿が見えなくなったんだな。という事はお前、ずっと江え戸ど城にいたのか？　よく今まで見つからなかったな」

「天てん井じよう裏に隠れててん。人の姿やったら身動きできんくらい狭せまいけど、猿の姿やったらちょうどええねん。御納戸の天井の板が外れやすいから、あそこから出入りしててん」

　家密が腕うで組ぐみしたまま眉根を寄せ、座っている煙助を見下ろした。

「なるほど、だからあそこでの目撃者が多かったわけだな。では、みこの代わりにあの端たん午ごの節せつ句くにちなんだ花を生けたのもお前か？」

「ああ、あれ。なんやみこが困ってたさかい、眠ってる間にちょっちょっと生けたってん。なかなか風流な出で来きやったやろ」

「ああ、素す晴ばらしい出来だった。春華も感心していたぞ。あの生け花にはどこか京風の優美な香かおりがするといってな。春華は子供の頃ころ、公く家げの親しん戚せきの許で育てられたから、その辺りには詳くわしいのだ。……そう、まるで公家でもかなりの身分の者が生けたようだと言っていた」

「へ、へぇ、なんや、てきとーに生けただけやのに、そんなに誉ほめられたら照れるわぁ」

「……お前、生まれはどこだ？」

　家密が鋭するどい視線を向けると、煙助がびくりと震えて無言のまま目をきょろきょろ泳がせた。

「信津名、京都を預かる所しよ司し代だいに連れん絡らくを取れ。猿が本性の公家を捜さがせと」

「うわわわ。上様、かんにんして！　わい家には帰りたないねん。兄様や姉様に人の姿にもなれん鼻つまみもんやっていじわるされんねん。それが嫌で家出してんから、戻もどさんといて！」

「……煙助」

　二海が低い声を上げると、煙助がはっとした。そして恐る恐るこちらを見上げる。

「なにもかも包つつみ隠かくさず全部言え！　じゃなきゃこのままみこの所に連れていくからな」

　腕組みしてわざと低い声で怒ど鳴なりつけると、俯うつむいた煙助が仕方なさそうに口を開いた。

「わ、わい、ほんまは公家の出なんや。せやけど人の姿にもなれん出来損そこないやろ。兄弟にいじめられて家出してん。わいはお高くとまった公家なんか大だい嫌きらいや。公家のもんはほとんどが草そう食しよく獣じゆうで、侍を野や蛮ばんな肉食獣やってよう言うてる。せやからわいは、あいつらが嫌きらってる侍になって一旗揚げてやろうと思って江戸に……」

　その告白はさすがに度ど肝ぎもを抜ぬいた。目を瞬またたかせていた二海は、ふと煙助の口くち癖ぐせを思い出す。

「そういえば、侍になってやるって前に何度も言ってたな。そうか、そういうつもりで言ってたんだな。……じゃあこの間の晩、大奥でどうして兄貴を襲ったんだ？」

「上様を襲ったんとちゃう。みこを助けたんや。心配やったから天井から覗のぞいたら、分厚い布ふ団とんに押し倒たおされて泣いてたんや。せやから飛び降りて助けてん。わいはな、炎守様から炎華姫ひめを守れって指令を受けてるんや。ヤマトタケルのように強くてたくましい英雄になるんがわいの新しい夢や！」

　ぐっと拳こぶしを握にぎって目を輝かがやかせた煙助に、二海はため息をついた。

「それで英雄気取りのお前は、あの時兄貴を突き飛ばして、でもみこに正体を知られるとまずいから逃げた、と。……念ねんの為ために聞くが、お前その時料理に毒とか混ぜなかったか？」

　二海が聞くと、煙助はひいっと叫さけんで目を見張った。

「ど、毒ってなんやねん。わいそんなん知らんで。なんぞあったんか？」

　煙助の驚おどろきは本物だ。それにどう考えても煙助が家密の暗殺に関かかわっているとは思えない。

「……という事は、犯人は別にいるという事になるな。それにしても……」

　二海はちらりと煙助に目をやった。黙ってさえいれば、彼が煙助だなんて誰だれも思わないだろう。毛むくじゃらだった身体は女性のようなつるつるの肌に。赤い顔は透き通るような白さに変わっている。くっきり二ふた重えのやや垂れ気味の目は大きくて可愛かわいらしい。微笑ほほえむと口元には八や重え歯ばも見える。何より肉食獣にはない柔やわらかな雰囲気が、草食獣の煙助にはある。この青年が煙助だと気づかずに散々振ふり回されたのは、二海の生しよう涯がいでもかなり大きな汚お点てんとなるだろう。

「まったくばかばかしい。とりあえず、みこにも教えてやろうぜ。あいつも犯人はこの謎なぞの青年だって思い込んでるから」

「まってぇな。二海。みこには言わんといて。ばれたらあかんって炎守様に言われてんねん。わい、やっと人の姿になれたんやで。ばれてもうたら一生猿の姿で生きなあかんねん」

　半泣きで二海の着物にすがる煙助に、家密が冷たい視線を送った。

「そんな事知った事ではない。せっかくみこを可愛がろうとしたのに、お前は私を突き飛ばして邪じや魔ましたのだぞ。本当なら打ち首だ！」

「せやけど、それが使命やもん！　わいは人の姿になって剣けん術じゆつとか習って、あんたらみたいな肉食獣からみこを守ったんねん。……諒影の口車にのって裏切ったのに、みこは許してくれてん。友達やいうて、長屋追い出された所を助けてくれてん。今度はわいが助けたる番や！」

　いつもの軽い口調とは打って変わって、声は真しん剣けんなものだった。煙助が一度大きく息を吸いこんだ。そしてふいに口角をつり上げる。

「それに、わいを敵にまわさん方がええ。わいに何かあったら、炎守様がみこを連れ戻すで！　わいはな、上様がみこを襲おそったんも報告はしてへんねん。未み遂すいやったし、みこが富ふ士じ山さんに連れ戻されたら可哀想やしな。まあわいはそれでもかまへんで。あんたらと違ちがって草食獣やから社で一緒に暮らせるし。せやけどみこは江戸が気に入ってるから、もっとおりたいやろし」

　煙助はそこで言葉を句切って、にんまりと笑う。

「しかし、あんたらがわいの正体をみこにばらすような事したら、わいの口はいくらでも軽ぅなって、炎守様にある事ない事ぺらぺらぺらっと喋しやべってまうやろな～」

　煙助が、周りで固まっている二海達を見回しながら、勝ち誇ほこったように大きく胸を張った。
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　すっかり日も暮れた頃、みこは大おお奥おくの御ご膳ぜん所しよにやってきた。

　先さき程ほど二海から、謎の青年は暗殺犯ではなかったと聞いたばかりだった。青年は家密の部下だったらしい。詳しい理由は政治的な問題が関わるからと教えて貰もらえなかったが、青年が犯人でない、という事実だけでみこには十分だった。そのせいで、一つ確かめなければならない事ができてしまったのだ。本当は回れ右をして帰ってしまいたい。だが、そうはいかないのだ。

　御膳所では、ちょうど夕食の片づけが終わる頃だ。先程お舟とお里が長なが局つぼねに戻っていった。最後に出てきた人物にみこは手を振る。

「あれ、みこ。どうしたの？」

　駆かけ寄ってきたのは藤菜だ。木こ陰かげにいたみこの姿を見て、目を丸くしている。

「どうして袴はかまなんて穿はいてるの？　その恰かつ好こうを見るのはみこが大奥に初めて来た時以来ね」

　藤菜はいつもにこやかだ。この笑え顔がおが大好きだった。みこは藤菜の姿をじっくりと観察してある事に気づいてしまう。だから、彼女と同じように笑おうとしたのに、失敗した。

「……ねえ、どうして噓うそつくの。わたしの袴姿は昨日も見たでしょ。だって……藤菜も武芸大会に出場してたから」

　やや俯き加か減げんで呟つぶやくと、藤菜が一瞬きょとんとして、すぐにくすくすと笑い声を上げた。

「何を言ってるの？　女の私が武芸大会に出られるはずないわ。夢でも見たの？」

　藤菜が不思議そうに首を傾げた。みこより背は高いが、女性としては普ふ通つうだろう。一いつ緒しよにお風ふ呂ろにも入ったが、胸はみこよりもあるし柔らかい丸みを帯びた女性らしい身体からだをしていた。

「ううん。藤菜も出てたよ。ただ、今のその姿じゃなかったけど……。あのね、わたしこんな話を聞いた事があるんだ。化か妖よう達の中には、外見には出ない獣けものの特とく徴ちようを持つ者もいるって。たとえば……すごくまれだけど、鳥系の中でもふくろうには、周りに自分を同化させる『擬ぎ態たい』の能力を持つ者もいるって」

　彼女の本性は鳥系だという話は前に聞いていた。本当は今話している事が、全部間ま違ちがいであって欲しい。何もかも自分の勘かん違ちがいだと、いつもの笑顔で言って欲しかった。だけど、藤菜は急に表情を消し、無言でみこを見み据すえる。みこは再び重い口を開いた。

「擬態は、動物が身を守ったり獲え物ものをとったりする時に、自分の身体を変化させて相手を油断させる事。森にいるなら木の枝そっくりに色や身体を変えて周りにとけ込む。滅めつ多たにいないけど、ふくろうを本性に持つ化妖には、人の姿をしててもその能力を使える者がいるんだって」

　みこの言葉に、藤菜は微び動どうだにしない。みこは視線を落とした。

「ここから先はわたしの想像でしかないけど、その擬態の能力を人の姿の時にも使える者は、たとえば大奥みたいに女ばかりの場所にいれば、周りに合わせて自分の身体を女に。武芸大会みたいに男ばかりの場所なら男の姿になれる。……違う？」

　月明かりが、まるで人形のように無表情な藤菜の顔をぼんやりと浮うかび上がらせている。みこはさっと藤菜に近付き、右みぎ腕うでをとった。袖そでをまくると、ひどい火傷やけどの跡あとがある。

「武芸大会でね、沖永って人と戦った。細身だったけど、藤菜より背も高くて筋肉もしっかりついてて力も強くて完全に男の人だった。顔もぜんぜん違ってたしね。だけど袖そで口ぐちからちらりと、この火傷とそっくり同じものが見えたの。それに藤菜、右の手首に膏こう薬やくを貼はってるね。それはわたしと戦った時に痛めたからじゃない？」

　あれからずっとまさかと思い続けてきた。藤菜と沖永は似ても似つかない。だが火傷の跡がまったく同じなのは、偶ぐう然ぜんだとは思えなかった。そうして以前雅に聞いた『擬態』の能力を持つ化妖の話を思いだしたのだ。それでも自分の考えを馬ば鹿からしいとさえ思いつつ、ここにやってきた。だが、藤菜が沖永と同じ手首を痛めているのを見たのが決定打になった。

「ねぇ、藤菜。あなたはその姿が本当なの？　それとも武芸大会の沖永の姿が本当なの？」

「……さあ、判わからない。生まれた時は女だった。近くにいたのが母親と産さん婆ばだったから。だけど育っている間は男だった。男ばかりに囲まれていたから。今はちゃんと制せい御ぎよできるけど、子供の頃は周りにあわせてころころ姿が変わったの」

　声は相変わらず涼すずやかな藤菜のものだ。だけど口調が少しだけ冷たくなっていた。みこは藤菜の腕うでを放して、少しだけ俯いた。

「沖永は強かった。でもそれは、剣術の修しゆ行ぎようをした侍さむらいの動きとはちょっと違ってた。わたし、ああいう素す早ばやい動きをする人を見た事あるよ。その人ね、もとお庭番衆なんだ。特技は暗殺だって言うの。でも多分、それは冗じよう談だんじゃない」

　目線を上げると、藤菜はまだ表情を消したままだった。この表情も、一陸が命令を遂すい行こうする時に見せるものとよく似ている。自分を殺し、主君に忠誠を誓ちかう忍しのびのものだ。

「どういう理由か判らないけど、藤菜が正体を偽いつわってるって気づいて、そうしたらもっと嫌いやな事にも気づいた。家密の食事に毒が盛られた時、藤菜はわたしの付き添そいで一緒にいたでしょ。あの時料理を運んだって藤菜が言ってたもんね。御お小こ座ざ敷しきに乱入した青年にばっかり目がいってたけど、よく考えたら藤菜が一番……毒を入れる機会はあったんだよね」

　月が雲にかかったのか、段々と暗くら闇やみが辺りを覆おおう。近くにいた藤菜が、くっと口角を上げたのが、かろうじて見えた。

「……どうして一人で来たの、みこ。私を疑ってるんだよね。危険だとか思わなかったの？」

「わたし世間知らずだってよく言われるし、それは本当の事だと思う。みんなが話してる事よく判らない時が多いから。でも、それは知識が偏かたよってるだけ。一度見たり聞いたりした事は忘れないし、自分で筋道を立てて考えた事には自信がある。……だから一人で来たよ。他ほかの人を連れてきたら、藤菜が逃にげられないでしょ」

　藤菜が目を丸くした。そして大げさに声を上げて笑い出す。

「私を逃がしてくれるつもり？」

「藤菜は大奥に来て、色々教えてくれて仲良くしてくれた。わたし同い年くらいの女の子と一緒に過ごすの初めてですごく楽しかった。藤菜が何の理由でここにいるのか判らない。武芸大会に出たのはなぜかも判らない。家密の料理に毒を入れた理由も判らない。でもね、藤菜には捕つかまって欲しくない。暗殺計画は未遂だったし、藤菜はそれ以外何もしてない。だから……」

　短かったけれど藤菜とは同じ部屋で過ごした。寝ねる間ま際ぎわ布ふ団とんに入って、女の子同士でしかできないような会話もした。彼女は大切な友達だ。

「ふっ、あっははは。そんなに優やさしくてどうする。本当に大事に育てられたのだな。だがそれもしょうがないか。将来は神様になるのだから」

　みこは目を見開いた。声は藤菜だが、口調は明らかに違う。それに話している内容も、彼女が知っているはずのない事だ。言葉を失っていると、藤菜は小さく肩かたを竦すくめた。

「どうして知ってるのかという顔だな。いろいろ知ってるさ。本当は、家密の寵ちよう愛あいを受けているお前を通じて、あいつに近付きたかったんだ。ずいぶん前から潜せん入にゆうしてるのにあいつはちっとも大奥に渡わたってきやしない。春華の局の目が光ってるから動きにくいし、もうばれてしまった事だし、お言葉に甘えて消えさせて貰うかな」

　声が段々と低くなる。その変化は瞬まばたきした一いつ瞬しゆんに起こった。襟えりをぐっと摑つかんで、藤菜が着物を脱ぬぎ捨てる。その下には、黒い腰こし丈たけの小こ袖そでと裾すそ口を絞しぼった裁たつ付つけ袴ばかまという忍び装束。背もぐんと伸のびて体格も一回り大きくなり、その顔までが藤菜とは似ても似つかないものになった。

「あなた……」

　目の前にいるのは、もう細くて柔やわらかな女の身体を持つ藤菜ではなかった。細身ではあるが、筋肉質なのが着物の上からでもよく判る。年も藤菜よりは上だろう。おそらく二十歳はたちくらいだ。そしてその顔は、藤菜とも武芸大会の時に見た沖永のものとも違っていた。そばかすだらけだったはずの顔はしみ一つなく、頰ほおは少しばかりこけているが、目鼻立ちはくっきりしている。

「武芸大会の時は少し変装していた。素す顔がおをさらすと色々とまずいからな。擬態は顔や性別は変えられるが、身体の傷だけは変えられないのが難点だ」

　かすれた声も口調も完全に男のものだった。藤菜の両手にはいつのまにか二本の刀が握にぎられている。みこはすぐさま懐ふところに入れていた短く縮めたなぎなたを取り出した。端はしを握ってするりとのばし藤菜に向かって構える。

「どうしてこんな事をしたの？　それにあなた一体何者なの？」

「……さあな。だがこれだけは教えてやる。俺は家密が憎い。俺は元々お庭番衆だった。幼い時から厳しい修行に耐え、徳川家に尽くしてきた。だが家密は、この擬態の能力も戦闘能力も判断力も戦う為の能力すべて、これからの泰平の世には必要ないと言いやがった。今からは戦うだけでは駄目だと。武芸大会を見ただろう、あいつは刀を使わない無刀流を賞賛するんだぞ。だが俺は戦う為に育てられたんだ。今更それを否定されて、どうやって生きろというんだ！」

　藤菜の目には剣けん吞のんな光が宿り、語気が荒あらくなっている。

「あいつが俺を認めないのなら、俺は俺を必要とする方の為に働く。俺の戦闘能力を認め、必要だと言ってくれる方の為にな。五年前もその方の為に家密を殺そうとしたが失敗して、お前と一緒にいるあの性悪猫ねこに殺されかけたよ。──この火傷はその名残なごりだ」

　本性が猫の一陸の顔がふっと頭あたまに浮かんだ。彼が本当にそんな事をしたのだろうか。だが今はそんな事を考えている場合ではなかった。

「待って。今はもう戦国の時代とは違ちがう。家密は戦いのない今の平和を維い持じして、みんなが暮らしやすくする為に心を砕くだいてる。家密はあなたを否定したんじゃない。戦う事だけに生きるあなたを止めようとしただけだよ」

　説得したが、藤菜はそれ以上口を開かなかった。代わりに、刀を構えて飛び上がる。振ふり下ろされた右手の刀をなぎなたではじいたが、すぐさま左手の刀が首を狙ねらう。あまりの素早い攻こう撃げきに、みこは避よける事ができなかった。

（やられる！）

　目を瞑つぶったが、予想した痛みはやってこなくて、みこは慌あわてて目を開けてみる。藤菜が目の前で手を押さえて蹲うずくまっていた。地面には、刃は先さきの鋭するどいくないが落ちている。

「久しぶりだね、籘とう十じゆう郎ろう。あんなにひどい火の海に飛びこんだのに、よく生きてたね。でも迷めい惑わくなんだよね。生きてるならまた殺さないといけないでしょ。だって始末しろって命じられてるし。僕たちにとって、命令は絶対だからさ」

　声とともに現れたのは、藤菜とよく似た黒装束姿の一陸だ。手には地面に落ちているのと同じくないを握っていた。藤菜が憎らしげに一陸を睨にらむ。

「この性悪猫がっ。どうしてここに……！」

「前にみこちゃんを追いかけて大おお奥おくに来た時、お前の横顔がちらりと見えてさ。昔、お前が擬態を使って女の姿になったのを一度だけ見た事があったんだ。その時の顔と似てるなぁって思って。子供の頃ころの話だから自信はなかったけど、一応気になったから報告したんだ」

　誰だれに、とは一陸は言わなかった。彼の背後から姿を現した人物を見て、みこは目を見開くと同時にほっとした。

「みこ、大だい丈じよう夫ぶか！」

　二海がすぐにこちらに駆かけ寄った。みこの無事を確かめるように、ぎゅっと抱だき締しめる。

「多勢に無勢だな。……戦ってもいいが、俺の役目はまだ他にもある。主君にも生きて戻もどれとも言われている。主君の命令は絶対だ。遂行しなければ──」

　ほくそ笑えんだ藤菜が地を蹴けって飛び上がり、みこの身体からだと変わらぬほどのふくろうへと姿を変えた。闇やみにとけ込むような黒い翼つばさを羽ばたかせ、空へと飛び立つ。

「待って！　藤菜っ。一つ聞かせて。あなた諒影と繫つながりがあるの？」

　諒影の手の者が江え戸ど城にいるかもしれない、それは神田明神での事件の時から判っていたことだ。そして家密を狙った時に使ったのは毒。家密を執しつ拗ように狙う藤菜の言動も、毒どく蜘蛛ぐもの本性を持つ諒影を思い起こさせた。彼は家密の政治に不満を持ち、浪ろう人にん達を従えて江戸の町を破は壊かいへと導こうとしているのだ。頭上をぐるりと旋せん回かいした藤菜が、こちらをじっと見み据すえた。

「……みこ。これだけは言っておこう。お前も家密も……いや、お前達だけじゃなく江戸全体が既すでに諒影の蜘蛛くもの糸に捕とらわれている。あの糸に搦からめ捕られたらもう為なす術すべはない。お前達はすべて、毒を吐はく蜘蛛に捕らえられて殺されるのだ！」

「待って！　藤菜っ」

　羽ばたいたふくろうが夜の闇に消えていく。みこはただそれを見ている事しかできなかった。




　　　　[image: ]




「みこ、無事か！」

　みこが二海に手を引かれて連れてこられたのは、武芸大会が開かれた白書院広間だ。そこにいたのは、珍めずらしく息を乱した家密だった。

「急にいなくなったから、みなでお前を捜さがしていたのだぞ。一体どこに……」

　二海が家密の耳元で何事か囁ささやいた。家密の視線が一気に鋭くなる。

「籘十郎？　ああ、あの五年前の。だがあいつは死んだはずだろう」

　二海の背後にいた一陸が、膝ひざを折って頭を下げた。

「いいえ、あれは籘十郎です、間ま違ちがいありません。擬ぎ態たいの能力を使って、大奥に潜入したものと思われます。みこちゃんは籘十郎の正体に気づいて、それを確かめに大奥へ」

「みこ。なぜそんな真似まねを！」

「……説得できるかと思って。藤菜は友達だし、仲良くしてくれたし……」

　俯うつむくと、家密が顎あごの下に手を入れて顔を上げさせた。いつもはいじわるだけれど優しい目をしているのに、今日は痛いほど視線が厳しい。

「お前は富ふ士じ山さんの社で炎守の一族に囲まれて育ったからか、人を信じすぎる所がある。世の中にはお前を騙だまそうとする者、利用しようとする者様々だ。決してお前に優しい者ばかりではないのだぞ。いくらなぎなたの腕うでに自信があっても、一人で敵の許に行くなど言語道断だ」

　声には冷たい響ひびきがあった。ぐっと堪こらえていた涙なみだが、知らず知らずのうちに溢あふれてしまう。二海がそれを見て慌てて家密の前に進み出た。

「兄貴、もういいだろう。泣いてるじゃないか」

「駄目だ。……よく聞け、みこ。お前は自分の事を知らねばならぬ。お前は特別な血を持つ、炎守様の跡あと継つぎ。そして私と二海の……深い知り合いだ。私の敵からも炎守様の敵からも、狙われやすい存在だ。もちろん私達はお前を助けるのに全力を尽くすが、いざとなったら一人で戦わねばならない時もある。お前がそれを防ぐ手段は一つ、用心する事だ。人を疑え。疑って初めて見えてくる事もある。疑ってその人を知り、敵か味方かを見み極きわめろ。判わかるか？」

　家密の声も視線も冷たかった。みこは彼をしっかり見つめて頷うなずいた。

「……うん。判る。家密の言ってる事は正しいと思う。わたしは浅はかな行動をした。藤菜のにこにこしていた顔だけを見て、優やさしい友達だって信じてた」

　藤菜を助けたかった。ただそれだけに必死になって、先走った行動をしてしまった。自分がそんな事をすれば、周りにどれだけ迷惑がかかるのか判っていたはずなのに。

「私はいつも優しくしてやりたいと思っているが、時折は厳しい事も言う。嫌いやだろうが……」

　表情を和やわらげた家密に、みこは袖そでで涙を拭ぬぐって首を振った。

「ううん、嫌じゃない。叱しかるのは相手を思ってるからだって、よく雅様に言われたもの。家密がわたしを大切だと思ってくれてる証しよう拠こだよ」

　家密の目が細められた。柔らかく抱き締められて、みこはほっと息をついた。
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「困った、これどうしよう」

　藤菜が姿を消した夜から二日後。みこは江戸城本丸御ご殿てんの中なか奥おくに与あたえられた部屋で、呆ぼう然ぜんとしていた。広さは十畳じようほどで、昨日までは何もない部屋だった。だが今は違う。壁かべには天てん井じようまでありそうな簞たん笥すがずらりと並び、色とりどりの打ち掛かけがかかった竿さおが、何十本も並んでいる。身の回りの小物にかんざしに、みこが普ふ段だんすることのない化け粧しよう道具。きっとこれだけあれば一生困らないであろう品々はすべて、今朝家密の朝食を作った礼だった。

「……お礼はいらないって、あんなに言ったのに。家密のお礼は規模が大きすぎるのよ。こんなにいっぱいどうしろって言うの」

　途と方ほうに暮れていると、背後で襖ふすまが開く気配がした。振り向くと二海が目を丸くしている。

「うわぁ、兄貴、立場と金を思いっきり使いまくってるな。いい着物ばっかりじゃねぇか」

　ふらりと入ってきて、打ち掛けを手にして品定めをする。みこは少しだけ俯いた。二人で話すなんて久しぶりだ。また嫌な顔かおをされたらどうしよう。そればかりが頭に浮うかぶ。

「あっ、そうそう、みこ。腹減ったから飯作ってくれないか」

　みこは目をぱちくりとさせた。座ったまま見上げると、二海が肩かたを竦すくめている。

「なぁ、頼たのむよ。兄貴には朝飯作ったのに、俺にはないなんてひどくないか？」

　二海が豪ごう快かいに笑う。何だか久しぶりにそんな笑顔を見た気がした。二海が膝を折ってみこの前に座り込む。そして顔を寄せて、みこの額に額をこつんと当てた。

「俺、最近ちょっと変だったよな。でも今日はいい天気で暑くなりそうだし、身体もちょっとは落ち着いてるんだ。やっとお前に普ふ通つうに触さわれたよ」

　二海がそこで言葉を句切って、すぐ側にあるみこのすみれ色の瞳ひとみを覗のぞき込む。

「ずっとお前に謝りたかった。お前が大奥に行くって言い出した時、喧けん嘩かしちまっただろ。あれから考えてたんだ。確かにお前の言う通り、俺は少しばかり心配しすぎてたかもしれない。俺さ、お前に八年ぶりに会えて本当に嬉うれしかったんだ。だけど同じくらいお前と離はなれるのが怖こわくなってた。八年前みたいに一度離れたら、また会えなくなるんじゃないかって」

　二海がみこの身体を抱き寄せた。広い胸に抱だかれる形になって、みこは頰ほおを赤らめる。

「すごく正直に言うよ。みこを閉じこめて兄貴にも会わせないようにして、ずっと俺だけ見ててくれたらって思う。この腕の中で、俺とだけ話して俺の為だけに笑って欲しいって」

　抱き締められたまま目線を上げると、やや朱しゆに染まっている二海の顔が見えた。みこはおずおずと口を開く。

「……それって仲よしの友達を、誰かにとられたくないって感じ？」

「ちょっと違ちがうけど、まあそんな感じかな。そういうわけだから、ついお前を縛しばり付けるような事を言っちまった。でも、俺達には何でもないような事でも、富士山からきたばかりのお前の目には、みんな珍しく映るんだろうな。お前が色々見たいとか知りたいとか思ってるのに、俺がそれを駄だ目めだって言うのは確かに筋すじ違ちがいだ。すまなかった」

　ぎゅっと抱き締められて、みこは怖こわ々ごわと二海の胸の辺りの着物を握にぎった。最近こうして触さわろうとすると、嫌な顔をされたり逃にげられたりで、その度たびに傷ついていた。だが今は違う。二海は優しい顔でこちらを見下ろしている。みこは心の底から安あん堵どした。

「……わたしもごめんなさい。つい怒ど鳴なっちゃって。二海の言う事は判るよ。藤菜の時だって、わたしは一人で勝手に行動してみんなに迷惑かけた。でもね、わたしもっともっと色んな事が知りたい。江戸の町の事もみんなの事も、それに家密や二海の事も、もっと知りたい」

「知ればいいさ。これからは興味のある事を勉強しろよ。習い事したいなら必要なものは準備してやるし、教えてくれるやつも捜してやる。ただしお前は複雑な事情がある。狙ねらわれたりもするかもしれない。だから一人で行動するのはやめてくれ。どこに行くとか何をするとかには何も言わねぇから」

　二海の真しん剣けんな眼まな差ざしに頷いて、みこは一番言いたかった事を口にする。

「うん。判った。……これで仲直り……だよね？」

　誰だれかと思いっきり喧嘩したのも初めてなら、仲直りするのも初めてだ。窺うかがうように見つめると、目を細めた二海が少しだけ首を傾かしげて、ちゅっと口付ける。

「な、何するのっ、二海……！」

　慌あわてて顔を離そうとしたが、二海は笑んだまま抱だきしめる腕に力を込めた。

「ここしばらくちゃんと我が慢まんしてた俺へのごほうびだよ。……あっ、そうそう、お前がせっかく作ってくれたご飯をこぼしちまったお詫わびも」

　またちゅっと口付けられて、みこは思わず首を竦める。

「それから、冷たくしちまったお詫びと……大おお奥おくに行ったお前をすぐに迎むかえに行かなかったお詫びと……武芸大会の時、頑がん張ばってるお前を見てる事しかできなかったお詫びと……」

　お詫びという言葉の後に、必ず口付けが降りてくる。何度も何度も口付けられて、みこの心臓もどくどくと早はや鐘がねを打った。強ごう引いんな家密のものとは違う、優しくて軽い口付けは、少しも怖いものではなかった。二海がいつのまにかみこを膝にのせ、しっかりと瞑つぶった瞼まぶたに口付けた。

「……みこ、困ったぞ。そろそろ口付けする理由がなくなってきた」

「も、もういい。息する間もなくて苦しいから……！」

　やっと大きく息をついて、少しだけ目を開けると、二海の顔がすぐ近くにあった。

「しょうがないな。じゃあ、これで今日は最後な。……みこ、仲直りの印だ」

　ついばむような最後の口付けをして、二海は名残なごり惜おしそうにみこの頭に顔を埋うずめる。

「な、仲直りする時には、いつもこんな事……するの？」

「いいや、これは俺限定。いいか、他ほかのやつとはするなよ。俺もあとちょっと花はな時どきが続くから、みこの可愛かわいい唇くちびるともしばらくお別れだな……」

「あの……花時って結局なんなの？　わたし意味が判らないままなんだけど」

　二海がみこを膝に抱いたまま、しばらく考えこむ。

「やっぱりちゃんと教えた方がいいよな。えっと……花時は、化か妖ようが子孫を残そうとして結けつ婚こん相手を捜そうとする時期だ。化妖によって違うけど、俺達狼おおかみは大体一年に一回今の時季に来る。これが来るとたとえば俺はみこを見るとどきどきする。それで……」

　ちゅっと口付けられてみこは面くらう。二海が苦笑した。

「こういう事を辺り構わず何回でもしたくなる。俺はぜんぜん構わないけど、人前とかでしたらお前は恥はずかしがるだろ」

　二海の顔がゆっくりと笑えみを象かたどった。いつも見ている顔なのに、今日は何だか正面から見るのが恥ずかしい。二海がみこの手をとって自分の胸に押し当てる。どきどきどきと早鐘を打つ鼓こ動どうに、驚おどろいてすぐに手を引っ込めた。二海がみこを抱き寄せ、大きな腕うでで包み込む。

「俺の心臓の動き速いだろ。でもどきどきしてるのは、花時だからだけじゃない。お前に触れてお前を抱き締しめると、一年中こうなっちまう。それはお前が好きだからだ」

　見つめられると、知らず知らずのうちに顔がかっかと熱を持つ。二海の彫ほりの深い顔がゆっくりと近付いて、再びみこの額にこつんと額を当てた。
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「みこ、俺が好きか？」

「……うん。大好き」

「でも〝兄貴と同じくらい〟なんだろ？」

　以前も家密に同じ質問をされていた。みこは少しだけ俯うつむく。答えあぐねていると、二海がふっと苦笑した。

「いいよ。お前が俺の気持ちに答えられるようになるまで、ちゃんと待つから。それまで大人しくしてるから、たまにはこうして俺にもごほうびをくれよな」

　最後の口付けは額だった。二海がみこの髪かみに顔を埋める。

「いいか、さっきも言ったけど俺以外のやつとはこの仲直りはしちゃ駄目だ。そうそう、兄貴とは絶対にするな。大体お前は兄貴とばっかりいちゃつきやがって。あげくに床とこ入いりってなんだよ。……本当に何もなかったんだろうな。兄貴は大した事してないって言ってたけど」

　みこは慌てて俯いた。抱き締めていた二海が顔をひくひくとさせる。

「何だよ、その態度。何かありましたって顔に書いてあるぞ！」

「あの、特に何にもなかったよ。えっと……ちょっと具合が悪くなったから家密が治してくれるって言ってくれただけで。媚び香こうっていう香かおりに酔よっちゃったみたい。それで家密がわたしを膝ひざに乗せて、治してやるから着物を脱ぬげって……」

「何だ、そりゃ!?　まるで大人のお医者さんごっこじゃねぇか。お前また兄貴に騙だまされてるぞ！　みこ、今すぐ帰るぞ。しばらく外出禁止だ。やっぱりお前は俺が見てないと駄目……」

　二海が襖を開けようとしたが、それより一いつ瞬しゆん早く外から開いた。襖の向こうに立っていたのは、にこやかな顔をした春華の局だ。

「春華。よっぽどの理由がなければ大奥から出てこないお前が、供も連れずに何でこんな所に？……あ、いや、それよりみこを連れて帰るよ。もともとお前に迎えに来てくれって頼まれてただろ。いろいろあって遅おそくなったけど、このまま城を出るから……」

「そのことですが……わたくし、やはり上様があんなにみこ様を愛してらっしゃるのに、引き離すのはどうかと思い直しましたのじゃ」

　口元を扇せん子すで覆おおい、にやりとしか表現できない笑みを浮かべた春華の局に、二海が目を剝むく。

「どういうつもりだ。何でいきなり考えが真逆に変わったんだ？」

「さあさ、みこ様。お座りなされ。お茶はいかがじゃ」

「聞けよ！　俺の話を。……ん？　っていうか、なんで、みこ『様』？」

　思いっきり二海を無視した春華の局は、みこに向かってにこにこにこにこと笑顔の大安売りをしている。みこは目を丸くしつつも、促うながされるまま彼女と向かい合って座った。

「みこ様、武芸大会の折は、まことにありがとうございました。そうそう、……富ふ士じ山さんに住まわれているあのお方は、お元気か？」

　それが雅の事だとさすがに察しがつく。そういえば、雅が春華の局とは旧知の間あいだ柄がらだと言っていた。武芸大会の時に神じん通つう力りきを使うのも見られている。今いま更さら噓うそをついても無む駄だだろう。

「……はい。嫌いやになるくらい元気です」

「そうか。わたくしも以前は富士山によく参っておったが、最近は年をとって遠出ができぬ。そういえば先日あの方に般はん若にやの面をお贈りしましたが、気に入って下さったかな？」

　みこはあっと心の中で声を上げた。夢の中で雅がつけていた面を思いだしたのだ。

「あのお面は春華の局様が？」

「そうじゃ。珍めずらしい面を見付けると贈っている。顔を見られてはならぬと掟おきてもあるし、それに、あの方はああいうお顔をされているから、怖い面でも被かぶった方が神様らしくていいかと」

「ん!?　い、今何て仰おつしやいました？　ああいうお顔って、雅様の顔、見た事あるんですかっ」

「春華！　見た事あるならどんな顔か教えてくれ。俺も実はすっごく気になってるんだ！」

　みこは二海と一いつ緒しよに身を乗り出した。春華の局が扇子で口元を隠かくし、ほほほと笑う。

「もちろん存じております。あの方が炎守様になられる前からのつきあいじゃからな。顔は……そうじゃな、わたくしの好みではないな。男はやはり強く逞たくましく、ひげなど生やした武士で、顔も醜みにくければ醜い程よい。こわもてで睨にらむだけで敵を追い払はらえるような男が一番じゃ」

　春華の局の男の趣しゆ味みには、正直あまり興味はない。だが、彼女の意見を整理すると……。

「醜ければ醜いほどいいという春華の局様の好みでないのなら、ま、まさか雅様って恰好いいんですか？　ああっ、気になります。ぜひぜひ具体的に教えて下さい！」

「……そうじゃのう。教えてもよいが、その代わりわたくしの願いを聞いて下され。……わたくしには信条がありまする。それは徳川家の安あん泰たい！　徳川家の平へい穏おん！　徳川家の繁はん栄えい！」

　突とつ然ぜん拳こぶしを振ふり上げて大声を上げた春華の局に、びくっとしてしまう。

「この信条を貫つらぬくにはどうしたらいいか考えたのじゃ。あなたは炎華姫ひめ。確かにあなたと上様が結ばれれば狼の子は生まれないかもしれぬ。しかし、あなた同様神通力を使える子供が生まれる可能性は高い。百ひやく獣じゆう国こくを守れるだけの神通力を持つ子供が跡あと継つぎとなれば、徳川家にとっては何よりの吉きつ兆ちようじゃ。……まあそれに、上様があなたを気に入っておられるし」

「最後の理由は今、とってつけたな。どう考えたって今思いだしてとってつけただろ！」

　二海が突つっ込んだが、人の話を聞かないと評判の彼女はばっちりそれを無視した。

「さあ、みこ様。大奥に参りますぞ。そこでじっくりあの方の顔について教えて差し上げます。ほほほ、これでやっと御み台だい所どころの部屋に主ができますな。そうそう、着物はこの部屋にあるだけでは足りぬ。この十倍は用意せねば。何せ御台所は日に五回はお召めし替えをなさって……」

　雅がどんな顔をしているのか、一番知りたいと思っているのは自分だろう。何せ物心ついた時から一緒にいるのに、顔どころか本当の年すら知らない。だがこのまま春華の局と一緒に大おお奥おくに行ったら、どんな目に遭うか判わからない。みこは握にぎられていた手をどうにか振り解ほどく。

「や、やっぱりいいです！　雅様の顔はすごくすごく知りたいけど、でも日に五回も着き替がえるなんて絶対無理っ。わたし江え戸どの町に帰ります！　っていうか帰らせてーっ」

　みこは春華の局を振り切って、二海と一緒にすぐさま部屋を飛び出した。
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「今回の失態は必ず挽ばん回かいする」

　いつもの料りよう亭ていの座ざ敷しきで、目の前に座った青年が悔くやしそうに唇を嚙かんだ。諒影は彼を見つめながら、小さく息をつく。

「まあいい。もう少し大奥で情報収集をして貰もらいたかったが、そろそろ準備は最終段階に入る。籘十郎、お前には、そちらの方を手伝ってもらいたい」

「俺に命令できるのは主君だけだ。それに俺の事は藤菜と。主君はその名がお好きだから」

　諒影が肩かたを竦すくめると、がらっと障子が開いた。籘十郎がさっと立ち上がり、入ってきた男から羽織を受け取る。諒影も居住まいを正した。

「御ご前ぜん、遅かったですね」

「江戸城に藤菜が潜せん入にゆうしてたのがばれたからな。城中大おお騒さわぎで、なかなかでられなかった」

　御前が結んだ髪を解き、片手でぐしゃぐしゃと頭をかく。藤菜が、すっと頭を下げた。

「先日は、七ななつ口ぐちでかんざしを買って頂きありがとうございました。頼伸様」

　あぐらをかいて座った御前……頼伸がふっと笑みを浮うかべた。

「ああ、あれか。予定通り、お前があそこまでみこを連れ出してくれたから、ちょっとしたほうびだ。家密が気に入ってるって炎華姫をどうしても見てみたくてな」

　諒影は、酒をあおった頼伸に向かって座り、頭を下げた。

「御前、家密を江戸城に足止めしていただいて助かりました。もう少しであの鼻だけはいい番犬が、飼い主を連れて我々の根城に乗り込んでくる所でした。それにしても、武芸大会に家密を誘さそい込むなど面おも白しろい事をなさる」

「お前達の根城に家密が信津名を連れて乗り込むって情報が手に入ったのが前日だったからな。阻そ止しするいい手が見つからなかった。俺があいつに敵対心を持ってるのはみんな知ってる。武芸大会に誘い込めば、本当の目的に気づかれる事なくあいつを足止めできると思ってな」

　頼伸がふっと笑みを浮かべて、肩を竦める。

「あいつを誘い込むのに、お前から聞いた炎華姫の情報が役に立ったぜ。家密のやつ、みこの正体をばらすって言ったら、根城に乗り込むのを先延ばしにしてまで武芸大会にでやがった。寝ねる間もなく準備をしてたっていうのにな。……あいつは変わったよ。本当にあの子が大事なんだな」

　呟つぶやいた声が妙みように気になった。見つめると、頼伸は特に変わった様子もなく酒を吞のんでいる。

「……おかげさまで根城に置いていたものを回収して姿をくらます時間ができました」

　酒を注ついでいた藤菜が、頼伸に目をやって少しだけ不満そうな顔をした。

「俺ももっと大奥で頼伸様のお役に立ちたかったのに。頼伸様がみこと妙な約束をするから」

「ああ、団体戦でみこが勝ったら俺は個人戦には出ないって約束か？」

「ええ。頼伸様は勝手です。そんな約束をしておきながら、やっぱり家密と戦いたいから俺に団体戦に出てみこに勝てなんて。おかげでみこに正体がばれました。あの娘こはとぼけているようでなかなか鋭するどい」

　諒影は思わず苦笑した。確かにあの娘を甘く見ると痛い目に遭あう。かくいう自分も、あの娘を利用しようとして失敗した苦い思い出がある。

「炎華姫には油断するなと最初に言ったはず。彼女はなかなか賢かしこいぞ。前に話した時も今の徳川幕府の政策についてしっかりと自分の意見を持っていた。炎守様の教育がいいのだろうな」

　呟くと、藤菜がむっとしたようにこちらを睨みつけた。

「むくれるなよ、藤菜。まあばれたものは仕方ない。でもお前はよくやってくれたぜ。武芸大会の時もみこに勝ったし、それにあの暗殺騒さわぎもうまくやったな」

「暗殺騒ぎ？」

　諒影は眉まゆ根ねを寄せた。そんな話は聞いていなかった。藤菜がやや苦笑する。

「まだ言っていなかったな。家密がお前達への詮せん議ぎを厳しくしていると聞いて、しばらくあいつの目を江戸城の内部に向けさせようと、食事に毒を入れてちょっとした騒ぎを起こしたんだ。まだ殺すなとお前が言うから、吞む確率が高い酒には入れずに、肴さかなに入れたのさ」

　含ふくみ笑いをした藤菜が、話を続ける。

「ちょうど床とこ入いりの時だったから、みこにご執しゆう心しんの家密が肴をつまむような余よ裕ゆうはないだろうと思ってな。俺が後で気づいた振りをして大騒ぎしてやろうと思ったら、みこが先に気づいたんだ。あの娘は本当にいらぬ所で鋭い。そうそう、なぎなたの腕うでもなかなかのものだった。今度会ったら決着をつけなければ」

「……炎華姫の事は気にしなくていい。どちらにしろ、家密とともに消え去る命だ。藤菜、家密を殺さないでいてくれた事に感謝しよう。奴やつを殺すのは私だ。その為ために、御前様達に協力していただいて最高の舞ぶ台たいを用意した」

　ふいに顔を上げた頼伸が、一つ息をついて諒影を見つめる。

「その話だが、……みこだけは助けてやらないか？　俺達の共通の敵は家密だ。俺はあいつがいる限り最強の座にはつけねぇ。諒影は自分の考える正しい世の中にする為には、家密の政策は邪じや魔まだと考えてる。藤菜は戦いに生きてきた自分を否定され、やり場のない怒いかりを抱かかえている。だから俺達は手を組んだ。だが、それにみこは関係ない」

　諒影が視線を鋭くすると、金色の瞳ひとみがにらみ返した。一歩も引かない頼伸に、一つ息をつく。

「炎華姫はまだ完全に使いこなせてはいませんが、神じん通つう力りきを持っています。家密が死んだ後、新しい国を作ろうとする私達にとって脅きよう威いとなる。家密と一緒に消えて貰わなければ」

　頼伸はまだ不満のようだが、さすがに自分が言っている事は筋が通らないと判っているのか、無言で杯さかずきを傾かたむけた。諒影はすっと立ち上がり、障子を開いて暗い空を見上げた。

「もう決行の日取りは決まり、その為の準備も万ばん端たんに調っています。今いま更さら変へん更こうはできません」

　諒影はそこで言葉を句切り、月を見上げた。まるで笑っているような月が、こちらを見下ろしている。あの月が赤く染まる日が来る。そう、その日は……。

「……決行はくちなしの花が甘い香かおりを放ち始める一ひと月つき後。家密が将軍に即そく位いした記念の日。その日が家密の命日だ。道連れは炎華姫と弟の闇やみ狼ろう。そして江戸に住む化か妖ようすべて！」

　冷たい諒影の声は、夜の闇やみに吸いこまれるようにして消えていった。
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「うーん、やっぱり我が家が一番！」

　みこは芝しば居い小屋の母おも屋やにある自分の部屋でごろりと転がった。家密を狙ねらった藤菜こと籘十郎は未いまだ行ゆく方え不明。だが大奥に賊ぞくがいた事を知った春華の局は、いっそう警備や女たちの身元を調べるのに重点をおき、家密への脅威は完全とはいえないまでも小さくなった。

　それを機に、みこはやっと江戸の町に帰ってきたのだ。それに、あのまま江戸城にいるのは身の危険を感じた。春華の局が蛇へびらしい執しゆう念ねん深さで毎日毎日家密の嫁よめになれとみこを追いかけ回したのだ。今回の事を思い出しつつ、ふうっと息をつく。

「家密は無事だったけど、藤菜には逃にげられた。あれはわたしの失敗だ。今度会う時は……」

　藤菜の笑え顔がおを思い出しつつ、敵なんだという言葉を吞み込んだ。

「みこ、なんや、ぼうっとして。悩なやみ事か？」

　いつのまにか部屋に入ってきた煙助が、転がっているみこの顔を覗のぞき込んだ。

「ううん、何でもない。それより煙助。帰る頃ころにひょっこり現れたけど、大奥にいる間どこにいたの？　ずっと心配してたんだよ」

「ああ、あちこち見回っててん。それより……」

「煙助！」

　そこへがらりと障子が開いて、まなじりをつり上げた二海が飛びこんでくる。

「てめぇ、みこと二人だけで部屋にいるんじゃねぇ！」

「どうしたの？　二海が居い候そうろう同士一いつ緒しよの部屋でいいだろうって言ったんでしょ」

「ああ、確かに言った。でも駄だ目めだ。今この瞬しゆん間かんから駄目なんだ！　さあ、煙助。お前はここから出ていけ。働き先の肉屋の親父おやじに、病気だって噓うそついて休みをもらってたそうだな。もう二度とそんな事できないように、住み込みにしてくれって俺が頼たのんでやる」

「そうだぞ、みこと一緒の部屋で寝るなど私も許さない」

　聞こえた声は家密だ。見ると廊ろう下かから現れた着流し姿の家密が、笠かさを外す所だった。

「家密？　何をしてるの。さっき別れたばかりじゃない」

「ああ、実は春華が絶対にみこを嫁にしろと言い出してな。忍しのびで城を抜ぬけ出す手助けまでしてくれた。春華が手伝ってくれるなら、城も抜け出しやすい。今度からはもっともっと会いに来られるぞ、みこ」

「うわぁ、ほんと？　じゃあまたご飯作ってあげるね」

「あかんでーっ。ええか、みこの布ふ団とんに忍びこむんは禁止や！　それにわいはみこと一緒の部屋で暮らす。あんたらを見張らなあかんしな。もし追い出すつもりならわいにも考えがあるで」

「このちび猿ざるめが……！」

　珍めずらしく強気な煙助に、家密が怒りの声を上げた。いつもなら冷たい嫌いやみを連発するのに、今日はなぜかそこで言葉を止めている。苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔をしている家密と二海を見て、みこは首を傾かしげて立ち上がった。

「どうしたの？」

　その問いには答えず、家密がこちらに近寄り、みこの身体からだを正面から抱だき寄せる。

「……みこ。お前は私と二海が同じくらい好きなのだろう。まだどちらがより好きだと決められないのなら……そうだな。この質問に答えてくれ。お前はどんな男が好みなのだ？」

　二海が慌あわててやってきて、家密とは反対の背後からみこを抱き締しめた。

「それは俺も聞きたい。みこ、俺の方が優やさしくて好きだろ。俺はお前の嫌がる事はしないぞ」

「いいや、みこ。お前は少しぐらい、いじわるされる方が好きだろう？　可愛かわいい声で泣いている姿を知っているのは私だけだぞ」

　頭の上で二人の獣けものが睨にらみ合っている。みこは家密の質問を頭の中で反はん芻すうした。

（えーと、どんな男が好みかっていう質問だよね。それなら……）

「わたし、あの人恰好いいって思ったなぁ」

　ぽつりと呟つぶやくと、二人が同時にこちらを見下ろした。

「ほら、あの暗殺騒ぎの時の謎なぞの青年！　敵だと思ってたから言わなかったけど、実はあの人すごく好みなんだよね。お花を生けてる姿を見た時、お花の精せい霊れいさんかと思っちゃって。あの人絶対に草食系だと思う。柔やわらかい笑顔とか、一緒にいたら癒いやされそう」

「いや～そんなん照れるわぁ」

　ぽりぽりと頭をかいているのは煙助だ。みこは首を傾げた。

「どうして煙助が照れるの？」

「えっ？　あ、いや……何でもないで！」

　なぜか慌てている煙助を不思議に思っていると、二海がみこの肩かたに手をやり、すごい勢いで自分の方へ振ふり向かせた。

「ちょっと待て、何で俺たちじゃなくて、えん……いや、あの謎の青年なんだよ!?」

「家密や二海はもちろん好きだよ。でも二人とも肉にく食しよく獣じゆうでしょ。絶対大だい丈じよう夫ぶだって判わかってても、小さい時から食べられちゃうよって言い聞かせられてきたから、時々びくってしちゃうの。でもあの青年は絶対草そう食しよく獣じゆうだと思うんだ。あののんびりした感じがすごくいいの。一緒にいて安心できる感じ……」

　青年の姿形を思い出しつつほうっと息をつくと、二海が盛大に顔を引きつらせた。

「あ、兄貴……もしかして、いや、もしかしなくても第三の男って……」

「ああ、そういう事だ、あの生き神め。何が予言だ。自分で第三の男を用意したのではないか！　まさかみこの男の好みを知っていて今回の仕し掛かけを……！」

　意味不明な事を叫さけんで、家密がなぜか煙助を睨みつけた。身体からほとばしる獣気に怯おびえた煙助が、器用に壁かべをよじ登り、天板を外して天てん井じようへと逃げ込む。そしてこちらに向かってべっと舌を出した。

「わいのことは追い出せへんで。今日からまた、夜はみこの部屋で寝ねるからな。わいには奥おくの手があるって事忘れんなや！」

　そのまま天井裏へと逃げていった煙助に、家密が怒りで拳こぶしをふるわせた。

「あのちび猿め……！　今度猿さる鍋なべにして食ってやる」

「やめとけよ、兄貴。腹を壊こわすぞ。それより、あいつに対してだけは共同戦線を張ろう。兄貴だけでもうっとうしいのに、あんな奴にこれ以上邪魔されてたまるか」

「誰だれがうっとうしいだ。私だってお前がうっとうしいぞ。だが、あの猿はもっと我が慢まんならん。……仕方ない。お前の提案を受け入れよう。協力してあの猿を排はい除じよするぞ。みこのそばにこれ以上男はいらん。だがそれ以外の事は協力しないし、譲ゆずらぬぞ」

「ああ、望む所だ。兄貴になんか絶対に負けねぇ！」

　二人は怒りを顕あらわにしているが、声はぼそぼそとしている。二人に挟はさまれて抱き締められているみこは、彼らを見上げてぐっと口をつきだした。

「もうっ、二人とも人の頭の上で何を話してるの？」

　二人が同時にこちらを見下ろす。そして二人同時に腕に力を入れて、ぎゅっと抱き締めた。

「「それは秘密だよ、みこ」」

　合わせたように揃そろった声に、みこは頰ほおを膨ふくらませた。苦笑した二人はそのまま身を屈かがめ、みこの両頰にそれぞれ口付けをしたのだった。







　あとがき




　こんにちは。伊藤たつきです。『あやかし江戸物語　大奥にはキケンがいっぱい!?』をお送りしました。一巻を読んで下さった皆みなさんのおかげで、二巻が出せました。すっごくすっごく嬉うれしいです！　自分の中で勝手にこのお話を「みこの大江戸探検記」と名付けてまして、一巻が「初めての江戸編」で、二巻は「江戸城、大奥編」になります。この先も、みこがあちこち見て回れるように、お話が続いていくといいなぁと願っています。

　そうそう、期間限定ですが、一巻に続いて携けい帯たい待ち受けプレゼントがあるそうです。応おう募ぼして頂けると、私が書いた二海とみこのショートストーリーも携帯で読めると思います。よかったらそちらも、本編と併あわせて読んで頂けると嬉しいです。

　よく周りに、みこは家密と二海のどちらを選ぶの？　と聞かれますが、それはみこが選ぶ事なので、私にはぜんぜん判わかりません。もしかしたら二人ではなく、まったく違ちがう誰だれかを選ぶのかもしれませんし。でもそんな事になったら、きっとまた狼おおかみさんたちが目から殺す殺すビームを放つのでしょうね。私も読者さんと一いつ緒しよに、みこの色んな意味での成長を見守っていきたいと思います。最後になりましたが、読んで下さって本当にありがとうございました！

　また次回（があれば）皆さんにお会いできますように。


伊藤　たつき　　
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